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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「せっかくの気分が台無し……」


　受話器を置いたあとで、香か久ぐ山やま尚なお哉やは深く息を吐はいた。


　繊せん細さいにそつなく整っているせいで無表情にしているとまるで人形のように見えてしまうその顔には、くっきりと不快感があらわれている。


　受話器を取ったときは、自分でもちょっと浮うかれすぎかなって思うほどに上じよう機き嫌げんだったのだ。


　その証しよう拠こに、電話をかけてきた大学時代の知人にも口ごもることなく応対できたし、卒業以来、尻しり込みしてずっと断り続けていた同窓会の誘さそいにもうなずきそうになっていた。


　が、


『そうだ。香久山ってさ、確か崎さき谷やと仲良かったよな。あいつ、日本に帰ってきててさ、歯科医を開業するらしいってうわさ聞いたんだけど、連れん絡らく先とか知らないか？』


　その何気ない問いかけで、全すべてが変化した。


　知らないと答える声が無意識のうちに硬かたくなる。


　気がついたときには、別れの挨あい拶さつもそこそこに受話器を置いてしまっていた。


（きっと変に思われただろうな）


　友達の消息を聞いただけなのに、なぜこんな扱あつかいを受けるんだと不ふ愉ゆ快かいがってるかもしれない。


　でも尚哉にとって崎谷秀しゆう司じはただの友達じゃなかった。


　友達なんてただのカモフラージュで、本当は恋こい人びとだったのだ。


　しかも酷ひどく後味の悪い別れ方をした相手でもある。


　秀司とつき合っていた頃ころのことを思い出すと、尚哉は今でも心臓が冷えて硬くなるような感覚を覚える。


　楽しい時も確かにあったはずなのに、別れのときの辛つらい想おもいが、記き憶おくの全てに覆おおい被かぶさっていて、楽しかったはずの記憶さえ嫌いやな思い出になってしまっているのだ。


　だからずっと忘れようとしていた。


　二度と会いたくなかったし、うわさだって聞きたくなんかなかったのに。


（日本に……帰ってきてるのか）


　秀司は矯きよう正せい歯科医としての勉強をするために、学業半ばでニューヨークへと留学した。


　尚哉には一言の相談も別れの言葉もないままだった。


　他人の口からその事実を聞かされ、全部終わったのだと、捨てていかれたのだと思い知らされた。


「いつかさ、一いつ緒しよに開業できたらいいよな」


　かつて、つき合い始めたばかりの頃、何気なくいわれたその言葉を素す直なおに喜んだ。


　別れの予感を感じはじめた頃には、必死に細い絆きずなにすがりつこうとしていた。


　秀司は、そんな尚哉の気持ちごと捨てて、旅立っていったのだ。


　自分が必要じゃなくなったのなら、そういって欲しかった。


　邪じや魔まだったのなら邪魔だと直接告げて欲しかった。


　──なんの言葉もないままで切り捨てられた自分は、秀司にとっては、彼のアパートの前に捨てられていた、必要なくなった教材と同じ存在だったのかもしれない……。


　自分が酷く意味のない、不要な存在なんだという考えに支配されてしまった尚哉が、なんとか立ち直るまでには随ずい分ぶんと長い時間が必要だったのだ。


（もう関係ないのに、なんで……）


　秀司の名前を聞いただけで、こんなに動どう揺ようしてしまう自分が嫌だ。


　関係ないんだと、過去のことなんだといいきかせても、沈しずみ込む気持ちに歯止めが利きかない。


「もう、サイテー」


　気分に引きずられるように怠だるくなった身体からだをソファーに投げ出して、両りよう腕うでで自分を抱だきしめるようにして丸くなる。


　と、その時。


「尚哉、たっだいまー！」


　玄げん関かんのドアが開く音と同時に、栗くり林ばやし洋ひろ人との底そこ抜ぬけに明るい元気な声が響ひびいた。


「現像できてた。一緒にみよーぜ」


　ドタドタと大おお股またで歩く足音、リビングのドアが勢いよく開かれる音。


「……なおや？」


　それまでとは打って変わった、ひそめられた声と足音。


「どした？」


　尚哉の視界いっぱいに、かがんで覗のぞき込んでくる見慣れた顔が広がった。


　高い鼻び梁りようと大きくて薄うすい唇くちびる、くっきりとした二ふた重えの瞳ひとみは驚おどろくほどにあかるい琥こ珀はく色。


　ファッション雑誌の表紙を飾かざるほどの人気を誇ほこるモデルでもある洋人は、人目を引く魅み力りよく的で派手な美び貌ぼうの持ち主であり、尚哉の今の恋人でもある。


　だから、脱だつ色しよくのしすぎでパサパサしてそうな茶色の髪かみが、実はふわふわの猫ねこっ毛だってことを、尚哉はとてもよく知っていた。


「どっか痛いのか？」


　その顔立ちだけ見ると尚哉と同年代でも通用するのに、ちょっと不安げな表情が幼げで、高校生という実じつ年ねん齢れいをものがたっている。


「違ちがうよ」


　尚哉は、洋人に昔の恋人のことを話すつもりはなかった。


　ゴミのようにあっさり捨てられた惨みじめな自分を知られたくなんかないから。


「ちょっとうとうとしてただけ」


　惨めな過去を思い出して沈み込んでいた気分が、洋人の顔を見ただけで少しずつ浮ふ上じようしてくるのを感じる。


　心配してくれてるんだという実感が幸福感を運んでくる。


「風邪かぜひくぜ。毛布でも持ってこよっか？」


「へいき。──そんなことより一緒に写真見ようよ」


　尚哉は硬く引き結んでいた唇をほころばせた。


　自分の身体に巻き付けていた腕をほどいて差し伸のべると、力強い腕が引き起こしてくれる。


「ん。みよ」


　嬉うれしそうにニッと笑った洋人は、尚哉の隣となりに座ると尚哉の肩かたに腕をまわし抱き寄せた。


（あったかいな）


　走って帰ってきたのだろうか、いつもより少し体温が高い。


　触ふれ合った部分から染しみ渡わたってくるぬくもりは、過去の記憶と同時に甦よみがえった不快感をゆっくりと、だが確実に癒いやしてくれる。


（だいじょうぶ。不安がることなんてない。ぼくには洋人くんがいるんだから）


　素直で無む邪じや気きな年下の恋人は、全身で愛情を示してくれる。


　最初につき合ってくれといわれたときは、あまりにもあっけらかんと無邪気すぎる洋人の態度に、きっと遊びなんだろうと勘かん違ちがいしたりもした。


　幼よう稚ち園えん児じの頃からモデル業界で生きてきたという洋人は人目を引く派手な美貌を見慣れてるだろうから、自分のような一見地味に見える容貌が目新しく思えたんじゃないかと、新しい玩具おもちやを欲しがるように、興味を惹ひかれるまま軽い気持ちでちょっかいをかけてきたんじゃないかと、そう思ったから。


　もちろん、紆う余よ曲きよく折せつを経て誤解も解け、きちんとつき合うようになった今では、その愛情を素直に受け止めることができるようになったけど……。


「写真で見ると、マジでユーレイ出そうな感じじゃん」


　引き寄せられるまま洋人の肩に頭を預け、そのぬくもりにうっとりと浸ひたっていた尚哉は、洋人の声に慌あわてて目の前でめくられていく写真に意識を戻もどした。


「そうだね……。でも、気取ってないぶん落ち着けて良かったよ」


　写真はつき合い始めてから初めて行った旅行先で撮とったもの。


　二人は昨日まで年末年始の休みを利用して二泊はく三日の温泉旅行に行っていたのだ。


　旅行に行こうと思い立ったのが遅おそすぎたせいで、有名どころのホテルの予約ができず、しかたなくそのホテルに紹しよう介かいして貰もらった、ひなびた温泉街に行ってきたのだ。


　覚かく悟ごはしていたものの、温泉街のひなびっぷりは並じゃなかった。


　泊とまった旅館の廊ろう下かはギシギシきしむし、スリッパなんかは端はしっこがめくれてる。


　今時珍めずらしい木き枠わくの窓からは、すきま風が吹ふき込んでくるし、ちょっとした風でガタガタ鳴ってうるさかった。


　尚哉達が泊まった旅館だけじゃなく、温泉街全体が老ろう朽きゆう化かが進んでいるようで、そんな状態だから年末だというのにお客も少ないし、客の年ねん齢れい層も高めで全体的に酷くさびれた雰ふん囲い気きだった。


　もっとも、尚哉にとってはそのほうがありがたかったりもする。


　若い観光客が多ければ多いほど、洋人を知る人がいる危険性が高くなるからだ。


　高校に通いながらも、若者向けのファッション雑誌メインでモデルをやっている洋人の人気はかなり高い。


　最近では、その人気に目をつけたＯＬ向けの雑誌の仕事なども入ってきていて、ファン層も広がりつつある。


　行きの新幹線の中でも、洋人を知っている女の子たちが、きゃあきゃあと何度も話しかけてきたぐらいなのだ。


　この調子じゃあ、旅館についても落ち着く暇ひまなんてないかもと、ちょっとブルーになっていただけに、温泉街の見事なひなびっぷりに尚哉は心の中でこっそり拍はく手しゆ喝かつ采さいしてしまったぐらいだ。


「仲居さんもいい人に当たったしね」


　尚哉の母親よりも年上の女性だった。


　ここらには観光するようなものはなにもないが、都会から来たのならここらの当たり前の風景でも充じゆう分ぶんに珍しかろうといって、眺ながめのいい場所を選んだ散歩コースをわざわざ紙に書いて手渡してくれた。


「あのおばちゃん、帰り際ぎわにさ、いろいろ大変なこともあるかもしれないけど頑がん張ばれだって」


「洋人くんのこと知ってたの？」


「そじゃなくて、俺達、兄弟だってことにしてたじゃんか？」


「……うん」


　これは洋人のマネージャー、才さい籐とうの入れ知ぢ恵えだった。


　スキー場ならまだしも、温泉なんぞに男二人で行ったりしたら絶対に怪あやしまれるから、とりあえず兄弟ってことにしておけといわれた洋人が、宿帳に尚哉のぶんも栗林姓せいで記帳してしまったのだ。


（顔見ればいっぱつで噓うそだってわかるのに……）


　なにからなにまで大きめの造りで、色素も薄く派手な顔立ちの洋人と、純和風で整ってはいるものの、どちらかというと地味で目立たない自分とではまったく似ていないのだ。


　絶対に偽ぎ名めいをつかったことがばれて怪しげな目で見られるに違ちがいないと、尚哉はかなり不安だったのだが、幸いなことに逗とう留りゆう中は言げん及きゆうされずに済んでいた。が。


「やっぱりばれてたんだ。似てなさすぎるもん。当然だよね」


　気づいていたのに、見て見ぬ振ふりをしてくれてたなんて、やっぱりいい人だなと尚哉がしみじみしていると、洋人が「違うって」と顔を覗き込んでくる。


「似てねーから、逆に想像力がたくましくなっちまったみたいでさ。『慣れない家で大変かもしれないけど、おにいさんと仲良くね』だってよ」


「………え？」


「だからさぁ、俺、あの旅館のおばちゃん達の妄もう想そうの中じゃ母親の連れ子ってことになってたみたいなんだって。新しい家族にどうしても慣れなくて、年末年始ぐらいは気楽に過ごしたいからって、家族内では比ひ較かく的仲の良い、年の近い義理のおにいさんと二人で温泉に避ひ難なんしてきた、と、こんな感じのストーリーができあがってたってわけ」


「……凄すごい想像力」


「ん。──ついでに、そのストーリーの中だと俺の死んだ親父おやじって異国の人らしいぜ」


「あ、でも、ハーフだって思われるのもわかるな。あの温泉街じゃ茶パツの人なんて滅めつ多たに見かけなかったし、洋人くんぐらい背の高い人もいなかったしね」


　ひなびた温泉街だけに、日本人の平均身長より遥はるかにでかい洋人にあう浴衣ゆかたもなかったし、布ふ団とんからも足がはみでてしまったぐらいだ。


「クオーターだから、同じようなもんだけどさ」


「え？　そうなの」


「ん。いってなかったっけ？　俺の死んだ親父ってのがハーフなんだ。婆ばあちゃんがロシア人なんだってさ。だから髪かみだってこんなだし」


　洋人がスタイリング剤ざいをつけていないふわふわの前髪を引っ張る。


「その髪って、脱だつ色しよくしてるんじゃないんだ」


「地毛。これでも濃こくなったんだぜ。ガキん頃ころはモロ金きん髪ぱつだったもんよ」


「ふ～ん。洋人くん、きっと凄く可愛かわいかったんだろうね」


「黙だまってると天使みたいだって、よく誉ほめられたな」


（天使……か）


　モデルだけに誉められ慣れているせいもあるのだろうが、まったく悪びれずに自然体のままでいうあたりが洋人らしいと尚哉は思う。


　洋人にとって、人並みはずれた美び貌ぼうは自じ慢まんの種ではなく、誉めて貰うためのアイテムのようなものなんだろう。


「ん～、でも、こうしてみるとやっぱ全然違うよなぁ」


　洋人は手にした写真に視線を落とした。


「なにが？」


「ん？　ああ、写真の出来がわりーからさ……。やっぱ、インスタントカメラとプロのカメラとじゃ違ちがうよな」


「それはどうかなぁ。カメラの性能の差より、腕うでの差のほうが大きいんじゃない？　プロの写真と素人しろうとのスナップ写真じゃ比べものにならないって。──それに、ぼく、写真に撮られ慣れてないから妙みように緊きん張ちようしちゃってるし……」


　洋人がしげしげと眺めているのは、おみやげ屋の店頭の商品を物色している尚哉の横顔だった。


「緊張してた？」


「そりゃするよ。洋人くんとは違うんだから……。ああ、もうなんかすっごい変な顔」


「全然変な顔なんかじゃねーけど？」


「噓。写真の出来が悪いっていったじゃない」


「ん。だってわりーもん。この写真撮ったときの尚哉って、もっと、こう、オロオロしてるみたいで可愛い感じだったんだもんよ。だからシャッター押したんだし……。なのに、この写真だと、なんか冷静そうな表情に見えんだよなぁ。──光の加減の問題かな」


「もうそのぐらいにしといて。あんまり見ないでよ」


　ぎこちなくひきつった表情を洋人に見つめられるのは嫌いやだ。


　我が慢まんできなくなった尚哉は、手で写真を覆おおい隠かくした。


「この写真、廃はい棄き処分にしよ。ね？」


「やだよ」


　洋人が唇くちびるを尖とがらせる。


「なんで？　洋人くんだって気に入らないんでしょ」


「そりゃ違うって。俺が気に入らないのは、思った通りに撮とれなかったってことだけで、尚哉が写ってんなら、なんだってお気に入りに決まってんじゃん」


　勝手に捨てたりすんなよ、と念を押され、しぶしぶながら尚哉はうなずく。


「アルバム買わなきゃな。んで、これから少しずつ写真増やしてこ」


「増やす？」


「ん。旅行とかじゃなくても、普ふ段だんから写真撮ろ。日常のひとこまって感じのやつ。──五年後とか十年後とかにさ、まとめて見返したりすんだ。二人の記録って感じですっげー楽しいぜ、きっと」


「……そうだね」


　無む邪じや気きに未来を語れる洋人が羨うらやましくて、まぶしい。


（五年後の話なんて、ぼくにはできないな）


　自分が洋人から違う人に心変わりする可能性は絶対ないって誓ちかえるし、今の洋人が本当に自分を愛してくれてるんだって信じてもいる。


　それでも、漠ばく然ぜんとした不安が胸の片かた隅すみに巣くっていて、未来の夢を語るのをためらわせてしまう。


（結局、自信がないんだよね。ぼくは……）


　今の洋人が自分を愛してくれてるんだって信じているけど、一年後二年後の洋人に愛されている自信が、尚哉にはない。


　歯科医として開業し、しっかりした基き盤ばんを築いている尚哉と違って洋人はまだ高校生だ。


　進学とか就職とか、人生の転機がまだまだたくさんあるのだ。


　今はバイトだと割り切ってやっているモデルの仕事だって、今後どんな風に変化していくかわからないわけだし……。


（環かん境きようが変化したら、好みも変わるかもしれないもんね……）


「だからさ──」


　物思いに沈しずみかけていた尚哉を、洋人の声が呼び戻もどした。


「ずっとこーして一いつ緒しよにいような？」


「ずっと？」


「ん。二人一緒に楽しくしてなきゃ、思い出の写真ためこんでても意味がないもんよ。だろ？」


　ギュッと肩かたを引き寄せられ、頰ほおに洋人の唇が軽く触ふれる。


「うん、ホントそうだね」


　洋人の顔を見上げたら、唇に優やさしいキスが降ってきた。


「ん…っ…」


　洋人の舌先に誘さそわれるように上唇を刺し激げきされた尚哉は、さらに深く洋人を受け入れる。


（ほんとに、ずっとこうしてたいな）


　未来の夢は語れないけど、今の幸せな時間が続くように努力することならできる。


　洋人が自分の隣となりでずっと笑っていてくれるためなら、自分はなんだってできるんだから……。


　柔やわらかな猫ねこっ毛に指を滑すべり込ませ、洋人が与あたえる感覚にうっとりと酔よいしれながら、尚哉はそんなことを思う。


「……？」


　不意に、肩を引き寄せていたはずの腕の力が、逆方向に働いた。


「どう……したの？」


　深く激しくなっていくキスが、その先の行こう為いを予感させていただけに、いきなり引き離はなされた尚哉は驚おどろいて呆ぼう然ぜんとした。


「え……あ、あのさ、腹へってねぇ？」


「すいてないけど……」


　ゆうべ、旅行先からこのマンションに二人で戻ってきたのは、すでに日付が変わった後だった。移動の疲つかれもあって今日は遅おそくまで寝ねていたから、朝食兼けん昼食を食べたのが二時過ぎ。それから、まだ三時間も経たっていない。


「洋人くん、もうお腹なかすいたんだ。──じゃあ、蕎そ麦ばでもゆでようか？」


　旅行先で、手打ち蕎麦とか佃つくだ煮にとかを自分たち用のおみやげにごっそり買い込んできてあるのだ。


「いい、俺やるし」


　立ち上がろうとした尚哉を洋人が引き戻す。


「尚哉、疲れてんだろ？　休んでなって」


「え……、別に疲れてなんかないけど……」


「さっき、うとうとしてたじゃんか。無理すんなって。さっさとメシ食って早めに寝たほうがいいぜ。──メシ食ったら、俺も帰るしさ」


　洋人はソファーから腰こしを上げた。


「え、なんで？　洋人くんはまだ休みなんだし、今日も泊とまってけばいいのに……」


　てっきり今日も泊まっていってくれるものだと思っていただけに、首を傾かしげる尚哉に、洋人が困ったような顔で微笑ほほえんだ。


「尚哉、明日から仕事だろ？　旅行疲れが残ってたらまずいじゃんか。だからさ、今日は大人しく帰るよ」


（ああ、そういうこと……なんだ）


　基本的に人の心の機き微びに鈍にぶい尚哉だが、さすがに洋人が自分を気き遣づかってくれているらしいとわかった。


　わかった途と端たん、心臓が締しめつけられるような感覚を覚える。


（ああ、もう……どうしよう）


　切ないときにも似たような感覚があるけど、今のこれとは決定的に違う。


　切ないときは一いつ瞬しゆん身体中の血の流れが止まって指先まで冷たくなるような感じだけど、今はギュッと締めつけられた心臓からいっせいに送り出された暖かな血が、身体中をめぐってるみたいで指先までぽかぽかしてる。


「洋人くん、ぼくのこと心配してくれてるんだ」


「あ～、まぁね」


「ありがと。凄すごい嬉うれしい」


　へへへ、と照れくさそうに笑う顔が愛いとしくてたまらない。


「でも……帰っちゃ駄だ目めだよ」


「へ？」


「一緒にいて」


「……だってさ、尚哉、疲れてんだろ？」


「そんなことない。そんなことないから──」


　火ほ照てる指で洋人の指先をきゅっと握にぎる。


「──ここにいてよ」


　今日一人になったら、さっきの電話が引き戻してしまった過去の嫌な記き憶おくが戻って来そうで怖こわい。


　洋人に側そばにいて欲しい。


　自分は必要とされてるんだと感じさせて欲しいから。


「ん、わかった」


「ありがと」


　ホントは帰りたくなかったんだと、照れくさそうに呟つぶやきながら洋人が手を握り返してくる。


　そんなさりげない洋人の行為は、尚哉をいつも幸せな気分にしてくれた。


「お腹すいてたんだったよね。一緒に夕食の支し度たくしようよ？」


　尚哉は、洋人の手を握ったまま立ち上がりキッチンへ向かおうとした。


　が、なぜか洋人は動こうとしない。


「どうかした？」


「……ごめん。あれ噓うそ」


「え？」


「食欲で誤ご魔ま化かそうかなぁって思っただけで、マジで腹へってんじゃねーんだ」


　なにを誤魔化そうとしたのかなんて、聞くまでもなかった。


「誤魔化さなくてもいいのに……」


「だってさ、疲れてんだったらまずいかなぁって思うじゃんか」


　洋人は、握っていた尚哉の手を引き寄せ指先に唇くちびるを押しあてる。


「マジでいい？」


　唇の動きを感じた指先がピクンと震ふるえた。


「うん」


　確かく認にんなんて必要ないのに、とも尚哉は思う。


　自分の全すべては洋人のもの。


　欲しがってくれるのなら、なんでもあげるのに、と。


「洋人くんの好きにしていいから……」


「尚哉、かわいいな」


　指先じゃ物足りなくて背せ伸のびして求めると、望むままに唇が与えられる。


　優しく吸って、甘く絡からみついてくる舌の感覚がじれったくてギュッと首にしがみつくと、応こたえるようにキスが激しくなった。


「……っ…」


　強い腕うでに支えられ、ソファーに横たえられた。


　洋人の手が確かめるように身体からだのラインをなぞり、愛あい撫ぶしながら慣れた風に服をはぎ取っていく。


「…あ…ん」


　耳たぶを甘嚙がみされ、胸の赤い実を指先でこすりあげられただけで、身体の中心に熱がたまるのを感じる。


　濡ぬれた舌先が感じやすくなった赤い実をなぶり、指先が尚哉の感じやすいところを刺激していく。


「元気じゃん。ホントに大だい丈じよう夫ぶそ」


　中心をやんわりと握った洋人が、その反応に満足したかのようにいった。


「……も、いちいち確認しなくていいってば」


「そーいうわけにはいかないって。二人で楽しめなきゃつまんないしさ」


　ニッと笑った洋人が再び唇を求めてくる。


「……んん」


　同時に、あつくなったソコに触ふれる指が激しく動き始めて、尚哉はたまらずに身じろぎする。


「…ん………や…だめっ」


　ソファーだとさすがに狭せまいから、いつもより性急な行こう為いになるのはしかたないが、よく見れば、自分だけが半はん裸ら状態で洋人はきちんと服を着込んだままだ。


　そんな状態で一人でいかされるのが嫌いやで、尚哉は力の抜ぬけかけた手で洋人の腕を押さえて止めた。


「だめ？　さっき好きなようにしていいっていったじゃんか」


　洋人が不満そうに目を覗のぞき込んでくる。


「いったけど……。──でも、洋人くんだって、二人で楽しめなきゃつまんないっていったじゃない」


　尚哉は、洋人のトレーナーの裾すそをつかみ引きあげた。


「……ぼくにも触さわらせて」


　恥はずかしさのあまり蚊かの鳴くような声で囁ささやいたら、洋人は自分からガバッとトレーナーを脱ぬいで覆おおい被かぶさってきた。


「尚哉、スゲーかわいい！」


　嚙みつくような激しいキスの後、洋人はさっきまでとはまた違ちがった意味で性急に動き出した。


　膝ひざを割り、内股をなで上げるようにあがってきた指が入り口を探さぐり、滑すべり込んでくる。


「ふ………んっ…」


　感じる部分を知り尽つくしているその長い指が動くたびに、尚哉の中に覚えのある甘く熱い感覚が湧わき起こる。


「あ、……ん」


　尚哉は洋人の肩かたにしがみついた。


「尚哉、そろそろいい？」


「ん……」


　うなずくと指が引き抜かれ、引き起こされて、向かい合う形で膝の上に抱だきかかえられた。


「これだとだめ？」


　尚哉がバックや苦しい体位を嫌きらうのを知っている洋人が、心配そうに瞳ひとみを覗き込んでくる。


「へい……き…だけど…でも、不安定すぎていつもより強くしがみついちゃうかも……」


　──モデルのヒロトに傷をつけないでいただきたい。


　以前、尚哉は洋人のマネージャーの才籐にそういわれたことがある。


　行為に夢中になった尚哉が、知らず知らずのうちに洋人の背中に爪つめを立てて，見事なみみず腫ばれをこしらえてしまったのがまずかったのだ。写真に写り込む危険性があると、撮さつ影えい現場で問題になっていたらしい。


　注意されたばかりの頃ころ、尚哉は洋人に頼たのみ込んで、しがみつかないよう手首を縛しばってもらったりしていたのだが、回数を重ねるごとに洋人が縛るのを嫌がるようになっていって、いつの間にか廃はい止しされていた。


　今では、撮影の前日はセックスしないという暗あん黙もくの了りよう解かいができあがっている。


「撮影、明後日あさつてだよね？　手首しばる？」


　洋人の瞳を覗き込むと、「いいよ、気にすんなって」と、やっぱりちょっと嫌そうな顔をされた。


　それなら、せめて自分の意識がはっきりしている間は洋人にしがみつかないようにしようと、ソファーの背もたれに手を伸のばしたら、「なんだよ、それ」と睨にらまれた。


「え……、でも」


「でもじゃねーの。んなことされたら、俺がつまんねーじゃん」


「……だって」


「つべこべいわねーの！　あんましごねると、バックからやっちまうぞ」


「っ……」


　いわれた途と端たん、身体が微かすかに震えた。


　尚哉は、かつての恋こい人びと、秀司との別れ際ぎわに強ごう姦かんにも似た乱暴なセックスを強要され続けていて、そのせいでバックからの行為に不快感と恐きよう怖ふ感とを感じるようになってしまっていたのだ。


「あ……わり。冗じよう談だんだから、な？」


　尚哉の震えを敏びん感かんに感じ取った洋人が、あやすように背中を撫なでる。


「うん。──ごめんね」


　洋人は自分の嫌がることを絶対にしないと確信しているし、さっきの言葉もたんなる冗談の一いつ環かんだとわかっていたのに、条件反射的に怯おびえてしまう自分の身体が無む性しように嫌だ。


　尚哉は以前に一度だけ、なんでバックが苦手なのか気にならない？　と、洋人に聞いたことがある。


　洋人は気にならないと答えてくれた。


「昔なにがあったって、いま尚哉がここにいてくれんだからそれでいーよ。話したくなきゃ、話さなくていーから」


　そういって、安心させるようにニッと笑ってくれた。


　尚哉は嬉うれしかったけど、同時にまったく嫉しつ妬と心をみせない洋人の態度に少しだけ不安になって……。


「……や……っ」


　背中を撫でていた指が下りてきて、敏感になっていた後ろに再び潜もぐり込んでくる。


「尚哉は余計なこと考えなくていーから。俺のことだけ感じてな」


　尚哉のいいところを知り尽くしている指が、焦じらすように尚哉の中をかきまわす。


「あっ……そこ…、っ」


　じれったくなった尚哉が自分から腰こしを動かすと、逃にげるようにして指が引き抜かれた。


「や……」


　洋人を失った後ろが物足りないとひくついている。


「もっと？」


「……ん」


　快感に弱い身体にうながされるまま、尚哉は洋人の首にしがみついた。


「なおや、もーちょい上げて」


　いわれるままに腰を浮うかせ、しっかり支えてくれる洋人に導かれながら、ゆっくりとおろしていく。


「……あぁ……ふ…っ──ひろ…とくん」


　指とは比べものにならない質感が甘く身体を満たしていく。


　根本まで受け入れた尚哉は、たまらず洋人の首にしがみついていた。


「尚哉、くるしい？」


「……ちがっ……あ……ふ」


　自分の体重の分だけより深く受け入れたせいだろうか。


　不安定なソファーの微かすかな揺ゆれだけでも、えもいわれぬ快感がぞくぞくと背筋を走り抜けていく。


　それにいつもとは違う体位のせいか、内にいる洋人をいつもよりリアルに感じるみたいだ。


「じゃ、いい？」


「ん。…ふ…っい……」


　甘いしびれが全身に広がって思考能力すら奪うばっていく。


　尚哉は、朦もう朧ろうとしながらも洋人の問いかけにコクコクとうなずいた。


「そっか」


　洋人が、じっくりと焦じらすように腰を使い始める。


「──あっ……ああ」


　尚哉が強くしがみつくと、おかえしとばかりに首筋を甘嚙みして、吸い上げる。


「…や…っあ…」


　微かな痛みが、また新たな快感を呼んだ。


「──ちょい、まてって」


　んな締しめつけんなよ、と耳元で囁く洋人のかすれた声さえ、今の尚哉には甘い。


「や……むり……ん…ふ…」


　内側にいる洋人をもっと感じようとして、身体からだが勝手に動いてしまうのだ。


　尚哉にもどうにもならない。


「……くっ」


　洋人は辛つらそうに呻うめくと、余よ裕ゆうがなさそうな感じで尚哉の腰をつかんで激しく腰を使い始めた。


「ああ……あっ……い…」


　激しく打ち付けられるたび、身体が燃えるように熱くなる。


　激し過ぎる快感に翻ほん弄ろうされ、ガクガクと激しく揺ゆさぶられて平へい衡こう感覚がなくなっていく。


「…ふっ……ああ、いい……っ」


　尚哉は、汗あせですべる洋人の肩に必死に爪を立ててしがみつく。


「……ふ……あっ……！」


　不意に、熱く張りつめていた中心をギュッと握にぎり込まれる。


　息が詰つまるほどの激しい刺さすような快感に襲おそわれた尚哉は、熱いほとばしりを放ちながら、さらに強く洋人を締めつけた。


「……つっ」


　苦しそうな声をあげた洋人は、ひときわ深く突つき入れ、熱く弾はじけた。


「あ……ひろ…と……ッ」


　熱くたとえようもなく甘い感覚を身体の奥深くで感じながら、尚哉は意識を手放した。








「あ、起きた」


　目を開くと同時に、添そい寝ねしていた洋人の心配そうな顔が視界に広がる。


　気を失っている間に寝しん室しつのベッドに運ばれ、布ふ団とんの中に寝かされていたらしい。


「大だい丈じよう夫ぶか？」


　掛かけ布団の上に片かた肘ひじをついて寝っ転がっている洋人が、不安げに聞いてくる。


「うん、平気だけど……」


　それでも、甘いしびれがまだ身体の奥に残っていて、なんだかぼんやりしたままだ。


「今、何時？」


「まだ一時間もたってねーよ。──もう少ししたら俺が夕飯の支し度たくするからさ、それまでもうちょい休んでな」


　洋人の手が頰ほおに優やさしく触ふれてくる。


「うん、……ありがと」


　ぼんやりしたまま、首を動かして頰に触れる手に軽くキスしたら、洋人が凄すごく嬉しそうにニッと笑った。


（……洋人くんって、ホントに嬉しそうに笑うなぁ）


　見ているこっちまで嬉しくなっちゃうような笑え顔がおだと思う。


　その笑顔を引き出したのが自分なんだと思うと、なおさらだ。


　この笑顔が、愛されているという実感を尚哉に与あたえてくれる。


　ここにいるのは、宝物のように大切にされて、必要とされている存在。


　もうお前は必要ないのだと、ゴミのように捨てられた、かつての自分はどこにもいない。


「ずっと、側そばにいてよね」


　深い安心感にうとうととまどろみ、眠ねむりに落ちかけた尚哉の唇くちびるから、そんな言葉がするりと零こぼれた。


　瞼まぶたが完全に落ちる寸前、洋人の笑みが深くなったのを見たような気がした。





★







「あけましておっめでと～！」


　五日ぶりに同じマンション内にある診しん療りよう所じよに出勤したら、先に鍵かぎをあけて待っていた事務員兼けん助手の山やま下したが満面の笑みで迎むかえてくれた。


「……あけましておめでとうございます。──美み香か、休みの間なんかあった？」


「なんでよ？」


「いや、例年だと、年明けってけっこう不ふ機き嫌げんそうだからさ」


「あら、失礼ね。あたしはいつだって勤労意欲に燃えてるのに」


　事務員のわりに大きな態度でえへんと威い張ばる山下は、尚哉の幼なじみだ。


　人づきあいが苦手な尚哉が、元歯科医だった父の跡あとを継ついで開業するつもりだとうち明けたら、「あんた一人じゃ頼たよりなさすぎるから、あたしが面めん倒どう見てあげる」と、姉あね御ご肌はだむき出しでみずから医療事務と歯科衛生士の資格を取り、香久山歯科医院の押し掛け助手になってくれたのだ。


　実際のところ、山下の助けがなかったら、開業しても長続きできなかったんじゃないかなと尚哉は思っている。


　彼女の存在は、実務面でもメンタルな面でも、大きな支えになってくれているのだ。


「──で、どうだったの？」


「なにが？」


「旅行！」


「あ、ああ、楽しかったけど……」


「どんな風に？」


「……どんな風って……」


　満面に笑みを浮うかべてたたみかけるように質問してくる山下の勢いに、尚哉は思わずあとずさる。


「別に、普ふ通つうだけど……。──あ、これ、おみやげ」


　紙かみ袋ぶくろごとおみやげを手て渡わたす。


「さんきゅ。──なによ、普通ってのは。つまんないなぁ。あんた、あの『モデルのヒロト』とつき合ってるのよ。もちょっと気の利きいたリアクションちょうだいよ」


「そんなこといったって、普段の洋人くんってあの通りおおらかだからモデルって感じしないし……。あ、でも、新幹線の中とかでファンの女の子たちが寄ってきちゃったな」


「さっすがヒロト。で、連れのあんたは鼻高々で優ゆう越えつ感に浸ひたっちゃったりとか？」


「しないよ」


「尚哉ってばやっぱつまんない。──じゃあさ、洋人くんと一いつ緒しよに露ろ天てん風ぶ呂ろとか入ったりしなかった？」


「……入ったけど」


「で、どうだった？」


「どうって……。──美香、いったいなにが聞きたいわけ？」


「なにって……。どんな風にいちゃついてきたか聞きたいに決まってるじゃない」


　白状しなさいよ、とにやつく山下に肘ひじでつつかれて、尚哉は思わず、がくっとうなだれた。


　山下は尚哉と洋人がつき合っているのを知っているし、二人の仲がうまくいくようにかげながら応おう援えんもしてくれる。


　理解者としての彼女の存在は凄く心強いし、感謝もしているのだが、こんな風にからかわれるのはあまりありがたくない。


「いやだよ。──美香は、彼氏とどんな風にいちゃついたかなんて聞かれて、白状するわけ？」


「あ、聞きたい？」


　自分の身に置き換かえて考えてみればいいんだと反はん撃げきしたつもりだったのに、残念ながら山下には通用しなかったようだ。


「……遠えん慮りよしとく」


　尚哉は白旗をあげた。








　香久山歯科医院の通常業務は、正確には七日からということになっている。


　が、長期の休み明けは、虫歯の急な痛みや、詰め物が取れたとかの緊きん急きゆうの患かん者じやが押し掛けてきて、予約の患者とあわさっててんてこまいするのがいつものパターンだ。


　そういう事態を避さけるため、緊急の患者のためだけに例年四日から臨時で開業するようにしていた。


　だから、予約の患者を入れていないぶん、比ひ較かく的のんびりとした仕事始めになった。


「わ、美味おいしい。ゴマだれが中に入ってるんだ」


　ちょうど患者がぽっかりといなくなって、これ幸いと山下がおみやげの団子を開いてぱくつきはじめる。


「尚哉も食べる？」


「今はいい。──それ、洋人くんが選んだんだよ」


「でしょうね。尚哉ってば、自分が食べることに興味がないからっておみやげ選ぶセンスも最低だもんね。名物に美味うまいものなしだって何度教えても変なもの買ってくるしさ」


「……わるかったね」


　本当のことだけに、素す直なおに認めるしかない。


　生来の小食のせいで、子供のころから一いつ般ぱん人の通常の食事量を食べきることができなかった尚哉にとって、食べることは苦手な分野なのだ。


　小学校のころは、食べきれずに給食を残しても、好き嫌きらいなく食べなきゃだめだと説教されたし、大人になってからは満腹でもう食べられないといっても、体調が悪くて食べられなかったに違ちがいないと勘かんぐられて心配されることの気まずさに辟へき易えきさせられた。


　その点、洋人は逆で、ゆうに人の二倍は軽く平らげる。


　しかも超ちよう甘党で、二人前の食事の後に別腹といってデザートのケーキをまたガツガツ食べたりもする。


　その豪ごう快かいな食べっぷりは見ていて楽しくなるほどだ。


「いいな、温泉かぁ……。あたしもいきたいなぁ」


　お茶をすすりながら、山下が夢みるように呟つぶやく。


「あ、じゃあ、今度行こうか？」


「え？」


「慰い安あん旅行ってことで経費で落とせるよね。二泊はくはさすがに無理だけど、一泊ぐらいならその気になればいつでもいけるし」


　いつも面めん倒どうをかけているお礼も兼かねて、若い女性が喜びそうな一流旅館を使うのもいいかもしれないなぁと、尚哉は自分のアイデアに気をよくした。が、


「冗じよう談だんはやめてよ。いや」


　山下にガツンと断られた。


「なんで？」


「若い男女が二人で温泉旅行だなんて、まるで婚こん前ぜん旅行じゃない」


「部屋は別々に取ればいいんだから……」


「それでも疑う人は疑うの。──最近やっと納なつ得とくしてくれるようになったのに、これ以上もめたくないしさ」


「え、もしかして、彼氏のこと？」


「そうよ。あの馬ば鹿か、しつこくあんたとあたしの仲うたがうんだもん。やんなっちゃう」


「……知らなかった。いってくれたらぼくからも誤解だって説明してあげたのに」


「無む駄だよ。あんたの顔なんか見たら逆効果。──あんな綺き麗れいな顔だったら毎日見てたいよな～とかいって、ぐれるに決まってるもの」


「……もしかして、仕事辞やめてくれとかっていわれてたの？」


「まぁね」


　山下は肩かたをすくめ、あっさり肯こう定ていした。


「知らなかった……」


　新年早々ショックな事実に尚哉は呆ぼう然ぜんとしてしまう。


　山下が辞める可能性があるなんて、今まで考えたこともなかった。


（辞められたら、どうしよう）


　人づきあいが苦手な尚哉にとって、よく知らない相手と二人きりという状じよう況きようは拷ごう問もんにも等しい。


　幼なじみでずっと友人づきあいをしてきた相手だから、狭せまい診しん療りよう所じよ内で二人きりで過ごす長い時間も苦にはならなかったのだ。


　彼女の代わりがそうそう簡単に見つかるはずもない。


「やだ。この世の終わりみたいな顔しないでよ。あたし、絶対に辞めたりしないからさ」


　いきなりピンと山下の指先に額をはじかれた。


「最近は納得してくれるようになったんだって、さっきもいったでしょ？──理り不ふ尽じんな要求に応じるなんてまっぴらごめんだからさ、ずっとしぶとく説得してさ、努力の甲か斐いあって最近はもめたりしなくなったのよ。でなきゃ、心しん配ぱい性しようのあんたにこんな話しやしないって」


　ね？　と優やさしく笑いかけられて、尚哉は少し安心した。


「あ、でもさぁ」


　山下の笑えみがニヤリと不気味な感じに変質する。


「……なに？」


「慰安旅行の件だけど、お互たがいに同どう伴はん者を連れて行くって条件ならＯＫよ」


「…………それって、慰安旅行じゃなくて、ダブルデートとかっていわない？」


「まあね。──普段、尚哉と洋人くんがどんな風にいちゃついてるか、やっぱり見たいし」


　わざわざ金を出して、からかわれるネタを提供する気にはなれない。


「………自腹で行って」


　休きゆう憩けい時間は終わりにして機械の点検でもしようかと、尚哉が診察室へ向かいかけたとき、入り口の扉とびらが開いた。


「こんに……！──あんた、なにしに来たの」


　来客用にすましていた山下の声が、急に硬かたくなる。


「や、尚哉、ひさしぶり」


　不ふ審しんに思って振ふり向いた尚哉に、男が軽く片手をあげる。


　かるく色を抜ぬいたウェーブのかかった髪かみ、上質そうなダークブラウンのコートを羽織り、中は黒で決めている。


　どことなく気き障ざな雰ふん囲い気きの漂ただよう男に、馴なれ馴れしく微笑ほほえみかけられ、尚哉は絶句した。


（……う…そ、なんで）


　崎谷秀司、かつて尚哉の恋こい人びとだった男だ。


　大学時代の彼は、華はなやかで、自分に対する自信を隠かくさない強気なタイプだった。


　数年会わずにいる間に、少々落ち着いた雰囲気が漂うようになったものの、一見した感じではその気性は変わってないように感じられる。


　一言の別れもなく自分の元から去っていった男の微笑みに、尚哉は酷ひどく混乱した。


　あんな別れ方をしたというのに、彼はなぜ何事もなかったように微笑めるんだろう？


　自分が傷つかなかったとでも思っているんだろうか？


　そんな疑問と同時に、捨てられた自分に対する劣れつ等とう感が甦よみがえってきて、猛もう烈れつな不安感に見まわれる。


「……あ……」


「ひさしぶりぃ？　ふざけんじゃないってーの」


　混乱してしゃべることすらできない尚哉を庇かばうように、山下がずいと前にでる。


「なにしに来たのよ！」


「あいかわらずうるさい女だな。──尚哉、まだこんなのとつるんでるのか？」


「尚哉が誰だれとつるんでようと、あんたには関係ないでしょ！　仕事の邪じや魔まよ、さっさと帰れ！」


　幼いころから尚哉とずっと友達づきあいをしていただけに、山下も秀司と面識があった。


　尚哉と秀司がどんな関係だったのかも知っているし、秀司と別れた後、酷く落ち込んで鬱うつ々うつと過ごしていた尚哉を心配してあれこれと面倒を見て立ち直る手助けもした。


　まだ二人がつき合っている頃ころから、山下は秀司に対して好印象を抱いだいていなかった。ことあるごとに、あの男はよくないよと尚哉に言い続けていたのだ。


　あんな別れ方をしたとあっては、山下が秀司にたいして辛しん辣らつな態度を取るのも当たり前だった。


「仕事って、客はいないみたいじゃないか。こんなにいい立地条件なのに待合室に人がいないってのはおかしくないか？　順調にいってるのか？」


「あんたに心配されるまでもないわよ。今日は年明けの臨時開業だから予約客がいないだけよ。うちはこれでも繁はん盛じようしてるの！」


「ふん、そうか？　ところで尚哉、ちょっと話があるんだけど、今晩会えないか？」


「会えない！　あんたなんかと話すことなんかなにもないの！」


　山下が、しっしと手で払はらう。


「うるさいな。俺は尚哉に話してるんだけどね。二人のことに君が口を挟はさむ権利はないんじゃないのか？」


「二人のこと？　尚哉とあんたの関係はとっくの昔に切れたでしょうが。今の尚哉にはちゃんと恋人がいるんだから。あんたなんかよりずっと二枚目で、優しくて、尚哉のこと大事にしてくれる人がいるの！　あんたなんか、もういらないのよ」


「冗談だろ？」


　自分を追い払うための陳ちん腐ぷな噓うそだとでも思ったのか、秀司はまったく信じていないようだった。


　山下は「ふん」と顎あごをあげ威い張ばる。


「ほんとよ。──その雑誌の表紙の人がそうなんだから」


「このモデルと？　おいおい、噓をつくにしても、もう少しましなのにしてくれよ。──尚哉、本当のことじゃないんだろう？」


　山下の後方にいる尚哉を射すくめるように、秀司の視線が向けられた。


　尚哉は震ふるえる足を叱しつ咤たしながら、自分を庇うようにして立ってくれている山下の前にでる。


「……本当だよ」


　声が微かすかに震えたが、それでも尚哉はしっかりとうなずいた。


（そうだ。ぼくには洋人くんがいるんだから……）


　昔の嫌いやな記き憶おくに引きずられて劣等感にさいなまれることはない。


　今の自分を必要としてくれる人は、確かにいるんだから……。


「──そうなのか？」


　秀司はそれでも疑わしそうだった。


（本当だったら、予定が狂くるう……）


　秀司はそう考えていたのだ。


　久しぶりに会った尚哉は、大学時代に比べると少し頰ほおがこけたようだったが、まるで人形のように無個性に整いすぎているせいで、一見すると冷たそうに見えるその端たん正せいな美び貌ぼうは、まったく衰おとろえていない。


（手放すには、惜おしいよな）


　怯おびえながらも、まっすぐ見つめ返してくる黒い瞳ひとみが妙みように加か虐ぎやく心をそそる。


　この美貌だけを見れば新しい男が引っかかるのもうなずけるのだが、尚哉の性格を併あわせて考えると素す直なおに信じる気にはなれない。


　尚哉は、臆おく病びようで引っ込み思案な性格がたたって、親しい知り合いを得ることが人一倍苦手な質たちだったのだ。


　だから、少しの間手を離はなしても平気だろうと高をくくって放ほうっておくこともできた。


　モデルなんて派手な世界の人間と出会う機会もないだろうし、つき合い続けていけるほど尚哉は器用な性格じゃない。


　たぶん、自分を追い払うための噓なんだろう。


「言い争っても意味はないか……。しかたない。今日はこれで退散するさ」


　興信所を使って尚哉の周辺を調べさせ、事実関係をきっちり把は握あくしてから出直そうと、秀司は考えていた。


　姉貴気取りで尚哉を庇おうとする山下の存在がいない場所で話しさえすれば、尚哉はきっと自分の手の中に戻もどってくる。


　それでも駄だ目めなようだったら、他にも手段はある……。


「尚哉、また出直してくるから──」


　秀司は、最初と寸すん分ぶん違たがわぬ気障っぽい笑みを浮うかべてドアに手をかける。


「──次はそのうるさい女抜きで話そうな」


「二度とくんな！」


　山下の怒ど鳴なり声は、秀司が去っていったドアにはじき返された。


「……ごめん、美香」


　秀司の姿が見えなくなって緊きん張ちようの糸が切れた尚哉は、待合室の椅い子すに崩くずれるように座った。


「なんで謝んの？」


「だって、嫌な思いさせちゃったし……」


「友達なんだもん。これぐらい当たり前でしょ。他人行ぎよう儀ぎなこといわないの。──しっかし、あいつ、今さら何の話があるんだか」


「……ひさしぶりに日本に帰ってきて昔が懐なつかしくなったとか、そんな感じじゃない？」


　秀司の仕打ちに、どんなに傷ついたのか、彼にはわかっていないのかもしれないと、尚哉はぼんやり思った。


　秀司はいつだって自信に満ちあふれた強気な勝利者だった。


　自分のやることに間ま違ちがいはないと声高らかに宣言し、そして決意通りにやり遂とげる能力にも恵めぐまれている。


　負け知らずで前しか見ていない秀司だったから、彼に敗北した者や置き去りにされた者が、どんな表情で彼を見送っているか見えていないのかもしれない。


「う～ん、それちょい考えが甘いと思うなぁ。アレが懐かしいからなんて殊しゆ勝しようなこと考えるような奴やつだと思う？　大体さぁ、懐かしいだけだったら、あんたに恋人がいるって聞いて、そそくさと退散したりしないわよ。──絶対、なんか裏があると思うわ」


「うら？」


「うん」


「完全に悪党扱あつかいだね」


　尚哉が思わず苦く笑しようすると、山下はぷっと唇くちびるを尖とがらせた。


「あんな奴、充じゆう分ぶんに悪党じゃない。──昔のこと忘れたわけじゃないでしょ？　あんたとつき合ってたくせに、人前じゃあ完全に友達扱いでさ。それだけならまだしも、あの男の見た目に寄ってくる女どもとは平気で寝ねるわ、隠かくそうともしないわで、もうマジでサイテーだったじゃないの」


「でも、しかたないよ。男とつき合ってるなんて、大声でいえることじゃないから……」


　見知らぬ女の子の肩かたを抱だいて歩く秀司の姿を、大学の構内で何度見かけただろう。


　その度たびに、しかたないことだと自分にいいきかせていた。


　我が慢まんすることで二人の関係を維い持じできるのなら、いくらでも我慢するつもりだった。


　あの頃は秀司が本気で好きだったから、文句をいって喧けん嘩かになるのが怖こわかったのだ……。


「あれはカモフラージュだっていってたし──」


「それ、まさか本気で信じてたわけじゃないでしょ？」


「……たまにね」


　別れる頃ころにはかなり辛つらい関係になってしまっていたけど、つき合い始めたばかりの頃は秀司もそれなりに優やさしかったのだ。


　二人きりの時に甘い言葉を耳元で囁ささやかれて抱きしめられると、どんな馬ば鹿かげた言い訳でも真実に聞こえてしまっていた。


「ばっかじゃないの」


　吐はき捨てるようにいわれて、尚哉はさらに苦笑する。


「うん、今になってみると自分でもそう思うよ」


　百万の甘い言葉より、気き遣づかってくれる優しい手の温ぬくもりにこそ真実があるし、信じられる。


　洋人とつき合うようになってから、尚哉はそう思うようになっていた。


「わかってんならいいけどさ……」


　小さめに設定した電話のコール音が響ひびく。


「とにかく、あいつ、なにたくらんでるのかわかんないんだから声かけられてもシカトしちゃいなよね。──はい、香久山歯科医院です」


　早口でまくし立てたあと、山下は営業用の声で電話にでた。


「そうするよ」


　受話器の向こうの相手と会話しはじめた山下にうなずき返してから、尚哉も日常の業務に戻るべく診しん察さつ室しつのドアを開けた。





★







　洋人の新年明けて初めてのモデルの仕事は、いつも贔屓ひいきにしてくれる若手カメラマン、高たか木ぎの依い頼らいだった。


　彼の特集がカメラ雑誌で組まれるとかで、それに提供する作品を撮とることになっていた。


「うわ！　なぁ、タケちゃん、俺達これ着るわけ？」


　スタジオの控ひかえ室に入った洋人は、ハンガーに掛かけられた鮮あざやかな朱しゆ色いろの襦じゆ袢ばんにびびっていた。


「みたいだな」


　洋人の親友で、モデル仲間でもある水みず野の武たけ志しも一いつ瞬しゆん嫌いやそうに顔を歪ゆがめたが、「ま、仕事だからしょうがねーけどな」と、あっさり着き替がえをするべく準備を始める。


「タケちゃん、これ嫌じゃねーの？」


「別に。仕事だし」


「ク～ル。俺はなんかヤだけどな」


　モデルになって早十年。


　洋人が用意された衣い装しように戸と惑まどったのは、これが初めての経験だった。


　露ろ出しゆつが極きよく端たんに多い服とか、マニアチックっぽいレトロな衣装にも、文句をいったことはない。


　むしろ、普ふ通つうじゃ着れない珍めずらしい格好だと喜んだりなんかもしていた。が、


（女装か……。尚哉には見られたくねーよな）


　最近の洋人が掲けい載さいされている雑誌を、尚哉はかならず購こう入にゆうして目を通してくれる。


　格好いいねとか、目線がセクシーな感じがするとか、グラビアに対するそんな尚哉の感想を聞くのが、最近の洋人の励はげみになってたりもするのだ。


「……失望されそーじゃんか」


　襦袢を指先でつまんで一人でぐれていると、「なにぼんやりしてんの」と、背後からどやされた。


「怖おじ気づいてないで早く着替えちゃってよ」


「メイクもちょっと念入りにするから、急いでよね」


　一見すると二人とも女にしか見えない双ふた子ごの姉弟、亜あ矢やと亜あ希きにきつくいわれて、洋人は首をすくめた。


「……なぁ、ねーちゃんたち。これ、マジで高木さんＯＫだしたわけ？」


「当たり前でしょ。──ことわっとくけど、女装させようってんじゃないからね。羽織るだけ、色気を出す演出なんだから」


「その証しよう拠こに、靴くつはごっつい編み上げだし、アクセサリーだって大おお振ぶりなのを選んでるわよ」


「なんだ、女装じゃねーんだ。じゃ、全然ＯＫじゃん」


　納なつ得とくした洋人は、双子が命じるままに衣装を身につけはじめた。


「おはよう」


　少し遅おくれて、マネージャーの才籐が長細い包みを抱かかえて控え室に入ってきた。


「はい、受け取ってきたよ」


「才籐さん、すみません。助かります」


　包みを受け取った双子の姉、亜矢が殊勝に頭を下げる。


「どういたしまして。この程度どうってことないよ」


　メイクしながら横目でそのやりとりを見ていた洋人が「なに、あれ？」と聞くと、「刀よ。日本刀」と双子の弟、亜希が応こたえた。


「本物？」


「飾かざり物よ。でも重さは本物並みだし、細工も一流品。借りるのに苦労しちゃった。──高木さんね、今ヒロイックファンタジーの映画にはまってるらしくてさ、和風の剣けん士しのイメージが欲しいんだって」


「それでなんで襦袢なわけ？」


「それはあたしたちの趣しゆ味み。高木さんが好き勝手やらせてくれるから、楽しくてさぁ。気がついたらこんなコテコテになっちゃってたの。──ま、滅めつ多たにできない経験だし、役者になったつもりで表情つくってやってよね」


「はいはい。まっかせといて」


　鏡ごしにウインクで答えたら、それを見ていた才籐が嬉うれしげな顔で近寄ってきた。


「やる気になってるみたいじゃないか？」


「まあね。お給料分は頑がん張ばるよん」


　洋人の返事に、才籐は複雑そうな微び苦く笑しようで答えた。


　十年もモデルの仕事をしているが、洋人はモデルを職業としてとらえたことはなかった。


　顔かお馴な染じみの仕事仲間との人間関係が楽しい、割のいいバイトだと思っている。


　だが洋人がまだ幼よう稚ち園えん児じだったころから、子こ守もり兼けんマネージャーをやってきた才籐は、モデルとしての「ヒロト」に大きな期待を抱いだいているらしく、ことあるごとにそろそろ本ほん腰ごしを入れてやってみないかと誘さそいをかけてくる。


　肝かん心じんの洋人はというと、そんな才籐の気持ちを微び妙みように感じ取っていて、期待してもらえるのは嬉しいものの、今以上にモデルの仕事を増やすつもりは全くなかったりする。


　尚哉と過ごす時間がこれ以上少なくなるのは、まっぴらだから。


「よし、完成」


　目を強調した濃こいめのメイクを施ほどこされて、やっと洋人は亜希から解放された。


「背中は大だい丈じよう夫ぶなのか？」


　用意された小道具を身につけるべく立ち上がった洋人に、才籐が心配そうに話しかけてくる。


「ん～、たぶん」


「たぶんじゃないよ。ったく。亜希、見てやってくれ」


「は～い」


　洋人が素す肌はだの上に羽織っていた襦袢を、亜希は後ろから脱ぬがせた。


「………だめみたい」


「だめだな」


　亜希と才籐は洋人の背中を眺ながめ、不ふ機き嫌げんそうな声で呟つぶやいた。


「え、まじ？　まいったな、へへへ、ひっかかれたの一昨日おとといなんだけどなぁ」


　洋人のほうは逆に上機嫌だ。


　問題になっているのは洋人の肩かたや背中に残るひっかき傷、尚哉とのセックスの名残なごりだ。


　洋人にとっては強くしがみついてくる尚哉の行こう為いはなによりも愛いとしいものなのだが、仕事仲間たちにとっては迷めい惑わくこのうえない。


「みみず腫ばれにはなってないけど、微妙に跡あとが残ってるもん。しかも肩だから、写り込んじゃう可能性は大ね──も一回すわって、ファンデーションで誤ご魔ま化かすから」


　洋人は亜希の指示に従った。


「ひっかかれないように工夫することにしたって散々惚のろ気けてたじゃないか。あれはどうなったんだ？」


「ん、やめた」


　傷跡が残っても洋人本人は一向にかまわない。


　が、洋人の背中のみみず腫れのせいで、撮さつ影えいに支障をきたすかもしれないと才籐に注意されてしまった尚哉は酷ひどく恥はずかしがった。


　結果、撮影前にセックスするときは、洋人の身体からだをひっかかないよう尚哉の腕うでを縛いましめる手段をとったりもしたのだが……。


「やめたって、なぜだ？」


「だって、なんか楽しくないんだもんよ」


　最初のうちは、新しん鮮せんでちょっと楽しみもしたのだが、回数を重ねるごとに洋人の中に不快感が芽生えてきた。


　いくら尚哉がそれで良いといってくれても、大事な尚哉を縛しばり付けるというその行為に嫌けん悪お感を感じるようになってしまったのだ。


「やりたいようにやるのが一番じゃん」


「……これだもんね。いちゃいちゃいちゃいちゃ……もうやんなっちゃう」


　背中にファンデーションを塗ぬる亜希の手が乱暴に動く。


「妬やくなよ。亜希ねーちゃん」


「うっさい！──ああ、そうだ。たしか洋人のハニーって、あたしらぐらいの年ねん齢れいなのよね？」


「ねーちゃんたちより、二、三歳下だと思うけど？」


「むか。………それぐらい大差ないわよ。経験から忠告してあげるけど、あんまりしつこくすると嫌きらわれちゃうわよ」


「なんだよ、それ～」


「だぁかぁら、あたしの経験よ。──やりたい盛さかりの高校生とまともにつき合ってたら、へとへとで仕事になりゃしなかったからね。自分たちは授業中にでも居い眠ねむりすればいいんだろうけど、仕事してるほうはそんなわけにはいかないんだから」


「ひで～、んな嫌いや味みなこといわなくったっていいじゃんかよ」


「嫌味じゃなく、正論だと思うがな」


　ふてくされる洋人に、才籐が冷ややかな笑えみを向ける。


「高校生と社会人とじゃ、自由になる時間がまったく違ちがうだろうしな。香久山さんは真ま面じ目めな歯科医みたいだし、自宅で新しい技術の勉強とかやってるんじゃないのか？」


「──そーいえば、パソコンに向かってなんかやってたこともあったけど……」


「研究論文とかを書いてたのかもな。そういう時は、邪じや魔ましないように気を利きかせたほうがいいぞ」


「そうそう。貴重な時間をつぶして、嫌われないようにしなさいよね」


「……ん」


　たたみかけるように二人にいわれて、洋人は反論する言葉を失った。


　思い当たる節が山ほどあったからだ。


（俺、邪魔してるかなぁ……）


　洋人が尚哉のマンションに行くと、尚哉はそれまでやっていた作業をあっさり中断して快く迎むかえ入れてくれる。


　相手をしてもらえるのはやっぱり嬉しいし、それが当たり前になってしまっていたから、今まで疑問にも思わなかったのだが……。


（……疲つかれさせてはいるよなぁ）


　尚哉は疲れてないといってくれるけど、一昨日だって少々無茶しただけでぐったりして、夕食も食べないままで朝までぐっすり眠ってしまって起きなかった。


　尚哉には、少しぐらい困ったことがあっても、ジッと我が慢まんして黙だまってしまう癖くせがある。


　そんな尚哉の気持ちを先回りして察してあげて、尚哉の負担を少しでも軽くしてやりたいと、洋人はつねづね思っていたりするのだ。


　少し真しん剣けんに考えてみたほうがいいのかもしれないと、洋人は考えはじめていた。








「おつかれさん。二人とも上出来だったぞ。──ご褒ほう美びに何か奢おごってやる。なにがいい？」


　撮さつ影えい終しゆう了りよう後、洋人と武志の出で来き映ばえに上機嫌の高木がいった。


「あ、俺。この後用事あるからパスします」


「なんだよ、せっかくその気になってたのによ」


　洋人の返事に、高木はムスッとした顔をする。


「すんません。──その代わりっちゃなんですけど、使い勝手のいいカメラを教えて欲しいんすけど」


「カメラだぁ？　何だ、撮とられる側より、撮るほうに興味が出てきたのか？」


「んな真剣な話じゃないっすよ。──この前、インスタントカメラ使って撮ったら思ったように撮れなかったから、もうちょいマシになりたいなーって思って」


「最近は使い捨ても結構マシになったんだけどな……。良いカメラを買うより、教えてやるから、ちっと修行してみたら良いんじゃないか？」


「ん～、そこまで本格的にやんなくてもいーや。時間ももったいねーし……。大好きな人を綺き麗れいに撮れるようになれば満足なんすけど」


「ふん。だったら、買うまでもない。これ、やるよ」


　高木がバッグの中からケースに入った小こ振ぶりのカメラを取りだし、洋人に投げ渡わたした。


「俺が二年ぐらい前まで実際に使ってたやつだ」


「大事なものなんじゃないっすか？」


「ああ、大事だな。十年後には俺様がビッグネームになって、プレミアもんになってる可能性だってあるぞ。だから大事に扱あつかえよ」


「えー、さすがにもらえねーよ」


「いいから、もらっとけ。貴重なカメラを手にしてるんだと思えば、気合いが違ちがってくるだろ。──写真はな、被ひ写しや体たいを見る自分の気持ちしだいで変わるもんなんだ。ちゃらちゃらした気分で撮ってたら、まともなのは撮れやしねーよ。自分がこれだと思ったコンマ一秒の瞬しゆん間かんを捕つかまえるぐらいの気合いが必要なのさ」


「気合いっすか」


「おう、気合いさ」


　高木がにやっと笑いながら、握にぎりしめた拳こぶしを掲かかげた。


「じゃ、遠えん慮りよなく」


　洋人は感謝して、素す直なおにカメラをいただくことにした。


「──で、おまえさんはどうする？　メシ食いに行くかい？」


　カメラの使い方を説明して貰もらった洋人がスタジオから去った後、黙ったまま成り行きを見守っていた武志に高木が視線を向けた。


「俺も遠慮しときますよ」


「ちっ、最近のガキはつき合いわりぃな」


「そんなぐれないでくださいよ。俺も、メシよりカメラを教えてもらいたい口なんですから」


「なんだ、お前もヒロト同様、色気づいてやがんのか？」


「そういうんじゃないですよ。──さっきの話聞いてたら、カメラのことをもっと知ったほうが得かと思ったもんで」


「得？」


「カメラマンの視線ってのを理解してたほうが、良い仕事できるんじゃないかってことですよ」


「ふん。じゃ、メシにつき合いな。そのついでに教えてやっからさ」


「ありがとうございます。とりあえず、着き替がえてきますね」


「おう。──もし暇ひまそうだったら双ふた子ごも連れてきて良いぞ」


　高木は、武志の姿がスタジオから消えると同時に、なんともやりきれなさそうな表情になった。


「どうしたんです？　撮影になにか不満でも？」


　高木の表情の変化にめざとく気づいた才籐が話しかけてくる。


「ないよ。ヒロトも武志も上出来だった。──ただなぁ、あの二人を見てるとむなしい気分になっちまうんだよ」


「それは聞き捨てならないですね。あの子らに欠点があるっていうんですか？」


「それもないな。二人とも、うまい具合に成長したからな。ルックスも申し分ないし華はなもある。……ただな、生まれ持った運の差が、あんまりあからさま過ぎるのが、ちょっとな」


　高木は手にしていたカメラに視線を落とした。


「ヒロトは、ありゃマジで特別な存在だ。立ってるだけで人の目を引きつける魅み力りよくを持ってやがるし、バックボーンにも恵めぐまれてる。本人はあの通りふらふらしてやがるが、今の調子でモデルを続けていけば、いずれでっかい仕事をものにして世界に通用するモデルにだってなれるかもしれない。でも、武志はな……」


「……武志だって、よくやってくれてますよ」


「ああ。才能はあるし、ヒロトと違ってやる気もあるってのは知ってるさ。だが運はない。ヒロトみたいな特別な奴と同年代だってのが運のつきってとこさ。……あいつはヒロトには勝てない。一いつ緒しよに仕事を続ける限りヒロトの引き立て役だ」


「武志を手放せと？」


「んなこといってんじゃないって。他のモデルクラブに移い籍せきしたって無む駄だだろうしな。……たぶん、本人も充じゆう分ぶんわかっててモデル続けてるんだろうしよ。──あんただってわかってんだろう？」


「……」


「わかってないのはヒロトだけだ。運に恵まれていつも光ってる奴には、影かげになった奴の気持ちがわかるわけがないし、この場合、わかってないってのが救いだったりするんだろうしな……。部外者が口を挟はさむ問題じゃないな。悪かった」


「……いえ。──今日はどうもありがとうございました」


　苦く微笑ほほえむ高木に、才籐は深く頭を下げた。








「洋人くん、いいかげん勘かん弁べんしてよ」


　撮さつ影えいが終わった後、尚哉の元に直行した洋人は、高木に貰ったカメラで尚哉を追い回し、シャッターを切り続けていた。


「いいからいいから。普ふ通つうにしてなって」


「カメラ向けられて普通でなんかいられないよ。ぼくはそういうのに慣れてないんだから」


「なら、慣れて」


「無茶いうなぁ」


　尚哉は恨うらみがましい視線を洋人に向けたが、カメラ越ごしだと通じているのかどうか怪あやしい感じだ。


「それ随ずい分ぶん古いカメラだね」


「まあね。高木さんが使い込んでたやつだし。フィルムも手動で巻くんだぜ。オモチャみたいでおもしれーよ」


「おもしろいのはわかったから、カメラ下ろして」


「やだ。──高木さんがいってたんだけどさ、写真の基本は気合いで、次は慣れなんだってよ」


「慣れ？」


「ん。ファインダー越しの風景って、肉眼で見るのと違ってやっぱ狭せまいじゃん。四角い枠わく内ないに撮りたい被写体をきちっと収められるように、普ふ段だんからファインダー覗のぞいてバランス感覚をやしなっとけって」


「ふ～ん」


「そこさえ押さえとけば、ご家庭のスナップ写真レベルなら、ばっちり撮れるってさ」


「なるほどね。よ～くわかったから今日の練習はこれぐらいにしようよ」


　おねがいだから、と両手を合わせて拝んでみたが、洋人はカメラごと首を振ふった。


「もうちょいつき合えって。尚哉を綺麗に撮るためなんだからさ」


「……その気持ちは嬉うれしいけど、この状じよう況きようは嬉しくないなぁ」


「そんな嫌いや？」


「うん。……カメラに隠かくれて洋人くんの顔が見えないし」


　そういった途と端たん、洋人の顔からカメラがはずれた。


「そっか、そうだよな。顔見えねーのってつまんねーもんな。俺もそうだったし……」


「？」


「つき合う前に歯の治ち療りようして貰ってただろ？　あん時さ、尚哉の眼鏡めがねとかマスクとかが邪じや魔まで邪魔でしかたなかったもんよ」


「そうなの？」


「ん。特にマスクがうざかった。綺き麗れいな口元を隠かくさねー透とう明めいなマスクがありゃ良いのにとか、ちょっと思ったし」


「……おだてたってなんにもでないよ」


「おだててなんかねーよ。マジだって」


　心外だといわんばかりに、洋人がふくれる。


　モデルとしてすましていれば万人が認める美び貌ぼうの青年なのに、そうしているとでかいだけの普通の高校生にしか見えない。


「本気でそう思っててくれたんなら凄すごく嬉しい」


　ふくれっ面つらの洋人が可愛かわいく見えて、尚哉は自然に笑えみを浮うかべていた。


「マジだよ、マジマジ」


（あー、やっぱ綺麗だよな）


　洋人は尚哉の口元に浮かぶ甘い笑みに見とれた。


　尚哉は、まるで花がほころぶように微笑むのだ。


　冷たく見えるほどに端たん正せいな顔は、口元がほころぶと印象が一変して甘くなる。


　尚哉の表情の変わる、その瞬しゆん間かんが洋人は大好きだった。


「俺、やっぱ尚哉の笑った顔が一番好きだな」


　洋人が甘い笑みに誘さそわれるように手を伸のばし頰ほおに触ふれると、さらに誘うかのように尚哉の唇くちびるが微かすかに開く。


「……ん」


　軽いキスをして、甘い蜜みつを吸おうとさらに深く唇を重ねる。


　その時、部屋に電話のコール音が響ひびいた。


「あ……」


　尚哉が困ったような顔で、瞳ひとみを覗き込んでくる。


「どーぞ」


　洋人は、電話に向かう尚哉の背中を名残なごり惜おしげに見つめながら、ため息をついた。








　その夜の電話はいつになく長いものだった。


　漏もれ聞こえてくる尚哉の声から、電話の相手は歯医者仲間らしいことがわかる。


　自分と話すときとは違ちがう、礼れい儀ぎ正しい口調が耳に新しん鮮せんだ。


（あ、尚哉、なんか謝ってる）


　酷ひどく恐きよう縮しゆくしたような声だった。


　気になって聞き耳を立ててみたけど、向こうが一方的に話しているらしくて正確な内容まではわからない。


（叱しかられてるってわけじゃなさそうだな）


　とりあえず安心した洋人は、テーブルの上に置いていたカメラを手にとり磨みがきはじめた。


「──ごめんね」


　しばらくして、電話を終えた尚哉が戻もどってきて、隣となりに座った。


「仕事のこと？」


「うん。歯科医仲間の新年会で、新しい約束事が決まったからって知らせてくれたんだ」


「そっか。俺、サボらせちゃったもんな」


　年末年始に温泉旅行に行きたいと計画したのは洋人だった。


　尚哉に新年会の予定が入っていることを知らずに予約を入れてしまったのだが、尚哉は洋人のほうを優先してくれた。


「気にしないで。たいしたことじゃないんだ。それに行かないって決めたのはぼくだから」


　安心させるように尚哉がふんわりと笑ってくれる。


「ん。──よその歯医者さんからよく電話くるけど、尚哉って個人で仕事してるわけじゃねーの？」


「個人だよ。でも、ここら一帯の歯医者さんたちともつながってるんだ。──老人とか身障者の方って、なかなか治療を受けるのが厳しいから、近場の歯医者にかかれるように紹しよう介かいしあったりとか、出張治療できる設備を持った歯医者さんを紹介したりとかしてるんだ。そういうつながりで、けっこう連れん絡らくがきたりするわけ」


「……すげーなぁ。いろいろ考えてんだ。──じゃあさ、たまにパソコンに向かってんのって、なにやってるわけ？」


「あれは……医学雑誌とかに寄き稿こうする原稿書いたりとか、学術大会用の発表資料とかを作ってるんだ。ボランティアの観点から見た医い療りようとか、そんな感じのやつ。仲間の歯医者さんたちが集めた資料をぼくがまとめてるだけで、連名で発表するんだけどね」


「そんなこともやってんだ」


「うん。少しでも医療の現場を改善する手助けになればって……。医者として当然のことだよ」


　照れくさそうにはにかんだ顔がまぶしい。


「最初に俺が治療してもらったときも、尚哉、診しん療りよう時間外だってのに治療してくれたもんな。──やっぱ、尚哉はすげーよ。立派な歯医者さんだ」


「………ありがと。洋人くんにそういってもらえると、やる気がでるよ」


　覗き込むように首を傾かしげ見上げてくる尚哉の口元が、また甘くほころぶ。


　洋人は誘われるまま、甘い唇にまた指を伸ばした。








「ね、洋人くん、明日は…っ…撮さつ影えい、ないんだよね？」


　寝しん室しつのベッドに横たえ、すべらかな肌はだに唇を這はわせていたら、尚哉が心配そうに聞いてきた。


「ん、大だい丈じよう夫ぶ。次の撮影は明後日あさつてだから」


　一昨日おとといの傷きず跡あとがしっかり肩に残っていたことは、尚哉には内ない緒しよだ。


　洋人が腕うでを縛しばることを嫌がるようになってから、尚哉は以前より洋人の撮影スケジュールに気を遣つかうようになっていた。


　撮影の前日だとわかると、拒こばみはしないものの、妙みように身体からだを硬かたくして洋人の背中に爪つめを立てないよう、尚哉が理性を保とうとしているのがわかる。


　我が慢まんしている顔を見るのも楽しかったりするのだが、何度もそれが続くとなんだか苛いじめてるような感じがして、今度は洋人の気が冷めてしまう。


　バックからやれれば一番いいのだろうが、尚哉が怖こわがるからやっぱりできない。


　この件に関しては、洋人は極力触ふれないようにしようと思っていた。


　きっとなにか酷く嫌なことがあったから、怖がるようになったんだってことは聞かなくてもわかるし、無理に聞き出そうとすれば、尚哉に嫌な過去を思い出させて辛つらい思いをさせそうだったから……。


　そんなだから、最近は洋人の撮影の前日にはセックスは控ひかえるという暗あん黙もくの約束ができあがってしまっている。


　でも、撮影のスケジュールは洋人の自己申告だったりするので、洋人の都合のいいようにねつ造されていたりもするのだが……。


「……あっ……ん」


　洋人が、胸の赤い実を舌先でころがしながら、ゆっくりと内股をなで上げると、尚哉はじれったそうに身をよじって自分から身体を押しつけてくる。


　触れられることを望んでいる中心に手を添そえ、やわやわと刺し激げきする。


「……尚哉、いい？」


「…ん……」


　こくこくと何度もうなずくさまが可愛い。


　せつなげにひそめられた眉まゆや、濡ぬれて震ふるえる唇。


　汗あせでしっとりとした上気して桜色に染まる肌の感かん触しよく。


　自分を求めてしがみついてくる腕とその指先。


　洋人は、尚哉の全すべてが愛いとしくてたまらない。


　できることなら一日中側そばにいたかった。


　その肌に触れ、抱だきしめて、腕の中で微笑ほほえんでいて欲しい。


　尚哉と出会う前の洋人にとって、セックスは簡単に快楽を得られるお気楽な遊びでしかなかった。


　だから、平気で誘われるまま不特定多数の女性と寝ねたりもした。


　でも、今はもうそんな風には思えない。


　あの頃ころ感じた快楽と、今感じているこの喜びはまったく違うもの。


　肌の感触、視覚、香かおり。


　そんなもので条件反射的に引き出された快楽なんて、もういらない。


　尚哉を見つめ、触れることで、自分の内側からこみ上げてくるこの愛しさに勝まさる喜びなんて、きっとどこにもないんだから。


「…あ、あぁっ……！」


　洋人は尚哉の奥深くへと自らを押し込んだ。


　少し性急すぎた行こう為いだったが、尚哉は自分から洋人を引き寄せるように両腕でしがみついてくる。


「あ……んんっ……」


　洋人を受け入れたそこは熱く喜びに震えていて、逃のがすまいと強く締しめつけてくる。


「尚哉、俺のこと好き？」


　根本まで収めてから動きを止め、耳元で囁ささやく。


「……ん…っ……」


　洋人の囁き声にピクンと震え、切なげに目を閉じたまま尚哉がこくこくと何度もうなずく。


「どんぐらい？　ちゃんといってくんねーと、動いてやんないよ」


　目を見ていって欲しくて、目元にキスを落としたら、尚哉が瞼まぶたを開けた。


「なんで……そんな、い…じわるいうの？」


　涙なみだで潤うるんだ黒い瞳ひとみが、甘えたように睨にらんでくる。


「そんな…………って………」


　吐と息いき混じりのかすれた声でいわれて、はっきり聞きとれない。


「ん？」


　もう一度いってと、尚哉の口元に耳を寄せると、


「そんな……駆かけ引きじみたことしなくたって、いくらでも好きだっていうのに」


　と、首にしがみついてくる。


「やっぱ、スゲーかわいい」


　洋人は愛しさがこみ上げるまま、駆け引きもテクニックも忘れて、尚哉に溺おぼれた。


「あ…っ……んんっ……」


　少々乱暴過ぎるほどに想おもいをぶつけても、甘いこの身体はしなやかに受け止めてくれる。


「ひろと……くん、…あ…っ」


　浮うかされたように名を呼び、もっとと強くしがみついてくる。


「なおや……！」


　たまらない。


　愛しいと思える相手が、全身で自分を求めてくれる。


　そう実感できることの幸福感に洋人は酔よいしれていた。








　尚哉は、洋人の腕うで枕まくらでぐっすり眠ねむっていた。


（この顔、写真に撮とりてーな……）


　少し疲つかれがみえるけど、それでも幸せそうに安心しきった寝ね顔がお。


　闇やみの中でフラッシュを焚たいたら絶対に目を覚ましてしまうだろうから、朝になるのを待って周囲が少し明るくなってから撮ってみよう。


（うまく撮れたら、ずっと手元に持ってたい表情だよな）


　その寝顔を眺ながめ、洋人はそんなことを思った。


　今の洋人の世界は尚哉を中心にまわっている。


　尚哉がなによりも大事で、尚哉さえ笑っていてくれるのなら、それでいいと思えるぐらいに。


　でも尚哉の世界は、きっとそうじゃないんだろうってことも知っている。


　尚哉には歯科医としての顔があるのだから……。


（最初は、優やさしくて、いい歯医者さんだって思ったんだよな）


　歯医者が大っ嫌きらいだった洋人に、熱心に治ち療りようを勧すすめてくれた尚哉。


　歯医者として誠実に真しん剣けんに接してくれていた尚哉の態度に好感をもっていなければ、花のようにほころぶその甘い笑え顔がおがどんなに綺き麗れいでも一ひと目め惚ぼれなんてしなかっただろう。


　モデル業界で綺麗な人間なんて見慣れていたんだから……。


（俺が惚れたのは歯医者やってる尚哉だもんな）


　誇ほこりを持って熱心にやっている仕事の邪じや魔まにはなりたくないけど、どう身み贔屓びいきに考えても邪魔ばかりしているのが現状だ。


　洋人の前で尚哉はけっして仕事をしない。


　それまでやっていたとしても、洋人が来たことでパソコンの電源を落として作業を中断してしまう。


　──貴重な時間をつぶして、嫌われないようにしなさいよね。


　日中にいわれた言葉が、棘とげのように洋人の脳のう裏りに引っかかっていた。


　嫌われることも怖いが、自分が尚哉のお荷物になるのはもっと怖い。


　年の差なんてあまり気にしちゃいないけど、それでも受け入れてもらえることに甘えるばかりじゃ、フェアじゃなさすぎる。


「……ん」


　尚哉が寝返りをうって、洋人の胸に潜もぐり込んできた。


　寒くないように、ずれた布ふ団とんを肩かたまで引き上げて、起こさないようにそっと抱きしめる。


（華きや奢しやだよな）


　骨格自体が華奢だし、食事量が極きよく端たんに少ないせいもあって尚哉はかなりやせている。


　身体からだの厚みなんて洋人の半分くらいしかなさそうだ。


　そんな身体で日中は歯医者をやって、夜は二日とあけずにセックス。


　しかも、尚哉におぼれまくってる自分は制せい御ぎよが利きかない暴走機関車なみで、尚哉が意識を手放すまで求め続けてしまうこともしばしばで……。


（やっぱ、少し距きよ離り置いたほうがいいよな）


　会ってしまえば触ふれずにはいられない。


　俺のことは気にせず仕事しろよなんていったところで、きっと我が慢まんできなくなって妨ぼう害がいしてしまうに決まってる。


（しょうがねーよ）


　この部屋に入り浸びたりの生活を改善して、尚哉に自由な時間を返してやらなきゃならない。


　かなり寂さびしいけど、尚哉の写真と、少々バイトを多めに入れて双ふた子ごたちにかまってもらえば少しは気が紛まぎれるはず。


（でも電話ならいーよな。ちょっと声を聞くぐらいなら邪魔になんねーだろうし）


　洋人は、飽あきもせず尚哉の寝顔を見つめ続けていた。





★







　予約の患かん者じやのキャンセルが入ってぽっかり空いてしまった時間に、尚哉は診しん察さつ室しつのほうで山下と午後のコーヒータイムをとっていた。


「なにため息ついてんの？」


「別に……。ただ、もう二月なんだなぁって思って……」


「──誤ご魔ま化かしちゃって……。洋人くんと喧けん嘩かでもした？」


「してないよ。ただ……」


「ただ、なによ」


「最近、バイトが忙いそがしいみたいであまり会えないからさ」


　洋人が尚哉のマンションを訪おとずれる回数が最近極端に減っていた。


　深夜に及およぶ仕事が増えたとか、寝ね不ぶ足そくだと顔がむくむからとか、背中を出す仕事が入ってるからとかいって、いろんな理由を聞かされたけど、なんとなく尚哉は釈しやく然ぜんとしない。


　夜遅おそくてもいいから訪ねてきて欲しいし、泊とまらなくてもいいから顔ぐらいは見せて欲しい。


「気まずいとか、そんな感じなの？」


「ううん。電話は毎日かかってくるから」


　でも、それだけじゃあ物足りない。


「うわ、贅ぜい沢たくもの～！」


「──ほっといて」


「はいはい」


　山下が、しょうがないなぁと肩をすくめる。


「さて、帳ちよう簿ぼでもつけよっかな。──あ、尚哉。どうしても不満だったら、あんまり煮に詰つまる前に、ちゃんと洋人くんに苦情申し立てしときなさいよ」


　悪い癖くせ出さないようにね、と受付に戻もどっていく山下に念を押され、尚哉は苦く笑しようした。


（……悪い癖は、もう出ちゃってるんだよね）


　もっと会いに来て欲しいといいたいのに、どうしてもいえない。


　バイトが忙しいという洋人の負担になるようなことをいって嫌われたくないから。


　自分が寂しいのを我慢して、それで二人の関係がうまくいくのなら、いくらだって我慢する。


（これじゃ前とおんなじか）


　進歩ないなと自分でも思うが、それでも我慢する相手が違ちがう。


　洋人は秀司とは違う。


　我慢するだけの価値があるはず……。


「なおやぁ」


　いきなり診しん療りよう室しつのドアが開いた。


「なに？」


「またキャンセルだって」


「最近、多いね」


「うん。──特に小学生の患者さんのキャンセルが多いのよね」


「子供が自分で電話かけてきてるの？」


「違う。親よ」


「そう……。なんか変だね」


　子供の場合、親が勝手に入れた予約を、子供本人が嫌いやがって自主的にキャンセルしたりすることがたまにある。


　医院の前まできていながら、治療怖こわさにビルの付近でうろちょろしている子供を、山下が巡じゆん回かいパトロールして捕ほ獲かくしてきたこともある。


　だが、親がキャンセルしてくるケースはかなり珍めずらしかった。


「学校行事とかで忙しいってことは……ないか」


「う～ん、どうなってんだろうね」


　尚哉と山下は、二人揃そろって首を傾かしげた。








　その日は結局四件ものキャンセルがあった。


　そのうち、小学生の患者が三件。


　尚哉は、近所の歯科医に連れん絡らくして同じような現象が起きていないか確かめようと思いつつ、診療所と同じビルの七階にある自宅マンションに帰った。


　室内に入りコートを脱ぬぎかけた時、電話のコール音が響ひびいた。


（洋人くんかな）


　コートを肩に引っかけたまま、慌あわてて受話器をとる。


「はい。香久山です」


「尚哉？　俺だけど」


　受話器の向こうから聞こえてきたのは、望んだものとは違ちがう声。


「……秀司」


「ああ。そろそろ仕事が終わるころだと思ってかけてみたんだ。夕食は済ませた？」


「あ……うん」


「じゃあ、軽く飲もう」


「え、でも……」


「ビルの前まできてるから、すぐ下りてこいよ」


　秀司の強ごう引いんで迷いのない口調は昔のままだ。


「ちょっ──」


　断る間もなく通話を切られ、尚哉は困り果てた。


（シカト……するわけにはいかないか）


　もうビルの前にいるんだし、尚哉がマンション内にいることも知られてしまっている。


（はっきりいわなきゃ駄だ目め……なんだ）


　秀司がなにを望んで自分に接せつ触しよくしてくるのかはわからないが、会いにこられても迷めい惑わくなだけなんだとはっきり告げるべきなんじゃないかと尚哉は思った。


　それが最低限の礼れい儀ぎのような気もするし……。


　尚哉は、もう一度コートを羽織り直した。








「いつもどこで飲んでるんだ？　連れてってくれよ」


　歩道に出てすぐに秀司から話しかけてくる。


　尚哉は、秀司の言葉にすうっと冷静になっていく自分を感じた。


「……ぼくは酒は飲めないんだけど」


　同じセリフを、大学時代に何度も何度もいった。


　そんなことすら覚えてくれないような男を、本気で愛していた昔の自分が哀あわれに思える。


「そうだったか？　じゃ、向こうにあった茶さ店てんにでも入ろう」


　秀司は、当たり前のように尚哉の腕うでをつかんで歩き出そうとする。


「い、いやだ。いかない」


　尚哉は腕をつかむ手をふりほどいた。


「秀司と話すことなんかない。もう関係ないんだからほっといて。電話もかけてこないでよ」


　尚哉が一息でいいたいことをいいきると、秀司は驚おどろいたように目を見張り、そして微かすかに微笑ほほえんだ。


「──ちゃんといえるようになったんだな」


「え？」


「昔はいわなかっただろう？　自分の中に言葉ため込むばっかりでさ。──少し、安心した」


（なに……いってるんだろう）


　自分が我が慢まんしていることなんか、秀司は気づいてもいないんだろうと思っていたのに……。


「とにかく、ちょっとだけ話を聞いてくれ。お前の診療所にかかわることでもあるしな」


「診療所に……？」


「ああ。どっちかっていうと、そっちの話がメイン。聞く価値はあると思うが？」


　思わせぶりにいわれて、尚哉はしぶしぶながら秀司の誘さそいに応じた。








「最近、客が減ってないか？」


　ジャズの流れる喫きつ茶さ店てんに入って落ち着くと秀司がそう切り出してきた。


「キャンセルの患かん者じやさんが急に増えたけど……。なんで秀司がそんなこと知ってるの」


「調べたからな」


　当たり前のような顔で、秀司がさらりという。


「調べたって、なにを？」


「興信所に頼たのんで、お前の診療所の状態とか、評判とか……。ついでに今の男のことも。──てっきりあの女の噓うそだと思ったのに、まさか本当にモデルとつき合ってるなんてな」


「な──」


　カーッと頭に血が昇のぼる。


「知りたいんなら直接聞けばいいじゃないか。裏でコソコソ調べるだなんて、卑ひ怯きようだ」


「そう怒おこるなよ。本人に聞くより、客観的な立場の人間の調査のほうが的を射てるってこともあるんだぜ。それに、調べられて困るような違い法ほう行こう為いなんてしてないだろ？」


「するわけないだろ！──もういい。帰るよ」


「悪いうわさが流れてるぞ」


　立ち上がりかけた尚哉を、秀司の一言が引き留めた。


「うわさ？」


「そ。あそこの歯医者は麻ま酔すいの量を間ま違ちがえて、子供を病院送りにしたことがある、ってな」


「なに、それ……。そんな失敗したことなんてないよ」


「しかも、うわさだと、お前が弁護士を雇やとって安い示談金で口止めをしたってことらしい」


「そんな、ばかな……」


「うわさが広まってるのは主に小学生を持つ母親の年代が中心だな。心当たりは？」


「……最近、小学生の患者さんのキャンセルが多くなったけど」


「黒幕の思い通りの展開だな」


「黒幕って……。悪意でうわさを流してる人がいるってこと？」


「ああ。不動産屋だ。……お前のあのビルな、地上げされかかってんだよ」


「……今どき、地上げなんて」


　診療所があるビルは、もともと尚哉の父親の所有物件だった。


　バブルの時期には売ってくれと大金を積まれて頭を下げられたり、地上げ屋の嫌がらせを受けたことがあるという話を聞いたものだった。


　が、開業と同時に尚哉が相続してからは、控ひかえめな口調で売ばい却きやくの意志はないかと確かく認にんされた程度で、そんなことは一度もなかったのだが。


「なにかの間違いじゃないの？」


「それはないな。お前、不動産屋から売却の話を持ちかけられたことはないのか？」


「あるけど、でも、そんな地上げとかするような雰ふん囲い気きじゃなかったし……」


「直接手を出してくるわけないだろ？　徐じよ々じよに嫌いやがらせの範はん囲いを広げて、音を上げるのを待つつもりなのさ。今はまだ準備期間ってとこだろうが、もう少しするとビル内の店たな子こにまで被ひ害がいが広がるかもな」


「信じられない」


　降ってわいたような災難に、尚哉は呆ぼう然ぜんとしてしまった。


「隣となりのビルの家具屋が倒とう産さんしただろう？　あの土地とおまえんトコをあわせれば、そこそこ大きなマンションが建築できるってことらしいな。──駅から徒歩十分圏けん内ない、近所には大きな商店街もあるし、公園もある。理想的な環かん境きようだからな」


（……どうしよう）


　テーブルの上で組んだ指が、見てわかるほどに震ふるえていた。


　父親の代から開業していた場所を離はなれるつもりはない。


　だが、嫌がらせが、ビル内の企き業ぎようや上部階のマンションの住人にまで及およぶ可能性もあると思うと、迂う闊かつな行動もとれない。


「で、ここからが本題なんだがな」


　まだなにかあるのかといぶかしげに顔を上げた尚哉に、秀司が不敵な笑えみを見せる。


「俺と組まないか？」


「組むって？」


「共同経営者にならないかってことだ。──ニューヨークでも一流の矯きよう正せい歯科で充じゆう分ぶん実績を積んだから、今度は日本で開業するつもりなんだ。今はまだ準備段階だが、やり手の弁護士ならすでに押さえてある。お前のオヤジさんの代からの年寄り弁護士なんかとは比べものにならないぜ。だから、俺と組もうぜ？」


「……じょうだん」


「本気だ。大学時代からいってただろう？」


「なに、ばかなことを……」


　笑みを浮うかべたまま自信たっぷりな態度を崩くずさずにそんなことをいう秀司の考えがまったく理解できない。


　確かに、一いつ緒しよに開業できたらいいなといわれて、夢みたこともあった。


　が、その夢は秀司が尚哉の元から去ったときに、完全に消え去ったのだ。


「あんなの子供の夢物語だ。ばからしい。もう忘れたよ」


　無神経すぎる秀司の言葉に、怒いかりより、あきれからくる笑いの衝しよう動どうすら覚える。


　尚哉が吐はき捨てるようにいうと、秀司は「うん、いい感じだな」とにやりと笑った。


「あの頃ころは、俺自身、夢物語だと思ってたけどな、今なら現実にできそうだ。──昔のお前じゃ、共同経営者になんてなれなかったからな」


「ぼくにその気はないよ」


「他に男ができたからか？」


「他に？　人聞きの悪いことをいわないでよ。秀司とはとっくの昔に終わってるんだから」


「そうか？　こんなことなら心変わりされる前に、もう少し早くに帰ってくるんだったな」


「心変わりって……」


　この男、なんだってこんないい方をするんだろう？


　そんないい方をされたら、自分のほうが悪いことをしたみたいに聞こえるじゃないか。


　尚哉は酷ひどく不快な気分になった。


「お前に睨にらまれたのは初めてだな」


「そうかもね。──でも、睨まれるようなことを秀司がしたんだから」


「俺がなにをしたって？　夢を叶かなえる土台を築いて帰ってきたら、恋こい人びとはあっさり俺を忘れて他の男とよろしくやってる。哀あわれんで欲しいぐらいだね」


「誰だれが誰の恋人だって？」


「お前が、俺の」


「ふざけたことを！」


　あまりの言い草に、尚哉は怒りに震えた。


「ぼくを捨ててったのは秀司のほうだ！　今さら恋人面づらするなんてあんまりじゃないか」


「おいおい、いつ俺がお前を捨てたっていうんだ？」


「捨てただろ？　一言も相談しないままで大学辞やめて、アパートまで引き払はらって……。連れん絡らく先一つ残さないで消えておいて、ぬけぬけとよくいうよ！」


「落ち着けって、な？　確かになにもいわないで消えたのは悪かったよ。でもな、あの頃のお前に相談なんかできなかったってのもわかってくれよ。……俺がなにかをいえば、お前いつだって素す直なおにうなずくばっかりだったろう？　俺が一緒にニューヨークに行かないかって誘さそっても、待っててくれって頼んでも、きっと後先考えずにうなずいてたんじゃないか？」


「……」


「今さら噓ついても仕方ないからいうけどな、お前のそういうところが、あの頃の俺には重すぎたんだ。自分の未来さえ見えてないのに、お前まで背負うだけの余よ裕ゆうなんてなかった」


「だから……捨ててったって？」


「違ちがう。距きよ離りを置こうと思っただけだ」


　睨みつける尚哉に、秀司も強い視線を返した。


「別れ際ぎわのこと、覚えてるか？　俺、お前にけっこう乱暴な真似まねしたよな？」


　秀司の言葉が引きずり出した記き憶おくに、背筋が粟あわだった。


　別れ際の秀司は乱暴で残ざん酷こくな暴君だった。


　人ひと気けのない校舎の片かた隅すみに引きずり込まれ、準備もないままに強ごう引いんに身体からだを開かされた。


　抱だきしめてもくれなかったし、キスさえなかった。


　壁かべに手をつかされ強引にねじ込まれて、痛みのあまり零こぼれる悲鳴や喘あえぎを手の平で封ふうじられ……。


（ああ……いやだ）


　用が済んだ後、身動きすらままならない状態でその場に置き去りにされるのも日常茶さ飯はん事じだった。


　あの頃は、捨てられるのが怖こわかったからいやだとさえいえなかった。


「……覚えてたくなんかなかったよ」


　それなのに、いまだに忘れない。


　心から愛しているはずの洋人が相手でも、秀司との悪夢のような時間を思い出させる背後からの行こう為いを受け入れることができずにいる。


「お前を支えきれない自分に腹が立ってたんだよ。俺に重荷を押しつけるお前にも……。──従順すぎるお前を変えたかったけど、どうしていいかわからなくて」


「だから、あんなことをしたっていうんだ」


「お前が一言でもいやだっていったらやめるつもりだったんだぜ。なのに、お前、我が慢まんしてなにもいわないから悪あく循じゆん環かんでさ。──時間が経たてば、お前も少しは変わるだろうと思ってた。……まさか離れている間に、お前が他ほかの奴やつのものになっちまうなんて思ってもみなかったしな」


　大誤算だと、秀司は大おお袈げ裟さな仕草で肩かたをすくめる。


「どうした？」


「ちょっと、混乱して……」


　秀司の言葉が細切れになって頭の中で渦うず巻まいている感じで整理しきれない。


　目眩めまいがする。


「混乱ついでに、もう一つ」


「なに？」


「より戻もどさないか？」


「──そこまで混乱してないよ」


　お断りだ、ときつく睨みつける。


「それだよ、それ」


　秀司は尚哉の反応を喜んだようだった。


「随ずい分ぶん変わったな。嬉うれしい限りだ。──今のお前となら、きっとうまくやれるぜ」


「………誤解だよ。ぼくは変わってなんかいない」


「そんなことないだろう？」


「ほんと。そりゃ少しは変わったかもしれないけど、根本的なところは全然変わってないよ」


　昔の自分は、確かに初対面の相手とは口もきけないほどに臆おく病びようで引っ込み思案だったが、歯科医として独り立ちしてからは、山下の助力もあって、歯科医としての仮面をかぶってさえいれば、患かん者じやや同業者とスムーズに会話することができるようになってはいた。


　だが、プライベートの面ではあまり変わっていない。


（悪い癖くせ……か）


　いまだに、どうしても愛する者に対する態度は臆病になってしまう。


　不満を言葉にするのが怖い。


「変わったのは、秀司に対する気持ちだ。──ぼくはもう秀司に嫌きらわれることが怖くないから……。だから何でもいえるようになっただけだ」


「あの頃の気持ちは欠片かけらも残ってないって？」


「そういうこと」


　電話口で久しぶりに秀司の名を聞かされたときに感じたのは、置き去りにされた惨みじめな自分に対する嫌けん悪お感だけだった。


　自分でも不思議だったが、秀司本人に対して、好きとか嫌いとか、そんなレベルでの感情の揺ゆらぎはまったく感じなかった。


　尚哉の中で秀司の存在は、いつの間にか劣れつ等とう感と敗北感を感じさせる鍵かぎに変へん貌ぼうしていたのかもしれない。


「いってくれる」


　はっきり拒きよ絶ぜつしても、秀司の態度は変わらない。


　唇くちびるの端はしには余裕の笑えみが浮かんでるし、挑いどむような強い目の輝かがやきも揺らがない。


「今の男がそんなにいいか？」


「秀司には関係ない」


「いろいろ調べさせてもらったけど、モデルだけあってルックスは一級品だし、家の財産もかなりのものだな。母親は芸能界で引っぱりだこの一流美容師で、叔父おじは業界でも屈くつ指しのモデルクラブの社長。まさにサラブレッドのおぼっちゃまだ。……年下なのが難だが、つき合って損はない」


「ぼくは損得なんか考えてないよ」


　洋人の家庭環かん境きようについてはつき合い始めた頃ころに少しだけ聞いた。


　忙いそがしく働いている母親がほとんど洋人の面めん倒どうをみなかったから、代わりに叔父が親代わりになって面倒をみてくれていて、その叔父も今では仕事の都合で海外におり、今は広い家に一人で暮らしているのだと……。


　尚哉は、財産云々うんぬんより、洋人の身内との縁えんの薄うすさのほうが気にかかっていたぐらいだ。


「それは失礼。でもな、尚哉。生きる世界が違ちがいすぎやしないか？　今は雑誌のモデル程度でとどまってるようだが、もっとメジャーな舞ぶ台たいに上がるようになるだろうってのが周囲の共通した認にん識しきだ。──それでいいのか？」


「え？」


「尚哉、お前、自分は変わってないっていったよな？　そんなお前が、忙しい上に、人目を気にしなきゃならない仕事の奴とつき合っていけるのか？　会いたくても、会えない状じよう況きように耐たえられるのか？」


「……」


　胸の奥にわだかまっていた不安を射い抜ぬかれたような気がした。


　洋人はモデル業より自分のほうが大事だといってくれている。


　だが、それは今の話だ。


　二年後、五年後の洋人が、同じことをいってくれるとは限らない。


　洋人がモデルの仕事に夢中になりはじめたら、どうしたらいいのか。


　洋人のことを思えば応おう援えんしてあげるべきなんだと理性ではわかっていても、感情がついていかない。


　自分から離はなれていかないで欲しいと、誰だれよりもなによりも優先していて欲しいと思ってしまう。


　そしてきっと、そう思っても決して口には出せないだろう。


　自分でも勝手すぎるとわかっているわがままをいって、嫌われたくはないから……。


　不毛な悪循環だ。


（……こんなこと、考えたくないのに）


　目をそらそうとしていた問題を突つき付けられて黙だまり込む尚哉に、秀司は、


「用件は以上の二件だ。両方とも、もう一度よく考えてみてくれ」


　そういい残して先に店を出ていった。








　その夜、尚哉は秀司の言葉が耳に甦よみがえってなかなか眠ねむれなかった。


　何度めかの寝ね返がえりをうったとき、微かすかに寝しん室しつのドアがきしむ音がした。


「ひろ……とくん？」


　起きあがり、ベッドサイドのライトをつけると、見慣れた茶パツが開いたドアから覗のぞいていた。


「ごめん、起こしちゃったか。留守電だったからさ、ちょっと気になっちゃって……。寝顔だけ見てかえるつもりだったんだけど」


　へへへと、洋人がいたずらっ子のように笑う。


「気にしなくていいから……。こんな遅おそくまでバイトだったの？」


「バイトの打ち合わせ。尚哉は歯医者さん仲間と会議？」


　寝室内に入ってきた洋人が歩み寄ってきて、ベッドに腰こし掛かける。


「あ、うん。そんなとこ……。──洋人くん、お酒臭くさくない？」


「へへへ、ちょこっと飲んじゃった。酒臭いの嫌い？」


「平気だよ」


「そっか、よかった」


　ちょこっと飲んだ程度だとは思えないアルコール臭しゆうを発生させている洋人は、やけににこにこしていて、かなりご機き嫌げんなようだった。


（笑い上戸だったりして）


　尚哉の前では洋人は酒を飲まないから、酔よった姿をみるのはこれが初めてだ。


「あのさ、俺、今度ＣＭの仕事することになったんだ」


「テレビ……の？」


　尚哉の心臓がどきんと高鳴った。


「ん。デジカメのＣＭ。この前さ、高木さんの仕事で変な格好させられたんだけどさ、その写真を見た高木さんの友達が、ＣＭディレクターって奴やつで俺のこと気に入っちゃったんだってよ。そんで今日は、スポンサーの会社の人と顔合わせしてきたんだ」


「洋人くん、凄すごいじゃない」


「そー思う？」


「うん、思うよ」


　うまく笑えているか自信はなかったが、尚哉は嬉しそうな洋人に笑みを向ける。


「へへへ、さんきゅー。──テレビの仕事なんてガキの頃以来だなぁ」


「テレビの仕事、初めてってわけじゃないんだ」


「ん。幼よう稚ち園えんの頃にさ、ティッシュのＣＭに出演したことがあんだ。背中とか耳とかに羽根つけられて、笑うだけの単純なやつだけど」


「もしかして、真っ白な子こ猫ねことじゃれてなかった？」


「じゃれてた。尚哉、見たことあんだ」


「うん、ある……」


　製品より、フワフワの金きん髪ぱつにふっくらした頰ほおの子役の、凶きよう悪あくなほどの愛らしさに話題になったＣＭだった。


「あれ、洋人くんだったんだ。ほんとに可愛かわいかったんだね」


「まあね～。……可愛すぎて結構な騒さわぎになっちまったから、かーちゃんが機嫌悪くしてさ、大変だったんだよなー」


「お母さん、喜ばなかった？」


「ん。俺を見せ物にするつもりはないから、モデルはもうさせないっていってたな。俺はやめてもよかったんだけどさ、叔父さんと才籐さんが頼たのみ込んで雑誌系の仕事だけならって条件で、モデル続けることになったんだ」


「え、じゃあ、今回の仕事は大だい丈じよう夫ぶなの？」


「あ、それはヘーキ。才籐さんがかーちゃんに確かく認にんしてきたからさ。──もう子供じゃねーし、最近はいい仕事もしてるようだから、俺の自由意志に任せるっていったんだってよ。なんかさー、すげーうれしくってさー」


　洋人は本当に嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。


「うれしい？」


「ん、初めてかーちゃんに認めてもらったんだもんよ。うれしーじゃんか」


（ああ、そうか）


　洋人の上機嫌はアルコールのせいばかりではないのだろう。


　洋人の母親は、忙しさのせいもあってか、洋人を幼い頃から他人任せでだった。


　ほとんど顔を合わせることなく生活している母親が、それでも自分を見ていてくれたってことがきっと嬉しいのだ。


　その程度のことで喜ぶ洋人の気持ちが、なんだか少し寂さびしい感じがする。


「よかったね」


「ん。──そんなわけだからさ、しばらく今までより忙しくなりそーなんだ。でも、絶対電話するからさ」


「うん、待ってるよ」


「さんきゅ。学校もさ、ちょろっとさぼらねーといけねーみたいなんだ。……ま、しょーがねーけど」


「そう……だね」


　ふわあと大口をあけて洋人があくびをした。


「ねむそうだ」


「ん。……な、服のまんまだけど、ベッドん中入れてくんねー？」


「どうぞ」


　布ふ団とんを上げると、するりと潜もぐり込んでくる。


「あったけー」


　おやすみと洋人の唇くちびるが微かに動き、その直後に寝息が聞こえはじめる。


「寝つきいいなぁ……」


　あまりにもあっけなく眠られてしまって、尚哉は夜の中にぽつんと取り残されたような気分になる。


　洋人のために目覚ましの時間をセットしなおしてから、もう一度横たわったが、依い然ぜんとして眠れそうにない。


「酔っぱらいくんは、たぶん歯は磨みがきしてないよね」


　洋人の眠りを妨さまたげないよう、耳元でこっそり囁ささやいてみた。


「テレビなんかに出たら、洋人くん格好いいから、きっとあっという間に人気者になっちゃうよ」


　温泉に向かう新幹線の中、モデルのヒロトのファンだといって、洋人に声をかけてきた女の子たちの華はなやかな声が耳に甦ってくる。


　人ひと懐なつこくて優やさしい洋人は彼女たちを拒こばまず、彼女たちの写真に入ったり話し相手になってやったりしていた。


　一いつ緒しよにいた尚哉は、洋人の体面を考えて少し身を引いて微笑んで見守っていたけど、でも本当はもの凄く不ふ愉ゆ快かいだったのだ。


──自分だけに話しかけて、自分だけに微笑んでいて欲しい。


　自分勝手な欲求を訴うつたえて洋人を困らせたり、煩わずらわしい奴やつだと思われるのが嫌いやで黙だまっていただけで、胸の奥にはあの時の不快感がいまだにくすぶったままだ。


　ヒロトの知名度と人気が今以上にあがれば、周囲に集まってくるファンの数も増えていくだろうし、仕事の種類だって増えていくだろう。


　その中には、洋人の興味を引いて本気でしようと思わせる仕事だってあるかもしれない。


　それは洋人のためを思えば喜ぶべきこと。


　理性ではわかってるんだけど、感情が追いついてこない。


　たとえ仕事であっても自分以外のものに洋人が夢中になる姿をみたくないし、今以上に会えなくなるなんて我が慢まんできない。


「ねぇ、いつかさ、ぼくのこともしょーがなくなっちゃうのかな？」


　秀司が突つき付けた不安は、遠い未来の話じゃないのかもしれない。


　眠れないまま、夜は更ふけていった。








　翌日、尚哉は完全に寝ね不ぶ足そくな状態で出勤した。


「尚哉、三時からの患かん者じやさん、キャンセルだって」


　留守電に入っているメッセージを確認し終えた山下が報告してくる。


「あ、うん」


（その問題もあったんだ）


　洋人のことで頭がいっぱいになっていた尚哉は、地上げの話をすっかり失念していた。


「笠かさ井い先生に電話してみようかな」


「笠井先生って、うちの顧こ問もん弁護士よね？　なんで？」


「う～ん、どうもね、このビルが地上げの対象にされてるらしいんだよね」


「えーっ！　うそ、マジでぇ？」


「うん」


　尚哉は、ゆうべ秀司から聞かされた話をかいつまんで説明した。


「だから、笠井先生に？」


「うん。相談してみようと思って……。でもさ、うわさを流されただけだし、すぐにどうこう対処するのは難しいような気がするんだよね」


「そうかもね。うわさの出所を特定するのも難しいし……。尚哉、ここ売る気ないんでしょ？」


「うん。父の代からここで診しん療りようしてきたんだし、移転なんてしたら近所の患者さんたちに迷めい惑わくかけちゃうし」


「じゃ、頑がん張ばって悪いうわさを吹ふっ飛ばしちゃおうよ。大丈夫！　尚哉は腕うでのいい歯医者さんなんだから、患者さんだってすぐに戻もどってくるわよ」


　ね？　と明るくいわれて、尚哉の気分も少し軽くなる。


　気を取り直し、診察の準備をしようと診察室に向かいかけた尚哉を、「あ、そうだ」と山下が呼び止めた。


「地上げの話、誰だれが教えてくれたの？　歯科医仲間？」


「うん、そんなとこ」


「そんなとこじゃなくて、どの先生？　電話かかってきたら、お礼いわなきゃでしょ？」


「いいよ、お礼なんて必要ないから」


「なにそれ？　なんか変な感じ」


　まずったと思ったが、手て遅おくれだ。


　尚哉は仕事に関する人間関係には必要以上に気を遣つかう質たちなのだ。誰よりもそれを知っている山下が、今の尚哉の返答をいぶかしむのは当然のことだったのに。


「あたしにいえない相手から聞いたの？」


　山下が威い嚇かくするかのように軽く顎あごをあげる。


「……いや、あの……」


　尚哉がなんといって誤ご魔ま化かそうかと口ごもっている間に、山下はことの真相に思い当たったらしい。


「あれほどいったのに、あいつにあったのね」


　眉まゆをひそめて深いため息をつく。


「……ごめん」


「あやまる必要なんかないわよ。あたしには、尚哉の行動を縛しばる権利なんてないんだし」


（ああ、怒おこってる……）


　声に棘とげがある。


　尚哉にとって山下は洋人とは違ちがう意味で必要な存在だ。


「で、なんだって？　あたしには、あの男が親切心だけで近寄ってきたとは思えないんだけど」


　なんとか機き嫌げんをなおしてもらわなきゃと悩なやんでいると、先に気持ちを切り替かえたらしい山下が聞いてきた。


「あ、うん。──組まないかっていわれた。秀司、矯きよう正せい歯科を日本で開業するんだって、それでやり手の弁護士も押さえてあるからって……」


「うっわー、魂こん胆たんみえみえ」


「魂胆って？」


「鈍にぶいわね。あいつも地上げ屋と大差ないってこと。このビルが目当てなんでしょ。新しく開業するのに一番問題になるのは場所だし。──あんたはお父様からそのまま受け継ついじゃったからありがたみ感じてないのかもしれないけど、ここって条件的には凄すごくいい場所なのよ？　あいつにすれば、それこそ喉のどから手がでるほどに欲しい物件に違いないって」


「あ、そっか。そういうことか」


　いわれてみると、あっさり納なつ得とくできる。


　単純に昔の約束を守ろうとしての言葉ではなかったのだ。


　かつて秀司とつき合っていた頃ころの尚哉には、そんな秀司の利己的で強ごう引いんな性格は憧あこがれだった。


　愛情を失ってしまった今となっては、迷惑なだけだが……。


「あいつのことだから、矯正歯科なんていっても美容重視のぽいぽい歯を抜ぬく方式でやるつもりにきまってるわ。だからやり手の弁護士だって必要なんでしょうよ。──で、どうすんの？」


「秀司と組んだりなんかしないよ。昔とは違ちがうんだから」


「そっか、ほっとした。あたしは職無くさずにすむってことね」


「なに、それ？　なんでそうなるわけ？」


　山下は自分が歯科医を続ける限り、側そばにいて支えてくれると無条件に信じていた尚哉は驚おどろいてしまった。


「なんでって……、このあたしがあの男と一緒に働けるわけないでしょうが」


「あ、そうか」


　二人は大学時代から犬けん猿えんの仲だったのだから、そういうことになってしまうんだろう。


「他には？　なんかいわれなかった？」


「え……、別に……」


　誤魔化そうとしたのだが、つき合いの長い山下にはやっぱり通用しない。


「いわれたのね？」


　ズバッと切り込まれ、誤魔化しきれずに尚哉はうなずいた。


「より戻さないかって……いわれた。あ、でもそれも断ったよ。──秀司は諦あきらめてなかったみたいだけど」


「あ、そ。あきれて開いた口がふさがらないって感じだわ。あいつってば、あいかわらず子供っぽいんだから」


「子供っぽい？　秀司が？」


「子供っぽいわよ。なんでもかんでも自分の思い通りにならないと気がすまないんだもの。わがままいっぱいに育てられたおぼっちゃまって感じじゃない？」


「そう……なのかな」


　尚哉は秀司が子供っぽいなんて思ったこともなかった。


　自分の意志をはっきりいえる分だけ、自分よりずっと大人だと思っていたから。


（ぼくの視界がせますぎたのかな）


　つき合っていた頃の秀司は、尚哉にとって完かん璧ぺきな存在だった。


　辛つらい思いもした。それでも、自分の意志を貫つらぬき通そうとするその姿勢は、あの頃の尚哉にとっては秀司の魅み力りよくの一つだったのだ。


「今のあんたには洋人くんがいるから、もうなびいたりはしないだろうけどさ、もしフリーだったとしても、あいつだけはお勧すすめできないわ。絶対泣かされるに決まってるもの」


「そう？」


「そうよ。学生時代のこと思い出してみなさいよ。──あんたがいたって、絶対他の女にちょっかい出すに決まってるんだから。独身のままじゃ体面が悪すぎるからとか、愛情じゃなく打算だとか、そんな適当な理由をこじつけて資産家の娘むすめとでも結けつ婚こんしそうじゃない？」


　あーやだやだ、と山下はまずいものでも食べたかのように舌を出した。


「とにかく、その気がないんだったら、あいつとはもう会わないほうがいいからね。あの男は生来のペテン師よ。本人に自覚がないぶん質が悪いの。単純で鈍い尚哉なんて、いいカモにされるに決まってるんだから。──ま、洋人くんがいるから騙だまされることはないでしょうけどね」


「そう……だね」


　からかうようにニンマリと微笑ほほえむ山下に、尚哉は曖あい昧まいに答えた。


　山下を安心させるために微笑みたいのに、胸に重くのしかかっている不安がそれを許さず泣き笑いのような表情になってしまう。


「なによ、その顔？　もしかして喧けん嘩かでもしてるの？」


「喧嘩なんてしてないよ！　ただちょっと……」


「なによ」


「洋人くんのバイトが忙いそがしくて、あまり会えないのが、やっぱりさ……」


「だって、電話は毎日かかってくるんでしょ？」


「うん。でも、顔みたいじゃないか。会えない間に距きよ離りが開いちゃいそうで不安だし」


「……それ、洋人くんにいった？」


「いわないよ！……いえるわけないよ。洋人くん、楽しそうに働いてるのに邪じや魔ましちゃ悪いし……」


　言葉を続けられなくなった尚哉を見て、山下は一つため息をつくとズイズイと歩み寄ってきた。


「ばか尚哉」


「ちょ、痛いよ」


　ピッと山下に鼻先をつままれて、尚哉は思わず身を引いて逃にげる。


「あんたもたいがい子供よね。いい加減大人になったらどうなの？　不満を胸にため込み続けて、それでどうするの？　いつか我が慢まんできなくなった時にドカンと爆ばく発はつするわけ？　そんなの洋人くんがかわいそうでしょうが！」


「かわいそうって？」


「洋人くんの電話をあんたは不満一つこぼさずに受けてるんでしょ？　洋人くんはあんたがそれで満足してくれてるんだって、きっとそう思ってるわよ。あんたが不安に思ってるなんて知らないはずよ。それってさ、騙してるってことじゃないの？」


「騙してなんか……」


「騙してるの！　我慢し続けられるってんならそれでもいいんだろうけど、あんたには無理な話でしょ？　いきなり、ずっと不安だったんだなんて訴うつたえられたりなんかしたら、洋人くん、寝ね耳みみに水って感じじゃない。違う？」


　背せ伸のびした山下に挑いどむように睨にらまれて、尚哉はあとずさった。


　いわれてみると確かにそうなのかもしれないという気がしてくる。


　以前もめたときの原因がそれだったから。


　洋人の気持ちを信じ切れないままにつきあい始め、自分だけが洋人に本気になっているように感じて不安になって、捨てられる前に捨ててしまえと洋人に一方的な別れを告げた。


　あれも確かにそうなのだ。


　尚哉が自分の不安を支えきれなくなって爆発しただけ。


　洋人は、そんな尚哉の気持ちがわからないながらも、もう一度会いに来てくれた。


　一人で不安がって勝手に傷ついて、逃げてしまった自分勝手な尚哉の手をもう一度捕つかまえてくれた。


「だいたいさ、あんた自分から洋人くんに電話入れたことあるの？」


「……ないけど」


　仕事中とかだったら迷めい惑わくだろうなと思うと、どうしてもかけられなくなってしまうのだ。


「やっぱりね。──いわせてもらうけど、洋人くんのほうがあんたよりずっとずっと不安だと思うよ。自分だけが連れん絡らくして相手は連絡してくれないなんて、片思いしてるようなものじゃない？　不安だっていうんなら、待ってばかりいないで、あんたも少しは洋人くんに歩み寄ったらどうなの？」


「だって、うっとうしがられたら……」


「だってじゃない！　自分に都合のいい理由つけて逃げるのをやめろっていってんのよ。洋人くんだってあんたと同じことを思ってるかもしれないでしょ？　あんたにうっとうしがられるかもって不安で、それでも電話をかけてきてくれてるのかもしれないじゃない。──あんたはね、洋人くんの愛情に甘えて頼たより切ってるだけなのよ。そんな状態のままでホントにいいの？」


　山下の言葉が胸に突つき刺ささって痛かった。同時に、


　──あの頃ころのお前は、俺には重荷だったんだ。


　混乱したまま思い返そうともしなかった、秀司の言葉が脳のう裏りに甦よみがえってくる。


（確かに頼り切ってるのかもしれない。でも……）


　でも、不安なのだ。


　失うことに耐たえられない。


　失うぐらいなら、どんなに辛くても自分が我慢し続けたほうがいいと思えてしまう。


「あたしだってさ──」


　俯うつむいてしまった尚哉に、山下が優やさしい口調で話しかけた。


「不安だよ。向こうの仕事が忙しいから滅めつ多たに会えないし、たまに会えば言い争いばっかりしてるし……。でもね、だから真しん剣けんに話をするの。今だけじゃなくて、これから先も一いつ緒しよにいられるように、少しずつお互たがいの事情を折半しあってさ」


「美香も、不安？」


「そうよ。──あんたはね、最初に恋こいをしたときのまま変わってないの。恋したときの理想的な相手だけをみてて、本当の姿が目に入らないの。みんな、傷ついたり不安だったりするんだから。あんただけじゃないんだから……。洋人くんが本当に大事なら、怖こわがってないでもう一歩踏ふみ出してみなさいよ」


　わかった？　とまたピッと鼻をつままれた。


　子供の頃から、鼻をつまむのはお姉さんぶる時の、この幼なじみの癖くせ。


（ぼくは、美香にも甘えっぱなしなんだろうな）


　子供の頃からずっとそうだった気がする。


　差し伸のべられる腕うでにつかまって甘えてばかりで、自分から働きかけることはしなかった。


　そんな情けないことだったから、初対面の相手とは一人ではろくに話もできないような臆おく病びよう者になってしまったのかもしれない。


「少し……考えてみるよ」


　いつもありがと、と照れくささから小さな声で囁ささやいたら、山下はお姉さんぶったまま、えらそうに胸を張って微笑んでくれた。








　その夜、いつもより遅おそい時間帯に洋人が電話をかけてきた。


「ごめんな。もう寝ねる時間だよな」


　でも声が聞きたかったからさ、といつもより随ずい分ぶん遅い時間に電話をかけたことを詫わびる心配そうな洋人の声に、尚哉の胸が痛くなる。


（美香のいうとおりだ）


　電話がかかってこなければ不安でしかたないのに、都合の悪いときにかけたら悪いからと理由をつけて自分からは電話しようとしない。


　洋人は、尚哉が寝る時間かもしれないと心配しながらも電話をかけてきてくれるのに……。


「気にしないで、平気だから」


「そっか？　ならいーけど」


　本心からそう思っていることが、うまく伝わっただろうか？


　声だけで表情が見えないと、こんな些さ細さいなことですらうまく伝わったかどうかわからなくて不安だ。


（これじゃ無理だな）


　自分の不安を洋人にうち明ける決心はまだついてはいなかったが、もしもうち明けるにしても電話じゃ駄だ目めだ。


　ちゃんとうまく伝わったかどうか判断できないし、電話で済ませるような話じゃない。


「今日はなにしてたの？」


「例のＣＭの話、けっこう急ぎみたいでさ、今日は衣い装しようスタッフに会ってきた。んで、あちこち計られちゃったよ」


「あちこちって？」


「五センチ間かん隔かくで輪切りにするみたいに、メジャー巻き付けられたんだ。バカみたいに時間かかってうんざり」


（ああ……、なんだか凄すごく嫌いやだ）


　うんざりというわりに洋人の声は楽しそうで、そんな風に洋人が仕事に夢中になっていくのをおもしろくないと感じてしまう。


　そんな自分が確かに存在することを自覚した尚哉は、たまらなく嫌な気分になる。


　会えない不安感をため込んでいるせいで、芋いも蔓づる式に違ちがう不安感まで抱かかえ込んでしまっている。


　それでも表面上は、電話から流れてくる洋人の声に穏おだやかに応じたりなんかして……。


　いま、この瞬しゆん間かん、洋人は自分がどんな風に感じているかまったく気づいていない。


　そして、尚哉には自分が気づかれないように振ふる舞まっている自覚がある。


　あんたは洋人くんを騙だましてるんだと、山下がいった通りなんだと思い知らされた。


　こんな不安な状態を続けていけば、きっと自分は我慢できなくなって爆発してしまう。


　そうなった時、洋人はどんなに傷つくだろう？


（次に会えたら、ちゃんと話さなきゃ……）


　一番大切な人を傷つけるような真似まねだけはしちゃいけない。


　尚哉は強く受話器を握にぎりしめた。





★







　酔よっぱらった洋人が、尚哉の部屋にこっそり侵しん入にゆうした日から一週間が経たっていた。


「洋人、お客さんよ」


　撮さつ影えい前の空き時間、控ひかえ室で才籐や武志と無む駄だ話を楽しんでいた洋人を、亜希が呼びに来た。


「へ？　誰だれだろ」


「崎谷さんって名乗ってたけど？」


「知らねー名前だ」


「まだ時間があるんだし会ってあげたら？　結構格好いい人だったから、邪じや険けんにするのはもったいないわよぉ」


「亜希、自分の主観でものをいわないように」


　才籐が不快そうに咳せき払ばらいをする。


「いってもいいがな、三十分で戻もどってこいよ」


「了りよう解かい」


「スカウトだったら、即そく座ざに断れ。わかったな？」


「へいへい」


　早く早くと亜希に腕を引かれて、洋人が控え室から出ていく。


「スカウトなら、俺んトコにも来ましたけど」


　それを見送った後でボソッと武志が呟つぶやいた。


「え？」


　カメラを向けられたとき以外の武志は、いつでも表情豊かな洋人とは正反対に、クールな外見にふさわしくあまり表情を変えない。


「断りました。俺、この事務所好きだし、才籐さん以外の人と仕事する気ないから」


　真意を測りかねる才籐が口を開く前に、やっぱりボソッと呟く。


「……そうか」


　武志に信しん頼らいされているのだと思うと嬉うれしいが、信頼に見合うだけの仕事を与あたえてやれていない自覚もあるから同時に辛つらくもある。


「それと、この前の高木さんの仕事の裏事情、俺知ってるから。だから、あんまり気に病やまないでください。才籐さんに腫はれ物を扱あつかうようにされるののほうが辛いです」


「誰に聞いた？」


「例のスカウト」


「そうか。……余計なことをしてしまったかな？」


「そうでもないです。チャンスを平等に与えようとしてくれた気持ちはありがたいですから。──ただ、あいつが、ヒロトが特別なだけだ。みんながそれを認めてる。俺も例外じゃない」


　武志の口元に複雑そうな笑えみが浮うかぶのをみていられなくて、才籐は視線を落とした。


　新年早々の高木の仕事には、雑誌の仕事以外に、他の事務所のモデルや役者の卵たちと競わせるべく、スポンサーに提出するためのテレビＣＭの選考用写真を撮とるという暗あん黙もくの了解があったのだ。


　洋人たちに黙だまっていたのは、仕事量が増えることを嫌きらう洋人の機き嫌げんを考えたのと、洋人と一いつ緒しよに映っている限り、選ばれる可能性は殆ほとんどないだろうと予想された武志を気遣づかってのことだった。


　高木もいったように、武志にはモデルとしての才能も実力も洋人と同様充じゆう分ぶんにある。


　だから、せめてチャンスだけは平等に与えたいと思って、自分から武志を選考に加えてくれるように頼たのんだのだが、才籐はずっと武志に対して酷ひどいことをしたような気がして、武志の顔をまともに見れない日々が続いていた。


「ホントに気にしないでください。なにも感じないといえば噓うそになるし、かなり複雑な心境だったりもするけど、でも、俺はあいつの親友だから……。あいつが悪いんじゃないし、俺が卑ひ屈くつになる必要もない。──そうでしょう？」


「……お前は強いな」


「そうでなきゃやってられないですから。才籐さんも、もう少しずる賢がしこくなったほうがいいですよ。俺みたいなのに気を遣つかって落ち込まないでください」


「生意気をいいやがる」


「もう幼よう稚ち園えん児じじゃないですからね」


　顔を上げると、武志はお得意のニヒルな笑みを浮かべていた。


（負うた子に教えられて……ってか）


　洋人も武志も会った当初はまだ幼稚園児だったのに、いつの間にか本当に大きくなったものだと才籐は思う。


　だが、身体からだの成長具合は横並びでも、精神の成長具合は随ずい分ぶんと差がついているようだ。


（変わらないのは、わかってないのは洋人だけだ）


　いつまで経ってもモデルの仕事をバイト感覚でしか受け止めない洋人。


　すれていない素す直なおなところが目上のスタッフに好感を持って迎むかえられる所以ゆえんだったりもするのだろうが、いつまでもいまのままでいていいはずがない。


　他の人間達がどんなに願っても手に入れられない運と環かん境きように自分がいかに恵めぐまれているのか、気づいてもいい頃ころだろう。


　だが、どうやって？


　才籐は心の中で頭を抱えていた。








「ほら、あれよあれ！　けっこういい感じでしょ？」


　亜希に引っ張られて入り口付近まで来た洋人は、コートを手に立つ秀司の姿を認め、首を傾かしげる。


「やっぱ知らねー人だ」


　あたしもついてってやろうかと、下心丸出しでウキウキしている亜希をその場に残し、洋人は自分を呼んでいるという見知らぬ男に歩み寄った。


「崎谷さんだったっけ。俺になんの用？」


　洋人より少々身長は低いが、男は日本人男性としてはかなり大きいほうだろう。


　亜希が騒さわいだだけあって見た目もそつなく洗練されている。


「尚哉のことでちょっとね。ここじゃなんだから、外へ出ないか？」


　人目をはばかるように小声で囁ささやく男の態度が気に入らなかったが、尚哉の名前を出された以上シカトするわけにもいかない。


「三十分だけなら」


　洋人は秀司にうながされるまま、スタジオ前のカフェに向かった。


「まずは自己紹しよう介かいかな？　俺は崎谷秀司。尚哉の昔の恋こい人びとだよ、栗林洋人くん」


「俺のこと、尚哉に聞いたわけ？」


「尚哉というより、山下だね。久しぶりに尚哉に会いに行ったら、あの女にギャンギャン嚙かみつかれてね。尚哉には、もう君がいるから俺はお払はらい箱だそうだ」


　秀司は皮肉げに唇くちびるの端はしを上げた。


「で、話ってなに？」


　嫌いやな笑い方をする奴やつだと少々気分を悪くしつつ洋人がそう聞くと、秀司が意外そうに洋人を見る。


「意外にあっさりしてるね。尚哉に俺のこと聞いてた？」


「まーね、昔つき合ってた奴がいるって聞いたことあるし。でも昔だろ？　今じゃねーんだから、別にどーでもいい」


「俺は別れたつもりは無いっていっても？」


「なんだよ、それ」


「なにか誤解があったらしくてね。尚哉は別れたつもりでいたらしいけど、俺にはそのつもりはないんだよ」


「あんたがそー思ってるだけなんだろ。だったら俺には関係ねーよ。いま尚哉の側そばにいるのは俺なんだからよ」


「頑がん固こだね」


　洋人の反応を面おも白しろがるように秀司がニヤニヤと笑う。


　洋人はだんだんとむかついてきた。


「用はそれだけか？　だったら、おれ仕事だからもう帰るぞ」


「まぁ、待てよ。本題はまだこれからだ。──しかし」


　秀司は立ちかけた洋人を止めた。が、その視線は洋人を通り越こし、全面ガラス張りの店外に向けられている。


「──君といるとかなり目立つね」


　秀司に顎あごで示され、つられた洋人がガラスに顔を向けると、歩道に立ち止まっていた女の子たちがパアッと顔を輝かがやかせ、一緒にいる友達となにかしゃべりながら洋人にカメラを向けてくる。


「スタジオ前だかんな。遊びに来てくれる子とか結構いるし」


「君は、ああいうの気にならないのか？」


「いつものことだし、別に」


「そうか、でも尚哉はどうかな？」


「なんだよ、それ」


「尚哉は派手なことや目立つことが昔から苦手だったからね。君と一緒にいるとストレスたまるんじゃないかと思って、ね」


「尚哉、そんなこと一言もいわねーぞ」


「そりゃいわないさ。昔から尚哉はわがままをいうタイプじゃなかったし」


　君も心当たりあるだろうと、知ったかぶりでいう態度に洋人の苛いら々いらが募つのっていく。


「とにかく、俺は尚哉とは別れたつもりはないんだよ。君がいるからといって手を引く気もない。──だから今後、俺と尚哉がよりを戻もどしても尚哉を責めないでやって欲しい。用件はそれだけだ」


　秀司はいい終わると伝票を手に席を立った。








「なんだよ、あいつ」


　控ひかえ室へと戻りながら、苛々が収まらない洋人は一人吐はき出すように呟つぶやいた。


（尚哉はモノじゃねーぞ）


　かつてつき合ったことがあるからといって、まるで尚哉を自分の所有物のようにやりとりしようというあの態度が気にくわない。


　よりを戻すも戻さないも尚哉が決めることだ。


　秀司にも、自分にだって、尚哉の気持ちを無視してもののようにやりとりする権利なんてない。


（昔つき合ってたからって、でかいツラしやがって）


　苛ついて苛ついて仕方がない。


（昔は昔だっつーの。今じゃねーんだよ。──あー、でもなぁ）


　尚哉の性格を思うに、昔つき合ってた頃は尚哉もあの男に本気で惚ほれていたのかもしれない。


　それでも、今、側にいるのは自分だ。


　あんな男のいうことなんか気にすることないんだと自分にいいきかせてみたが、どーにもこーにも気持ちが収まらない。


（──尚哉、昔、やっぱあの男に抱だかれてたんだよなぁ）


　自分にそうしてくれるように、あの白い腕うでを広げて夢中でしがみついたりしたのかもしれない。


　そう考えた途と端たん、洋人はザワッと全身の毛が逆立つような嫌な感覚を覚えた。


（なんだよ、これ）


　苛立ちが全身をめぐり、出口を探しているような感覚。


　今、目の前に秀司がいたら、苛立ちを吐き出すために間ま違ちがいなく殴なぐりかかっていただろう。


　秀司さえいなければ、この苛々が収まるに違ちがいないんだから……。


（ちくしょう）


　洋人は今まで、こんな感情を抱いだいたことがなかった。


　それだけに、自分で自分がコントロールできない。


「洋人、どうした？」


　控え室に戻った洋人の表情に、才籐と武志がいぶかしげな顔をした。


「わかんねー。なんなんだろ。なんか苛ついて仕方ねーんだ」


　洋人は苛々している自分を持てあましていた。


　ソファーに身を投げ出し、いつの間にか強く握にぎりしめていた右拳こぶしを、左手で押さえる。


　そんな洋人をみて、才籐と武志は顔を見合わせた。








　同じ日の夕方、尚哉は受話器を握りしめて困こん惑わくしていた。


　診しん療りよう所じよに入れている機械のメーカーからの電話だと呼び出されて、保留中の電話に出たら、相手が秀司だったから……。


　山下にばれるとうるさいから他人に頼たのんで電話して貰もらったのだと秀司はいう。


「この前の話の返事が聞きたいんだ。尚哉のとこ、確か八時までだったよな？　だったら九時にはこれるだろう」


　と、都心の一流ホテルのレストランに予約を入れたからこいよと強ごう引いんに決められ、断りを入れる前に通話を切られてしまった。


（どうしよう）


　返事なんて、この前と同じで、もう決まっていた。


　電話ででもすむのに、生あい憎にくと今の秀司の連れん絡らく先を尚哉は知らない。


（はっきり断ったほうがいいに決まってる）


　今の自分なら、秀司に対してなら臆おくせず自分の気持ちをいうことができる。


　中ちゆう途と半はん端ぱに長引かせるより、はっきりと断って秀司とのつながりを切ってしまったほうがいいような気がする。


（洋人くんにも、はっきりいえればいいのにな……）


　自分の不安を洋人に告げてみようと一大決心したのに、肝かん心じんの洋人が忙いそがしいらしくて会いに来てくれないままだ。


（会いたい人には会えないのに、会いたくない奴には会わなきゃなんないわけか）


　かなり憂ゆう鬱うつだった。








　結局、その日はキャンセルもなく、患かん者じやがひっきりなしに訪おとずれ、終業時間が押してしまった。


「先生、どうしました？」


　ソワソワしながら何度も時計をみる尚哉に、山下が声をかける。


「あ、この後、ちょっと用事があって……」


「洋人くんとデート？」


　こっそりと患者さんに聞こえないように聞いてくる山下に、慌あわてて首を振ふる。


　が、山下は尚哉が照れていると思ったらしい。


「後は会計だけだし、戸と締じまりもあたしがしとくから、尚哉はもう帰っちゃっていいわよ。──ただし、デートコースを教えてくれるならね」


　からかうようにニンマリ笑われる。


　秀司に呼び出されたのだとどうしてもいいだせなかった尚哉は、山下の誤解をいいことに、後片づけを彼女に任せ、先に診療所を出た。








　ホテルのレストランに向かうと、先に来ていた秀司が、尚哉を見つけて手をあげる。


　夜景の見える窓まど際ぎわの特等席に陣じん取どっていた秀司は、先にアペリティフを楽しんでいたらしい。


「尚哉も飲むか？」


「ぼくは酒は飲まないよ」


　シャンパンらしい黄こ金がね色の液体を掲かかげられ、尚哉はまたかとうんざりしながら答えた。


「そうだったな」


　悪びれずに秀司は肩かたをすくめる。


「料理のほうは先にオーダーしといたから」


「ぼくは──」


「わかってるって、コース料理なんか食べきれないっていうんだろ？　食べきれなきゃ残せばいいんだから気にするなよ」


　秀司は気にしなくても、ぼくは気にするんだ、といいたいところだったが、目の前の男にそんなことをいっても右から左で、あまり意味はなさそうだ。


　残すという行こう為いそのものに、尚哉が罪悪感を感じるのだと訴うつたえても、口先でうなずくだけできっと理解しようとさえしてくれないだろう。


（洋人くんだったら、こういうとき、食べきれなかったら俺が食うからとかいってくれるのにな）


　いつも有言実行な洋人は、自分の分を食べきった後で尚哉の分までぺろりと平らげてくれて、尚哉の気持ちを軽くしてくれる。


（来なきゃよかったかな……）


　オイルでギトギト光っている前菜を見ただけで胸焼けがしそうだった。


「で、返事は？」


　赤ワインに切り替かえた秀司がグラスを傾かたむけつつ聞いてくる。


「どっちも断るよ。この前もそういっただろ？」


「即そく答とうだな」


「まあね」


「ふん。──で、地上げのほうは、その後どうだ？　弁護士に相談したんだろ？」


「すぐに手は打てないって。今は調査段階だよ。でも、きっとなんとかなるから」


「そんなに悠ゆう長ちように構えてていいのか。客を装よそおってそっちの人間が来るようになったりしたらどうする？　もしくは、お前に妙みような治ち療りようをされたと訴えられることだってあり得うるんだぞ」


「そのために顧こ問もん弁護士の先生にいて貰ってるんだ。理り不ふ尽じんな暴力に負けたりなんかしないよ」


「向こうにだって法律に詳くわしい人間がいるんだ。のんびりと構えて、後手後手にまわるような弁護士に、なんとかできるとは思わないがな」


　秀司の言葉に毒気を感じて、尚哉は眉まゆをひそめた。


「……なんだか秀司に脅おどされてるような気がするんだけど、ぼくの気のせいかな？」


「それは失礼」


　秀司は気き障ざっぽい笑えみを浮うかべて肩をすくめた。


　昔は魅み力りよく的に見えたその仕草を、今の尚哉はわざとらしいとしか感じない。


「だが、本当のことをいっただけだぞ。俺の弁護士に任せてくれれば即解決だ。お前だって、これ以上客をなくしたくないだろう？」


（患者じゃなくて、客か）


　矯きよう正せい歯科をやろうとしている秀司と自分とでは考え方がまったく違ちがうんだろう。


　尚哉には自分は医療に携たずさわっている人間だという自負がある。


　だからこそ、損得抜ぬきで時間と手間のかかるボランティアともとれる治療にも手をかしてきたのだ。


　──やっぱ、尚哉はすげーよ。立派な歯医者さんだ。


　そう洋人にいわれて本当に嬉うれしかった。


　その言葉に素す直なおにうなずける自分が誇ほこらしくもあった。


（負けたら、駄だ目めだ）


　秀司の脅しに負けたとき、自分は洋人と生き甲が斐いの両方を、同時に失うことになるんだろう。


「なにをいっても無む駄だだよ。──食事の途と中ちゆうだけど、用も済んだし先に帰ってもいいかな？」


　こんな精神状態で食事なんて無理な話だ。


「わかったわかった。そんなにつれなくするなよ」


　立ち上がろうとした尚哉を、秀司が押しとどめる。


「これで最後だ。もう会う機会もないだろうから、食事ぐらい最後までつき合ってくれ」


　らしくない弱気な笑みを見せられて、尚哉の気がそがれる。


「──そういうことなら」


　しぶしぶながら尚哉はうなずき、もう一度フォークに手を伸のばした。








　洋人の苛いら立だちは収まるどころか増す一方だった。


　それでも、心配そうな顔をする才籐や、足を引っ張るなよと背中を叩たたく武志にはっぱをかけられて、なんとかその日の撮さつ影えいを無事にすませることができた。


（尚哉に会いたいな）


　尚哉がいつもどおりの笑顔で迎むかえてくれたら、この苛立ちもあっさり収まるような気がする。


　洋人は診しん療りよう所じよへと向かった。


（あ、まだいる）


　ビルの下から窓を見上げたら、とっくに八時をまわっているのに、灯あかりがついているのが見えた。


　エレベーターを待つのももどかしくて、階段を駆かけ上がってドアを開ける。


「あれ、洋人くんだ？」


「ども。──尚哉は？」


　待合室にいるのは山下だけで、患かん者じやさんの姿はないし靴くつもない。


　尚哉は診察室の後片づけをしているのかと、スニーカーを脱ぬいで中に入った洋人に、山下が不思議そうな顔をみせた。


「すれ違ちがいになっちゃったの？」


「へ？」


「今日、デートだったんじゃ……なさそうね。──ったく、お馬ば鹿かなんだから」


　キョトンとしている洋人を見て、山下は事情を悟さとった。


「尚哉、どっかでかけてんのか？」


「そうなの、困ったもんだわ」


「なんで困るわけ？」


「あのねぇ……」


　話しかけたものの、山下は一いつ瞬しゆん戸と惑まどいを覚える。


　昔つき合っていた男に呼び出されてノコノコ出かけていったなんて知ったら、普ふ通つうは怒おこるんじゃないだろうか？


（でも、この子は……たぶん大だい丈じよう夫ぶよね）


　確信というより勘かんだった。


「洋人くん、尚哉の昔の恋こい人びとって知ってる？」


　山下は思い切って切り出した。


「……崎谷とかいう奴やつか？　今日、会ったけど」


　洋人が不快そうに顔をしかめる。


「洋人くんのところにまで出しゆつ没ぼつしたの？　ったくやな奴……」


　山下には、洋人の表情の変化を見ただけで、あの男が洋人になにをいったのかわかるような気がした。


「……尚哉、もしかして、あいつと会ってるわけ？」


「多分……。──ねぇ、洋人くん、尚哉を迎えに行ってくれないかな？」


　洋人はすぐにでも飛び出していってくれるだろうと思ったのに、不快そうな顔をして拳こぶしを握にぎりしめるばかりで答えない。


「……もしかして、怒った？」


「怒ったとか、そーいうんじゃなくてさ、尚哉があいつと話をするために自分で行ったんだろ？……だったら勝手に首突つっ込んで邪じや魔まできねーし」


　苛立ったように洋人が前まえ髪がみをかき上げる。


「違うって。尚哉のことだから、たぶん断り切れなくて呼び出されてるのよ。きっと、今ごろ凄すごく困ってるんじゃないかと思うの……。あいつがなにをいったか知らないけど、まに受けちゃ駄目よ。あいつが一方的に尚哉にちょっかいだしてるだけなんだから」


「マジで？」


「まじで。尚哉は、ちゃんと断ったっていってたもの。あいつが諦あきらめようとしてないだけ……。──尚哉はあいつにとって利用価値がありすぎるから」


「なにそれ」


「このビルってさ、尚哉の持ち物なのよ。知ってた？」


「初耳。借りてるんだとばかり思ってた」


「生前分ぶん与よでね、歯科医を開業するときにお父様から譲ゆずり受けたわけ。──あいつ開業したいとかいってるらしくてさ、十中八九、ここが欲しいんだと思うんだ」


「尚哉じゃなくて？」


「もちろん尚哉も。一石二鳥だとでも思ってるんじゃないの」


「それって、酷ひどくねー？」


　洋人の綺き麗れいに整えられた眉がクシャッとしかめられる。


　もう一息、と山下は身を乗り出した。


「うん。酷いのよ！　前からそういう奴だったんだ。尚哉がなにもいわないのをいいことに浮うわ気きしまくりだったし、人前じゃ尚哉のことを利用しがいのある奴だっていってたしさ。最低の利己主義野や郎ろうなんだから！」


「……そういうことなら連れ戻もどしてくる」


「お願い！」


　場所を教えられた洋人は、ダッシュで外に飛び出してタクシーに飛び乗った。








　──これって、きっと嫉しつ妬とだ。


　タクシーの中、ずっと握りしめられたままだった右拳を見ながら、洋人はそう結論づけた。


（前は全然ヘーキだったのによ……）


　尚哉の言葉の端はし々ばしに昔の男の存在を感じたことが何度もあったし、尚哉が後背位を嫌いやがるのも昔の男のせいだろうってことに気づいていた。


　でも、今までは全然気にならなかったのだ。


　尚哉と初めて寝ねたときだって、尚哉がバージンじゃなかったことにホッとしたぐらいだったのに……。


　だが、尚哉が秀司に会いに行ったのだと知ったとき、話し合いにいったんだろうと思っていながらも、目眩めまいがするほどの怒いかりを感じた。


　その場で飛び出していかなかったのは、この怒りが、秀司だけじゃなく、尚哉にまで向かいそうで怖こわかったからだ。


　山下の言葉の数々が、怒りの方向を秀司へと向けさせてくれなかったら、いまだにあの場に立ちつくしていたかもしれない。


　初めて聞かされた尚哉に対する秀司の仕打ちに、洋人は激しく苛立っていた。


　もしも尚哉がそれでいいんだといっても、洋人にとって一番大切な人が、利用しがいのあるもの扱あつかいされるなんて、洋人にはどうしても許せない。


（あいつなんかに絶対わたさねー）


　洋人はいっそう強く拳を握りしめた。








「ひとつだけ気になることがあるんだがな」


　ほとんど会話も交かわさず、食も進まないまま、食後のコーヒーに口をつけた尚哉に、秀司が話しかけてくる。


「なに？」


「あの女が辞やめたら、お前どうするんだ？」


「美香のこと？　美香は辞めたりしないよ」


「おいおい。もしかして知らないのか？」


　ワインを飲み続けていた秀司は、少し酔よっているのかテーブルに頰ほお杖づえをつきながら、愉ゆ快かいそうに笑った。


「あの女、正式に婚こん約やくしたぞ。まだ結婚式の日取りも決まってないようだがな」


「え、うそ」


　尚哉はその事実を初めて知った。


「本当だ。興信所の調査に抜ぬかりはないって……。なんで、お前にはいわなかったんだろうな」


「……しらないよ」


　山下が、今の彼氏とつき合い始めた頃ころからずっと話を聞かされ続けてきたのに、なぜ一番喜ぶべき報告をしてくれなかったのか、尚哉のほうが聞きたいくらいだ。


「反対されるとでも思ったかな？」


「反対なんてしない！」


「そうか？　結婚しても仕事は続けるだろうが、妊にん娠しんしたらさすがに続けられないんじゃないかな。お前、あの女にずっとべったりだったもんな。辞められたら困るんじゃないのか？」


　事実なだけに、その言葉はグサッと胸に刺ささる。


「案外、あの女もお前を重荷に思ってるのかもしれないよな」


「そんなこと……」


　無いとはいいきれなかった。


　自分の存在を山下の彼氏が快く思っていなかったことや、仕事を辞めてくれといわれていたことを、つい最近聞かされたばかりだ。


　山下が重荷に思ってはいなくても、彼女に迷めい惑わくをかけてるのは間ま違ちがいないことだったし……。


「なぁ、俺だったらお前のことずっと支えてやれるぜ。前みたいな失敗はしない。ずっと側そばにいてやれる。──もう一回考えなおせよ」


　優やさしい猫ねこ撫なで声。


（こんな……奴だったんだ）


　支えてやるという秀司の言葉に、尚哉の気持ちはまったく揺ゆらがなかった。


　不安にさせるようなことをいってから、手の平を返したように優しい言葉をかける。


　そのやり口に、吐はき気すら覚える。


「……断る。──もう帰るよ」


　これ以上同席していたくなくて、尚哉は席を立った。


「そうか。……じゃあ、玄げん関かん口まで送ろう」


　秀司は尚哉のあとを追うように立ち上がったが、いきなりふらついてテーブルに強く手をついた。


　テーブルの上のグラスが倒たおれ、床ゆかに落ちて派手な音をたてる。


「酔ったかな。──ああ、わるいね」


　慌あわてて駆かけ寄ってくるウエイターに軽く手を掲かかげてから、秀司は尚哉を見た。


「このホテルに部屋とってるんだ。尚哉、悪いがそこまで肩かたかしてくれないか？」


　テーブルの上のワインのボトルを見ると、空になっている。


（飲み過ぎだ）


「わかった」


　尚哉は、仕方なくアルコール臭くさい身体からだを支えてやった。








「ここでいいんだよね？」


「ああ、わるい」


　いわれるままに部屋へと向かい、鍵かぎをあけて中に入る。


「こんなに酔っぱらうなんて、秀司らしくないよ」


　尚哉が覚えている限り、学生時代の秀司は酔っぱらって無様な姿を晒さらしたりなんかしなかった。


（もしかして、ぼくのせいなのかな）


　自分が秀司の誘さそいを断ったから、そのせいでアルコールが過ぎてしまったというのなら、少しだけ嬉うれしいかもしれない。


　置き去りにされて打ちのめされたあの頃の自分が、救われるような気がするから……。


「ほら、足上げて」


「……ん」


　重い体をベッドに下ろし、靴くつを脱ぬがせる。


「じゃあ、ぼくはこれで帰るから」


「……ん」


　ベッドの上に寝ね転ころがった秀司は両手で顔を隠かくしている。


　最後に見せる姿がこういう醜しゆう態たいだなんて、スタイルにこだわる彼にとってはきっと耐たえ難がたい苦痛なんだろうなと思いながら、尚哉は背を向けた。が、


「え……」


　急に後ろ手を強く引かれて、尚哉はそのまま後方に倒れ込み、待ちかまえていたらしい秀司の腕うでの中に抱だきかかえられた。


「ちょ…と離はなせよ。この酔っぱらい」


　暴れたが、自力ではまっすぐ歩けない酔っぱらいとは思えない力で逃のがれられない。


「なぁ、尚哉、お前もけっこう忘れっぽいよな」


　秀司がクツクツと耳元で笑う。


「な……に？」


「この俺が、あの程度の酒で酔うわけないだろう？」


　いうやいなや、秀司は尚哉をベッドの上に突つき飛ばし馬乗りになった。


「酔っ……てるんじゃ」


　逃れようとする尚哉の両手を押さえつける。


「ないよ。──こうでもしないと、お前がついてこないと思ったからな。自我を持つのは結構だがな、強ごう情じようが過ぎると可愛かわいくないぞ」


　覗のぞき込んでくる秀司の顔に浮うかぶ笑えみに、尚哉はゾッとした。


　それは酷こく薄はくそうな支配者の顔。


「離せ！　離せってば！」


　精せい一いつ杯ぱいの力で暴れたがビクともしない。


「こういうのも悪くないな」


　それどころか、秀司は尚哉の非力な抵てい抗こうを楽しみながら、服をはぎ取っていく。


　わざとゆっくりと近づいてくる秀司の唇くちびるから逃れるために、尚哉は首をねじ曲げた。


「その顔、あの頃と全然変わってないな……。あいかわらず綺き麗れいだ。お前は鈍にぶいから全然気づいてなかったみたいだがな、あの頃、お前を狙ねらってる奴やつがけっこういたんだぜ。──ま、お前に近づいてくる前に、俺が排はい除じよしてやったがな」


　アルコール臭い息を吹ふきかけられて気分が悪くなる。


　秀司は、尚哉の頰ほおを耳たぶを、味わうようにゆっくりと舐なめ上げた。


「や…だ」


「肌はだも綺麗なままだ」


　肌を這はい降りていく舌の感かん触しよくに、猛もう烈れつな嫌けん悪お感を感じる。


（なんで、ついてきちゃったんだろう）


　あっさりと騙だまされた自分が情けない。


　いや、それより前、このホテルに呼び出された時点で断るべきだったのだ。


「こ……こんなことしたって、ぼくは秀司のいいなりにはならないからな。離せよ！」


　精一杯の意地をはって、見下ろしてくる秀司をキッと睨にらみつける。


「そうかな？──以前のお前は、どんな扱あつかいをうけたって、俺が抱いてさえやれば満足そうだったじゃないか」


「昔と今は違ちがう！　お前なんかに誰だれがッ！」


「ふん。あの坊ぼうやがそんなにいいのか。だが、随ずい分ぶんと甘そうな坊やだったじゃないか。あの坊やが、お前を本当に満足させてやれるとは思えないがな」


　秀司は酷ひどく楽しそうに喉のどの奥で笑うと、軽々と尚哉をひっくりがえした。


「お前、こうされるの好きだったよな？」


　秀司の指が背骨をなぞるように降りていく。


「ひっ……や……！」


　かつての強引な行こう為いを連想させられて、尚哉は恐きよう怖ふを感じた。


　半はん狂きよう乱らんになった尚哉は這って逃にげようとしたが、あっさり腰こしをつかんで引き戻もどされ、足に体重をかけられる。


「いた……い」


　体重をかけられた足が酷く痛くて身動きすらとれない。


「痛いか？　でもこういうの好きだろ？」


　尚哉の下着をはぎ取りながら、楽しげに秀司が囁ささやく。


「あの頃ころだってそうだったじゃないか。前ぜん戯ぎなしで突っ込んでも喜んでたよな。我を忘れてよがるぐらい楽しんでたじゃないか。思い出したくないなんて噓うそだ。ＳＭっぽいプレイに喜ぶ自分を認めたくなかっただけだ。ホントは好きなんだよ。──それを思い出させてやるよ。思い出しさえすれば、態度も変わるだろ？　もう一度、俺に戻ってくるよな？」


「や……」


　違うと叫さけびたいのに、恐怖のあまり喉の奥が詰つまったようになって声がでない。


　あの頃、嫌いやだったのに受け入れたのは、当時の秀司を愛していたからだ。


　秀司を失いたくないと思うあまり、苦痛でしかない行為に黙だまって耐えていただけ。


　強引な行為に身体が慣れて快感を感じるようになってからは、愛のない暴力じみた行為に反応してしまう自分に対する嫌悪感にさいなまされ続けていた。


（いやだ！　こんなのは絶対にいやだ！）


　今の自分が愛しているのは洋人だけ。


　たとえそれが暴力だったとしても他の男に抱かれたら、自分は洋人のあのまっすぐな視線を見つめ返すことができなくなってしまう。


（なにか……）


　逃れる術すべはないものかと必死に考えたが、秀司が自分のベルトを外そうとする音が耳に届くと、もう駄だ目めだった。


　かつての屈くつ辱じよく的な行為を覚えている身体から力が抜ぬけ、恐怖に怯おびえて震ふるえ出す。


　抵抗したり逃れようとすれば、身体を引き裂さかれそうな痛みが更さらに増すことを身体が覚えているのだ。


「おとなしくなったな。大だい丈じよう夫ぶ、期待通りに喜ばせてやるから」


（ちがう……、やだ、や）


　恐怖からの条件反射で身動きすら取れなくなった尚哉に、秀司がのしかかっていく。


　と、その時、ドアをノックする音が響ひびいた。


　秀司は、無視して行為を続けようとしたが、しつこく叩たたかれるドアに諦あきらめたのか、舌打ちしながらベッドから下りる。


「なんだ？」


「お客様、レストランに忘れ物を。お届けにあがりました」


　秀司が鍵かぎを開けると、強引に外側からの力でドアを開けられる。


「おまえ……」


　ドアの外にいたのは洋人だった。


　洋人はなにかいおうとする秀司を強引に押しのけて、部屋の奥へと向かった。


「尚哉！」


　ベッドの中央に、半はん裸ら状態でうつぶせになったまま人形のように動かない尚哉を見つけて慌あわてて駆かけ寄り、抱き起こす。


「……や…」


　腕の中の尚哉は小刻みに震えていて、焦しよう点てんの定まらない瞳ひとみのまま嫌いや々いやと微かすかに首を振ふるばかり。


「尚哉、尚哉？　俺だよ、尚哉ってば」


　何度も名を呼ぶと、ゆっくりと焦点があっていく。


「ひ……ろとく……ん？」


「ん、俺だよ。迎むかえに来たんだ」


「ひろとくん、洋人くん！」


　尚哉は洋人の胸に強くしがみついた。


　服を握にぎりしめるその指が白くなっている。


　洋人は、尚哉の身体からだの震えを止めてやりたくて、力ちから一いつ杯ぱい抱だきしめた。


「──いいところだったのに、邪じや魔ましないでほしいな」


　迷めい惑わくそうにいう秀司の声に、洋人はきれた。


「っざけんな！　尚哉、こんなに怯えてるじゃねーかよ！」


「怯えてるんじゃない。喜んでるんだ。尚哉はそういうプレイが好きなんだよ」


「……洋……くん、ちが…う」


　洋人の腕うでの中で震える尚哉が、小さく呟つぶやいて首を振る。


　尚哉のこの怯えぶりは、バックの行為を強要されそうになった時と同じ反応だと洋人は気づいていた。


　自分の意志では抵抗できないほどに怯えてしまう仕打ちを尚哉に与あたえたのは、目の前にいるこの男なのだと思うと、あまりの怒いかりに耳鳴りさえしてくる。


　だが洋人は、秀司に殴なぐりかからなかった。


　この怒りを秀司にぶつけるよりも、怯える尚哉を抱だきしめてやりたいと思う気持ちのほうが強かったから……。


「……大丈夫、わかってっから」


　洋人は小声で囁ささやきかけ、震える身体をさらに強く引き寄せる。


「そういうプレイが好きなのはあんたじゃねーの？　怯えてろくに動けもしない相手に好き勝手して、征せい服ふくした気になって喜んでんじゃねーよ。このヘンタイ」


「……随分と失礼な子だな」


「ホントのことだろ？　自分の趣しゆ味みを尚哉のせいみたくいうな。あんたになんか、ぜってー尚哉はやんねーからな！」


「元気な坊やだ。──だがな、尚哉の存在をスクープされても同じことがいえるかな？」


「なんだよ、それ？」


「モデルだけじゃなく、今度はＣＭタレントとしてもデビューするんだろう。尚哉の存在は君にとってデメリットでしかないんじゃないかな？」


「あんた、マジでサイテーだな」


　あまりにもくだらない脅おどしに、洋人は喉の奥で小さくあざ笑った。


　この男は、その程度の脅しで、自分が尚哉から手を引くと本気で思っているのだろうか？


　こんな脅しをかけてくるってことは、裏を返せば、この男が自分の立場だったら尚哉から手を引くってことなんだろう。


　なんて小こ狡ずるい小心者……。


「くだらねー奴やつ。んなのかんけーねーよ！　俺はモデルなんかより尚哉のほうが大事だ！　んな脅しなんか痛くも痒かゆくもねーよ」


「……青あお臭くさいことをいう。外見より、随ずい分ぶんと幼いんだな。──まぁ、現実にそうなってみないとわからないか」


　小こ馬ば鹿かにしたように秀司が笑う。


（秀司、本気だ）


　尚哉はそう直感した。


　秀司は本気で洋人の私生活を売る気でいる。


「──じゃあ、秀司はどうなの？」


　尚哉は、洋人の腕につかまりながら、震える声を絞しぼり出した。


「大学時代、ずっとぼくが恋こい人びとだってこと内ない緒しよにしてたじゃないか。親友にもぼくをただの友達だって紹しよう介かいした。抱きしめられてたのに、人の気配を感じて急に突つき放されたことだってある。それって、ぼくの存在があの頃の秀司にとってデメリットだったからだよね？」


　触ふれ合った部分から洋人の体温が染しみこんでくる。


（守らなきゃ……。ぼくのせいで洋人くんに迷惑かけられない）


　洋人の腕をつかんだ指先から、徐じよ々じよに身体の震えが収まっていく。


「あの頃から、本当は気づいてたんだ。秀司が好きなのはこの顔だけだって……。……今になって近寄ってきたのだって、ぼくの財力が目当てだったんだろう？　秀司は、今も昔もぼくを見てない。ぼくの気持ちなんかちっとも見てくれてない。──そんなの、もうごめんだ」


　洋人の腕をギュッと握りなおし、尚哉は秀司を睨にらみつけた。


「これ以上、秀司がぼくらに係かかわるつもりなら、ぼくは財産を全部処分するよ。あのビルはどこかに寄付する方向で考える。小さくてもいいから診しん療りよう所じよを持てさえすれば、ぼくはそれで満足なんだ。秀司みたいに、派手な成功を望んでなんかないんだから」


「……おいおい、馬鹿なことをいうな」


「馬鹿だっていい。ぼくのせいで洋人くんに迷惑をかけるぐらいなら、財産だってプライドだって、なんだって捨ててやる。──二度とぼくに係わるな！」


　吐はき捨てるようにそう叫さけぶと、秀司は酷ひどく驚おどろいたように呆ぼう然ぜんと立ちすくんでいた。





★







「ありがと。来てくれて……」


「ん」


「それと、ごめんね。嫌いやな思いさせちゃって……」


　二人で部屋を出た後、通路を歩きながら尚哉は洋人に謝った。


　自分が間ま抜ぬけだったから、あんなことになったのだ。


　あんな男にいいようにされかかっていた自分を見て、洋人はどう思ったんだろうと考えると怖こわくて洋人の顔が直視できない。


「ぼくがうかつだったから……。怒おこってる？」


「──んなこと聞くなよ」


　聞き覚えのない硬こう質しつな声できつくいわれて、尚哉はビクッとした。


「ご、ごめんなさい」


「……ん。──でも、さ」


「なに？」


「尚哉の格好いいとこ見れたから、ちょっとスカッとした」


　洋人がコートの上から尚哉の肩かたを抱いた。


「格好いいって？」


「ビシッと厳しく叱しかってただろ？　けっこー格好良かったぜ」


　茶化すように洋人がニッと笑いかけてくる。


　叱るのとはちょっと違ちがうような気もするが、洋人が少しだけでも気が済んだというのなら、まぁいいかと、エレベーターに乗り洋人の肩に頭をもたせかけながら思う。


「あ、と。ごめん」


　エレベーターの表示が一階に近づき、慌あわてて尚哉は洋人の腕から離はなれた。


「なんで？」


「だって、ロビーに人がいるでしょ？　見られたりなんかしたらまずいじゃない」


「やっぱ目立つの嫌？」


「そうじゃなくて、洋人くんの立場があるから」


「なんだ、そんなことか。それだったらヘーキだぜ。いっただろ？　俺は尚哉が一番大事なんだからよ」


　尚哉は、少し強ごう引いんなぐらいに肩を抱かれ引き戻もどされた。


「でもさ……」


　ロビーを抜ぬけながら、洋人が耳元に囁きかけてくる。


「なに？」


「いくらなんでも、ここでキスする度胸はないかも」


　笑いを含ふくんだ声に、尚哉も思わず微笑ほほえんだ。


「ぼくもだよ」


　二人は少しだけ歩調を早めてタクシーに乗り込んだ。








　やっとマンションにたどり着いた二人は、玄げん関かん先で長く深いキスを交かわしあった。


「……んっ……ふ」


　いつもより少しだけ乱暴な洋人のキスに、尚哉は翻ほん弄ろうされる。


　首にしがみつき、夢中になって洋人のキスを追っている間に、いつの間にか寝しん室しつに導かれていた。


「なおや……」


　ベッドに横たえてくれる腕うでは優やさしかったが、その行こう為いはやっぱりいつもより少しだけ乱暴だ。


「……あっ」


　急に首筋に歯をたてられて、尚哉は驚いた。


　痛む部分に触れようとした手を洋人に払はらいのけられ、今度は肩に歯をたてられる。


「……つっ！」


　痛みに、思わず短い悲鳴を上げたら、体がふっと軽くなる。


「──わりぃ」


　尚哉から体を離した洋人は、尚哉に背中を向けるようにしてベッドに座っていた。


「……なにやってんだろ、俺」


「ひろとくん……」


　痛む肩を押さえながら起きあがった尚哉は、洋人の顔を覗のぞき込もうとしたが、顔を背そむけられてかなわない。


　膝ひざの上で握にぎりしめられた洋人の拳こぶしは、見てわかるほどに震ふるえていた。


「……やっぱり、怒ってるんだ」


　肩を押さえていた指先には、赤いものがついていた。


　尚哉は悲しくなった。


「ごめん、ごめんなさい。……でも、あんなことになるなんて思わなかったんだ。ホントに話をするだけのつもりだったんだよ。噓うそじゃない。……ひろとくん」


「……」


　尚哉は、返事を返してくれない洋人の肩を揺ゆさぶりたい衝しよう動どうに駆かられる。


　だが、払いのけられたらと思うと、怖くて触れることさえできない。


「ねぇ、どうしたら許してくれる？　なんでもするから……。洋人くんの気が済むなら、どんなに乱暴にしたっていいから……。お願いだから、こっち向いてよ」


　洋人の返事はない。


　振ふり向いてもくれない。


（どうしよう……）


　他の男に組み敷しかれて、抵てい抗こうすることもできずにただ怯おびえるだけの自分の姿に幻げん滅めつしてしまったんだろうか？


　絶望的な気分になった尚哉は、ただただ洋人の背中を見つめた。


　洋人はいつでも自分のことを誰だれよりも綺き麗れいだといってくれていた。


　モデルの世界で生きてきた洋人のこと、自分なんかよりずっと綺麗な人を沢たく山さん見てきたはずなのに、尚哉が一番だといってくれた。


　洋人の目には恋こいという名のフィルターがかかっていて、そのせいでそんな風に思ってくれてるんだって知ってたから、綺麗だと、可愛かわいいといわれるたびに凄すごく誇ほこらしく、嬉うれしく思えたのに……。


（もう……駄だ目めなのかな）


　洋人の中にいる自分は、取り返しがつかないぐらいに汚よごれてしまったんだろうか？


　泣いてる場合じゃないと、洋人の気持ちを自分に引き戻すためにやるべきことがまだあるはずだと思うのに、涙なみだが勝手に零こぼれ落ちる。


「……ふっ……っ……」


（こんな、みっともない）


　洋人の背中がにじんで見えなくなってくる。


　手の甲こうで涙を拭ぬぐっていたら、ベッドが揺れた。


「あーもう！　マジでなにやってんだ、俺は！」


　苛いら立だったように怒ど鳴なりながら、振り向いた洋人が尚哉を抱だきしめる。


「尚哉、泣くなよ。な？」


「ごめ……、うっ……っ……」


　泣いちゃいけないと思うのに、洋人が振り向いてくれた安心感からか、更さらに涙が溢あふれてくる。


「な、なんでも……する…から、嫌きらいにならな…いで」


「嫌いになったりしねーよ。そうじゃねー。尚哉のせいじゃねーんだ」


　洋人は困ったような声になる。


「ただ、尚哉の肌はだにあいつがつけた跡あと見つけたら、なんかむしょうに苛々しちまって……」


「……それって」


「たぶん……嫉しつ妬となんだろーな」


　洋人は、酷ひどくいい辛づらそうに白状した。


「ホントはあいつをボコボコに殴なぐりたかったんだけどさ……」


　殴らなかったのは、腕の中に尚哉がいたから。


　怯えて震えている尚哉を宥なだめ、安心させるために両手を使っていたから、拳を握りしめることができなかった。


　そして秀司がいなくなった今、尚哉を守るために一度は開いた拳を、再び握りしめている自分がここにいる。


　もしも今、嫉妬に駆られるまま乱暴に尚哉を抱いたりしたら、自分はマジでサイテーだとあざ笑った、あの男と同レベルになってしまう。


「尚哉にあたるなんて……間ま違ちがってる」


　守るべき相手を傷つけるような、そんな卑ひ怯きような行為を自分に許すことは絶対にできない。


「ごめんな」


「うん。……でも、それが本当だったら、……洋人くん悩なやんでるのに悪いとは思うんだけど、すごく……うれしい」


　洋人の胸から顔を上げた尚哉は、涙を浮うかべたまま、微かすかにはにかんだように微笑んだ。


「なんで？」


　嫌いやがられるだろうと思っていた洋人は、わけがわからずにキョトンとした。


「……だって、洋人くん、今まで全然やきもち焼いてくれなかったから」


「そーいや、前に尚哉、そんなこといってたっけ？」


　以前もめたとき、洋人の昔の女関係の話を聞かされるのがすごく嫌だったんだと訴うつたえられたことがあった。


「じゃあ、尚哉もこんな気分になったことあるんだ」


「当たり前じゃない。……洋人くんのこと、本気で好きなんだから」


「そっか、そーいうものなんだ」


「うん。──だからね、すごくうれしい。洋人くん、今、嫉妬してるの我が慢まんしてくれたんだよね。それって、あの──」


「──俺の一番が尚哉だから」


　尚哉が言いよどんだ言葉を、洋人はあっさりといってくれた。


「ありがとな、尚哉。もう大だい丈じよう夫ぶそうだ。マジで落ち着いてきたし」


　微かに微笑ほほえんだ洋人の唇くちびるが、目め尻じりに残っていた尚哉の涙を拭ってくれる。


（よかった……。いつもの洋人くんだ）


　やわらかな唇の感かん触しよくに、尚哉は心の底からホッとする。


「ね、洋人くん」


「なんだ？」


「ひとつだけ、わがままがいいたいんだけど聞いてくれる？」


　尚哉の顔中にキスの雨を降らせていた洋人が、ピタッと動きを止め、嬉き々きとして瞳ひとみを覗き込んでくる。


「ん、なんでもいって」


「あの……、バイトが忙いそがしいのよくわかってるんだけど、でも、もう少し会いに来て欲しいんだ。電話じゃなくて、一時間でも、三十分でもいいから顔を見せて欲しいんだけど……」


　駄目かな？　と恐おそる恐る聞いたら、洋人はまずいものでも食べたような顔をする。


「あ、無理ならいいんだ。ごめん、もういわないから」


「いや、無理じゃねーんだけど……。でもさ、あんまり俺が入り浸びたると、尚哉の仕事の邪じや魔まかなーって思ってたんだけど」


「なに、それ？」


「だからさぁ、尚哉、俺と違ちがって真ま面じ目めに仕事してるじゃんか。なのに俺が行くとパソコンの電源落として、それまでやってた仕事中断してつき合ってくれるしさ……。その、俺、馬ば鹿かみたいにがっついて気を失うまでやっちまうことだってあるじゃんか。そんなんがあんまり続くと、尚哉疲つかれんだろうなって思ってさ……。だから、その、すこし時間をあけて会いに行こうかなーなんて思ってたんだけど……ちょい外したみてーだな」


「……最近あんまり来なくなったのって、わざとだったの？」


「まぁ、そーいうことかな」


　へへへ、と困ったように洋人が笑う。


「ひど……」


　このまま徐じよ々じよに距きよ離りがあいて会えなくなってしまうんじゃないか、会わないでいる間に洋人の気持ちが仕事に向いて自分から離はなれていってしまうんじゃないかと、ずっと不安で不安でしょうがなくて悩んでいたのに……。


「ひとこと、いってくれれば良かったのに」


　恨うらみがましい目で見つめると、洋人は焦あせったように首を振ふった。


「いや、だって尚哉、嫌だとか、邪魔だとかいわねーから、俺が気を遣つかってやらなきゃとかって思うじゃんか」


「ぼくが、……いわないから？」


　たしか、秀司にも同じことをいわれた。


　我慢してばかりで、嫌だといわずに、ただ従順に従うだけのお前が重荷だったのだと……。


「あ、別に尚哉が悪いっていってるんじゃねーからな！　勘かん違ちがいすんなよ。俺が先走りしすぎたのが悪いんだからさ。──尚哉、もしかして怒おこった？」


「怒ってなんか……ないよ」


　──あんたはね最初に恋をしたときのまま変わってないの。


　山下の言葉が耳に甦よみがえる。


　確かにそうだったのかもしれない。


　初めて恋をしたときのまま、ただただ夢中で相手を求め、失うことばかり恐れる自分の態度が、相手に余計な負担と不安を与あたえていたのかもしれない。


「ねぇ、洋人くん。洋人くんはさ、会えないのって平気だった？」


「ちょい……寂さびしかったかも」


　無む駄だな我慢しちゃったかなーと洋人はかなり気まずそうだ。


（ホントにそうなんだ）


　自分一人が傷ついているのでも、不安なわけでもないのだ。


「……ごめんなさい」


「な、なんだよ、尚哉」


「ぼくがもっと早くに会いたいっていってれば、洋人くんに寂しい思いさせないですんだんだよね。ごめんなさい」


　頭を下げようとする尚哉を、洋人が慌あわてて押しとどめる。


「やめろって……。俺が勝手に早とちりしたのがわりーんだからよ。──でもマジでいい訳？　俺、仕事の邪魔してんじゃねーの？」


「してないよ。いつ電話かかってくるかなって待ってるときだって、ソワソワして落ち着かないし……。これからは、ほんとに仕事しなきゃいけないときは、ちゃんというようにするから。だから、もっと会いに来てよ」


「尚哉も寂しかった？」


「ぼくは……」


（……不安だった）


　洋人に会えなくて寂しいと感じるより、見えない未来が不安でただ怯おびえていた。


　二人でいることを当たり前だと思えていたら、一人の時間を寂しいと感じられていたかもしれない。


　でも尚哉は、二人でいられる時間がいつまでも続くなんて信じていなかった。


　だから、奇き跡せきのようなときが過ぎ去ってしまうのを恐れ、怯えることしかできなかったのだ。


「……ぼくも、寂しかったよ」


　今は噓うそだけど、きっともう少しだけ時間を重ねればこの言葉は本当になる。


　尚哉は、そう信じていた。








「……あ……そこ……」


「いい？」


「……ん」


　さっきとはうって変わって、洋人は酷ひどく優やさしかった。


　全身を柔やわらかく溶とかしていくような優しい愛あい撫ぶに、尚哉はうっとりと瞳を閉じたまま酔よいしれる。


　洋人の手に導かれるまま足を開くと、触ふれられることを願って震ふるえていたソコにキスを落とされる。


「まっ……て」


　洋人の唇に包み込まれそうになった尚哉は、そんなことをされたらすぐにもいってしまいそうな予感がして嫌いや々いやと首を振った。


「──一いつ緒しよに？」


「うん。……おねがい」


　顔を上げた洋人が苦く笑しようしつつ、ずり上がってくる。


「尚哉は可愛かわいいな」


　頰ほおを撫なでる指先が唇をつつく。


　うながされるまま唇を開くと、するりと指が滑すべり込んできた。


「ん……ッ……」


　口こう腔くう内をくすぐる指を舌で追うが、すぐに指は引き抜ぬかれる。


　逃にげた指を追って出した舌に、今度は洋人の舌が絡からみついてきた。


「う……ふうっ……」


　強く吸われて甘嚙がみされ、甘く痺しびれるような激しいキスに、洋人の肩かたにしがみついた。


　しめらせた指を、洋人が尚哉の後ろにあてがい、滑り込ませていく。


「あ……っ」


　ゆっくりと内ない壁へきを押し広げるようにかき回され、そのもどかしい感かん触しよくに尚哉は身体からだを震わせた。


　指が増やされ、感じる部分を何度か刺し激げきされると、甘いしびれが全身に広がっていく。


「も、いい？」


　洋人は尚哉の返事を待たずに指を引き抜き、尚哉の膝ひざうらを抱かかえ上げた。


「まっ……」


「ん？　今度はなに？」


　尚哉は手を伸のばして、洋人の頰に触れた。


「うしろから……して」


「マジ？　だって、尚哉、それスゲー嫌きらいじゃんか」


　俺、尚哉が嫌いやがることなんてできねーよと、洋人が困ったように顔を覗のぞき込んでくる。


「おねがいだから……」


「でもさぁ……」


「あいつと別れる間ま際ぎわの頃ころ、まるで……その、強ごう姦かんみたいに、ずっと後ろからむりやりやられてて……。だから……やだったんだ」


　ためらいながらも、尚哉は秀司との過去を初めて告白した。


　予想はしていたものの、聞かされた洋人は、「……あの野や郎ろう、やっぱ一発なぐっときゃよかった」と悔くやしげに口の中で小さく毒づく。


「無理することないって……。今のままでいいじゃんか、な？」


「よくない、よくないよ。いやなんだ。いつまでも、こんな風に怯えてるのって……。あいつにいつまでも引きずられてるみたいで、いやなんだよ」


　尚哉は、これ以上秀司の影えい響きようを、この身体にとどめておくことに耐たえられそうにもなかった。


　洋人と自分との間に、秀司の残した傷きず跡あとが存在し続けることが我が慢まんできない。


「洋人くん、おねがいだから──」


　どんなに消しさりたいと思っても、自分一人ではこの傷跡を完全に消せないことも尚哉にはわかっていた。


　傷は心と身体の両方に刻まれている。


　その恐きよう怖ふと苦痛を消すためには、洋人の協力がどうしても必要だった。


「たすけて……」


　すがりつくように見上げると、洋人は少し苦しそうに微笑ほほえんだ。


「んな色っぽい顔でお願いされたら、イヤだっていえねーじゃんかよ」


　この卑ひ怯きよう者、と頰に触れていた尚哉の手を洋人がつかみ、その手の平に唇くちびるを押しあてる。


「……んっ……」


　尚哉は自分からうつぶせになって、ギュッとシーツを握にぎりしめた。


「気分悪くなったらいえよ」


　緊きん張ちように強こわばる背中を、洋人の唇と指が安心させるように優しく触れていく。


（気持ちいい……）


　セックスの快感とは違ちがう、まるでマッサージでもされているかのような優しい触しよつ感かんに、身体の緊張が徐じよ々じよにほぐれていくのがわかる。


　気持ちよさにシーツを握りしめていた指の力が抜ける。


「……あっ、まっ……ふっ」


　湿しめった感触を後ろに感じた。


　慌ててずり上がろうとした尚哉を、洋人の大きな手ががっしりと押さえつける。


「これに関しちゃ、まってはなし。ちっとは楽になるから、ちょい我慢して……」


　尻しりを広げられ、敏びん感かんになっているソコを舌でなぞられる。


「……ああ…やぁ……」


　同時に前をやわやわと刺激され、次いで強くこすりあげられて尚哉は半泣きになった。


　急激に追いあげられ、強い快感に思考を失いかけた頃、ソコに指とも舌とも違う、熱い確かなモノが押しあてられるのを感じた。


「ひっ！……やっ……」


　フラッシュバックした過去の記き憶おくに、とろけかけていた尚哉の身体は一いつ瞬しゆんにして固くなった。


　痛みを予感して、勝手に震えはじめる。


「尚哉……怖こわいか？　やめる？」


　耳元に心配そうな声が響ひびく。


「ひろ……と…くん？」


「ん。──どうする？　やっぱやめるか？」


（だいじょうぶ。……こわくなんかない）


　ここにいるのは、誰だれよりも自分を大切にして，愛いとおしんでくれる存在。


　彼なら絶対に自分を傷つけたりなんかしない。


　いや、たとえ傷つけられたとしても、きっと自分は彼を許せる。


　自分は、誰よりも彼のことを愛おしいと思っているのだから……。


「だいじょうぶ……。つづけて」


「ん」


　優しく脇わき腹ばらをなで上げられ、恐怖とは違う感覚でピクンと身体が震える。


　それでも完全には恐怖を拭ぬぐいきれない身体が、ゆっくりと押し入ってくるモノに怯おびえて硬かたくなる。


「……くっ……ん」


　尚哉は目を閉じ、身体に触ふれる洋人の手の平の感触を、背中にかかる熱い吐と息いきを、ただひたすらに追い続けた。


「ひろと……くん…あっ……」


　名を呼ぶと、ご褒ほう美びのように萎なえかけていた前をキュッと握られた。


　宥なだめるようにそっと刺激され、もどかしいその感覚に思わず腰こしがゆれる。


「……あ…ああ……」


　洋人がゆっくりと腰を使い始めると、切ない熱さがじんわりと広がった。


「なおや……いい？」


「ん……いい……あっ」


　尚哉の嬌きよう声せいに煽あおられるように、洋人の動きが激しくなる。


「あ、……ふっ…ああっ」


　いったん引き抜かれかけたモノを、グッと激しく奥深くまで突つき入れられて、甘い刺激に涙なみだがこぼれた。


「あ……や……っん」


　焦じらすようにかき回されると、もっと激しい刺激を求めてキュッと締しめつけ、自分から腰をゆらしてしまう。


「……いい、なおや」


　うかされたような洋人の囁ささやきが、耳に甘い。


「……も、だめ。…あっ…あ、ひろと……くん、ねが……い」


「後ろだけで、いけそう？」


　こくこくと何度もうなずくと、硬くて熱いモノがいっそう激しく動き出す。


「あ……ああっあ……っ！」


　ひときわ深く突き入れられてこらえきれなくなった尚哉は、ギュッと洋人を締めつけながら絶頂を迎むかえた。


「なお……や！」


　ほぼ同時に、尚哉の中で洋人が放つ。


　熱いほとばしりを内側で感じながら、尚哉は深い開放感を感じていた。





★







「で、昨夜ゆうべはどーなったわけ？」


　翌日、尚哉が診しん療りよう所じよに下りていくと、腰に手を当てた山下がドアの前で仁に王おう立ちしていた。


「……怖いよ、美香」


「怒おこってんだから、とーぜんでしょ。洋人くんとデートだなんて噓うそついて出かけるなんてどーいう了りよう見けんなわけ？」


「噓なんて……。美香が勝手に誤解しただけじゃないか」


　本当のことをいったのに、山下は更さらに怒ったようだった。


「誤解されるような態度をとるほうが悪い！　で、どーなったの？」


「……美香が洋人くんを寄こしてくれて助かった。ありがと」


「なにがどーしてありがとかってことを白状しろっていってるのに」


　そうはいわれても、いくら幼なじみとはいえ、いえることといえないことがある。


「……ノーコメント」


「なによ、それ」


　鼻をつまもうと近づいてくる山下の脇わきをすり抜ぬけ、尚哉が受付のカウンターまで逃のがれたとき、カウンター内の電話が鳴った。


　ぼくが出るからと、山下を押しとどめ受話器を取る。


「はい、香久山歯科医院です」


「尚哉か？」


　受話器から流れてきたのは、もう二度と聞くこともないと思っていた声。


「……秀司」


「よかった。あの女が出たら、どうしようかと思ったよ」


　秀司のいうところのあの女、山下は、尚哉の一言でキッと眉まゆを上げて今にも受話器を奪うばい取りそうな勢いで睨にらんでいる。


「なんの用？」


　尚哉は、山下に受話器を取られないよう両手でしっかりと握りなおした。


「いや……、昨夜は悪かったな。一言謝っておきたくて。少々飲み過ぎだったな」


「……そう？」


　あの程度の酒じゃ酔よわないといった同じ口から出る言葉は、明らかに言い訳だとわかる。


　呆あきれて苦情をいう気にさえならない。


「尚哉の気持ちはよくわかったから、俺は潔いさぎよく身を引くよ。あの坊ぼうやと仲良くな。──ああ、そうだ。もしも地上げの件がどうにもならなくなったら連れん絡らくしてくれ。純じゆん粋すいなビジネスとして、相談にのるよ」


「………それは、どうも」


「じゃあな」


　通話が切れ、尚哉は受話器を置いた。


「で、なんだって！」


　その途と端たん、顔がくっつきそうな勢いで山下に突っ込まれた。


「潔く身を引くって……。あと、弁護士が必要だったらビジネスとして相談にのるって」


「あっきれたー。どこまで格好つけりゃ気が済むのかしら」


「格好つけだって、美香も思う？」


「思うわよ。自分がふられたってのが気にくわないから、自分から手を引いたんだってことにしときたいだけなんでしょ？──でも、ああいう奴やつだから、自分から撤てつ退たい宣言した以上、二度と尚哉にはかまわないでしょうね」


　それはそれで安心、と山下は嬉うれしそうだ。


「心配かけてごめんね」


「はいはい。──あ、そうだ。昨夜さ、笠井先生から電話があったの」


　それで帰るの遅おそくなったから、洋人くんにも会えたのよねと、山下がいう。


「地上げの件で？」


「うん。解決したって」


「え？　噓、早すぎない？」


「笠井先生の人徳のお陰かげ」


　うわさの出所を突き止めたら、笠井弁護士がむかし面めん倒どうをみたことのある不動産屋だったのだそうだ。


　秀司がいったように、隣となりの空きビルと尚哉のビルとをあわせた土地に、マンションを建てる計画を密ひそかに進めていたらしい。


　当時とは代だい替がわりしていたものの、引退した先代に話をしたら、笠井先生のためならばと、先代が息子を諫いさめてくれたのだそうだ。


「伊達だてに年寄りなわけじゃないよね」


　エヘンと、山下が自分のことのように威い張ばる。


「そう、よかった」


「でもなぁ……。あたし、絶対今回の件に秀司がからんでるんだと思ってたんだけどな」


「タイミングからして違ちがうと思うけど」


「じゃ、便乗犯？」


「そんな感じかな？　でも、もう秀司のことなんてどうでもいいよ」


「そっか」


「うん。──昼休みにでも、笠井先生にお礼にいってくるよ」


「あ、それいいって。笠井先生、最近、部分入れ歯の具合悪いから自分から来るってよ」


「じゃ、念入りにみてあげなきゃね」


「そうしてあげて」


　おっとりとして気さくな老弁護士の姿を思い出し、二人して自然に笑えみがこぼれる。


　それじゃあ今日も一日よろしく、と気合いを入れ直して、尚哉は診察室に向かった。


　機材の準備を始めたが、ふと重要なことを思い出して、もう一度待合室に戻もどった。


「美香、あのさ」


「なに」


　山下は、パソコンで今日の患かん者じやリストをチェックしている。


「婚こん約やくしたんだって？」


「………誰だれから聞いたの？」


　秀司、と告げると、山下はあの野や郎ろうと拳こぶしを握にぎりしめた。


「おめでたいことなのに、なんで教えてくれなかったのさ」


「………喧けん嘩かしてるのよ」


「え？」


「だから、結ゆい納のう交かわしたその日に喧嘩して、それきり会ってないの！　結婚式の日取りだってまだ相談してなかったしさ、いえるわけないじゃん」


「結納って、いつだったわけ？」


「………正月休み中」


「えっ！　二ふた月つき近く経たってるよ」


　それはまずいんじゃないか、早く謝ったほうがいいよと、尚哉がオロオロすると、その必要はないと山下が威張る。


「こういうのは最初が肝かん心じんなのよ。結婚決まったからって旦だん那な面づらして威張られないように、向こうが折れるまで待つわ」


「………あんまり意地はると後こう悔かいすることになるよ」


　尚哉がそういうと、山下はビックリしたような顔になる。


「なんだよ」


「あんた、大人になったわね～。育てた甲か斐いがあるってもんだわ」


　同い年の幼なじみにそこまでいわれると、さすがに尚哉も複雑な心境になった。








「あのさ、昨夜いい忘れたんだけど、例のＣＭの仕事の都合で、マジでしばらくは忙いそがしくなりそうなんだ」


　同じ日の夜、尚哉のマンションを訪おとずれた洋人が酷ひどく気まずそうにいった。


「どれぐらい？」


「ＣＭ三本分とあとポスターとか、パンフレットとかの撮さつ影えいもあるし、あと前々から入ってた仕事もしなきゃで、確実に半月はつぶれそーな勢い」


「そう……」


「あ、でもさ、電話は毎日するから」


　大だい丈じよう夫ぶか？　と心配そうに聞いてくる。


「洋人くんは平気？」


「ヘーキじゃねーって、寂さびしーに決まってんじゃん」


「そう？　じゃあ、ぼくはだいじょうぶだよ」


　尚哉の返事に洋人がキョトンとする。


「洋人くんが寂しいって思ってくれてるってわかったから、寂しいのも我が慢まんできるってこと」


　お互たがい様だからね、と微笑ほほえみかけると、洋人は安心したようだった。


「あ、それとさ、我慢できなくなったら、この前みたいにこっそり忍しのび込んで、ベッドに潜もぐり込んでもいーか？」


「ぼくを起こしてくれるならね。……ぼくからも電話していい？」


「ん。携けい帯たいのほうによろしく。尚哉のだけ着メロ変えとくからさ。──それと、これ」


　洋人は持ってきた大きなリュックから、クリスタルの写真たてと自分の写真を山ほど取り出した。


「これ、どうしたの？」


「ん？　寂しーときってさ、写真一枚でもあると、けっこー慰なぐさめられたりすんだよなー」


　好きなの選べよと、テーブルの上に写真をバラバラとばらまく。


（自分の写真をこんなに……）


　ナルシストでもない限り、普ふ通つうの人は自分の写真をあまり人には見せたがらないものなんじゃないか、少なくとも自分は見せたくないけどなぁと尚哉は思う。


　洋人はモデルだけあって、その辺の感覚が麻ま痺ひしているんだろう。


　テーブルの上に並べられた写真は、どれもこれもバイト中に撮とられたものらしく、最新の流行の服に身を包んだ洋人が、艶つやのある笑みを浮うかべている。


（洋人くんのファンの子たちなら、こういうのが欲しいんだろうけど……）


　重なり合っている写真を指先で退どけながら、一枚一枚みていた尚哉は、一枚の写真の上で指を止めた。


「この写真がいい」


　高校の制服に身を包んで、顔をクシャッと歪ゆがめ楽しげに笑っている洋人の写真。


「うそ、マジで？　どーせだったら、もっとちゃんと正面を向いててさ、目だってちゃんとあけてる奴のほーがよくねー？」


「よくない。──この写真、ぼくが知ってる一番洋人くんらしい、いい表情だと思うし」


「そっか？　ならいいけどさ」


　洋人は尚哉から写真を受け取ると、いそいそと自分で写真たてにセットする。


「ま、こんなもんか」


　洋人は写真たてに入れた自分の写真をマジマジと眺ながめた。


「あ、俺もさ、尚哉の一番いー顔の写真を持ち歩いてんだぜ」


「え？　どれ？」


　これこれ、と、嬉き々きとした表情の洋人が尻しりポケットからパスケースを取り出す。


　受け取った尚哉は愕がく然ぜんとした。


「………こんなの、いつ撮ったの？」


「カメラを貰もらった日の翌朝」


「知らなかった」


　パスケースの中の写真は尚哉の寝ね顔がおのアップだった。


　よくよくみると、微かすかにだが首筋にキスマークが見て取れる。


「没ぼつ収しゆう！　この前の旅行のときの写真にしといてよ。これは駄だ目め」


　こんな写真を、誰にみられるかわからないパスケースに入れられて持ち歩かれていると思うと、顔から火が出そうなほどに恥はずかしい。


　尚哉はパスケースから写真を抜ぬき取って、自分の背中とソファーとの間に隠かくした。


「あ、ケチ。いーじゃんかよ」


　返せよ、と隙すき間まに突つっ込んでこようとする洋人の手を、パシパシとたたき落とす。


「駄目。あんな、いかにもやりましたって写真じゃなくてもいいじゃないか」


「よくねーよ。あれが俺が知ってるなかで一番幸せそーな尚哉のいい顔だもんよ」


「前に笑った顔が好きだっていってくれなかったっけ？」


「ん。笑った顔が一番好きで、あれが一番いい顔なんだって」


「じゃあ、二番目のいい顔の写真を選んでよ。あれだけはだめ！」


「やだね」


「──わっ！」


　尚哉の抵てい抗こうに手を焼いた洋人は、ひょいっと尚哉を担かつぎ上げ脇わきへ寄せると、悠ゆう々ゆうと写真を取り戻した。


　パスケースにもう一度しまいなおして、よしと満足そうに眺めている。


「それはいやだっていってるのに……」


「きけるお願いときけねーお願いがあんだよ。──これはぜってーゆずらねーかんな」


　守るように、パスケースを尻ポケットの中にしまい込んでしまう。


「じゃあ、いいよ。洋人くんが寝てる間に盗とるから」


「無む駄だ無駄。ネガは俺が持ってんだぜ」


　すねる尚哉に、洋人がニッと笑いかける。


「洋人くん、意地悪だ」


　さらにすねると、洋人は困った顔をする。


「いや、でもさぁ──」


　洋人は尚哉の隣となりに座ると、尚哉の機き嫌げんをとるべくあれこれと言い訳をはじめた。


（こういう言い訳は好きだな）


　洋人の言い訳は、秀司の自分を守るための言い訳とはまったく違ちがう。


　言い訳されればされるほど、愛されてるんだという実感が胸を温かくする。


（もうちょっとだけ……）


　あの写真を持ち歩くのを許す気になりはじめていたものの、尚哉は洋人の真しん剣けんさが愛いとしくてすねたふりをし続けた。




意地悪なきみたち










　山下に、洋人のマネージャーである才籐から電話だと呼び出され、またなにか注意されるんだろうかと、尚哉は身構えつつ受話器を耳に当てた。


　その途と端たん、受話器の向こうで激しくせき込む音がする。


「あの、……大だい丈じよう夫ぶですか？」


「し、失礼……。少々酷ひどい風邪かぜをひき込みまして」


　以前に話したときとは別人のような、かすれた鼻声だった。


「それで、あの、今日はなにか？」


「実はですね──」


　ひとつお願いがありまして──と、非常に低姿勢な態度で才籐が用件を話し出す。


　話が終わり、受話器を置いたときには、尚哉は微び妙みように怒おこっていた。


「どうかした？」


　山下の心配そうな声に、電話を睨にらんでいた視線をそのまま上げる。


「した。……美香、お粥かゆの作り方って知ってる？」


「なんで？」


「教えて」


「あたしは、なんでお粥の作り方を知りたいのかって聞いたつもりだったんだけど……。尚哉、あんたさ、怒るより先に日本語の勉強しなおしたほうがいいんじゃないの？」


　山下は、尚哉の怒りが伝染したかのように、片かた眉まゆを引き上げ胸を張って威い張ばっている。


　かなわないと悟さとった尚哉は、お説ごもっとも、と素す直なおに白旗をあげた。





★







　季節は初春。


　洋人が出演しているＣＭがオンエアされ始め、新学期も始まり高校三年生になった洋人は忙いそがしい生活を送っている。


　と、尚哉は思っていたのだ。


　だが、事実は随ずい分ぶんと違ちがっていたらしい。


（誰だれが忙しすぎてメールで精せい一いつ杯ぱいだって？）


　ここ五日ほど洋人からの電話はピタッとやんでいて、その代わりのように携けい帯たいにメールがちょくちょく入ってきていた。


　ＣＭの撮さつ影えいで親しくなったスタッフ達が、オンエアが始まったせいで興奮しまくって始終周囲をうろついていて電話できないし、夜は夜でスポンサーのおっさん達の接待につき合わされていると、メールの文面には書いてあったのに、それがまったくの大おお噓うそだったのだ。


「あんたに心配かけたくなかったのよ。大目に見てやんなさいよ」


　そう山下はいうけれど、尚哉の怒りは収まらない。


　そんなに忙しいなら、こちらから電話をかけるのも控ひかえたほうがいいんだろうなという気き遣づかいが仇あだになって、才籐から電話をもらうまで、洋人が酷い風邪をひき込んでいることを尚哉はまったく知らなかった。


　しかも、ほとんど一人暮らしに近い状態の洋人の面めん倒どうを才籐がみていたらしい。


　そのせいで風邪をひいてしまって面倒がみきれなくなったからと、才籐に代打を頼たのまれてしまったのだ。


　こちらのスタッフが生あい憎にくみな手がふさがっていて他ほかに頼める人がいないから、誠まことに申し訳ないのですが、食料を差し入れるだけで充じゆう分ぶんですのでよろしくお願いしますと、異様に低姿勢に頼み込まれて、尚哉は凄すごくむかついた。


（頼まれなくたって、知ってたらぼくが面倒みてあげたのに）


　洋人の面倒を幼よう稚ち園えんの頃ころから見てきたという才籐相手に、張り合ったりやきもちを焼いたりするのが愚おろかなことだとわかってはいるが、尚哉にはどうにも我が慢まんならない。


（なんで、才籐さんなわけ？）


　洋人も洋人だ。


　高熱を出して苦しんでいるのなら、まず最初に恋こい人びとである自分に連れん絡らくしてくればいい。


　知らせてさえもらえれば、なにをおいても駆かけつけたのに……。


　困ったり、苦しかったりするときに頼たよってもらえない自分が酷く情けない。


　結局のところ、尚哉は洋人に頼ってもらえなかった自分に対して怒っているのだった。








「お粥ならコンビニで売ってるから」


　お粥を最初から作ろうと思うと時間がかかるし、作った挙げ句まずかったら最悪。


　最近のレトルトのお粥は美味おいしいし種類も豊富だから、最初からそっちを買っていったほうがいいというのが、山下の意見だった。


　山下に最終奥おう義ぎを授けられた尚哉は、最後の患かん者じやの治ち療りようを終えると、飛び出すようにして診しん療りよう所じよを出た。


　向かう先は当然、洋人の家。


　道すがらに八百屋を見つけ、風邪にはやっぱりこれかなとリンゴとイチゴを購こう入にゆう。


　お粥を買うつもりで入ったコンビニでは、お粥以外にスポーツドリンクや額に貼はるタイプの冷れい却きやく剤ざい、洋人が好きそうなデザートやらアイスやら、目に付いたものを片かた端はしから買い込んでしまった。


（これは、ちょっと買いすぎたかな）


　気がついたときには、尚哉の両手にはずっしりと重いビニール袋ぶくろが三つもぶら下がっていた。


　才籐に教えられた洋人の自宅は、尚哉の診療所から徒歩で十分もかからない場所だった。


（すご……、おっきい）


　普ふ通つうの民家が軽く三軒以上は入りそうな敷しき地ちを高い塀へいが囲んでいる。


　塀に沿うように植えられた常緑樹のさらに内側に、三階建てらしい家があった。


　まるで長方形のキューブを組み立てたような凸でこ凹ぼこした外観に、斜ななめに切りとったかのような鋭えい角かくな屋根。コンクリートの打ちっ放しの壁へき面めんには長方形の大きな窓が不ふ揃ぞろいに並んでいて、奇き妙みように不安定な雰ふん囲い気きを漂ただよわせる家だ。


（きっと、有名な建築家とかのデザインなんだろうけど……）


　家には向かないデザインだなと尚哉は思う。


　これがなにかのスタジオだとかいわれれば素す直なおに納なつ得とくできるのだが、あまりにも奇き抜ばつな外観からは人の生活臭しゆうがしなさ過ぎる……。


「っと、いけない」


　家を見上げて間ま抜ぬけにもぽかんと開けてしまっていた口を締しめ、門の脇わきについているインターフォンを鳴らした。


『なおや？』


　鳴らした途端、スピーカーから洋人のものらしいかすれた声が聞こえた。


「そう……だけど、なんでわかったの？」


『さっき、才籐さんが電話くれたんだ。尚哉の携帯にかけたのに山下のおねーさんがでるんだもんよ』


「あ、そっか」


　慌あわてて飛び出してきたから、診療所に携帯を忘れてしまったのだ。


「とにかく、ここ開けてよ。この門、電子ロックとかなんでしょ？」


『そーだけど……。開けねーよ』


「なに、それ？」


『風邪ならもう治った。尚哉帰っていーからさ』


「なんでそんなこというの？」


『……風邪うつったら、まずいだろーが』


「あ、そう。そーなんだ」


　むかっときた。


「別に良いけど……。でも開けてくれるまで、ここにいるからね。まだまだ夜は寒いから、こんなトコにいると風邪ひいちゃうかもしれないけど、ぼくが勝手にやったことだし、洋人くんは気にしなくていいからね」


　我ながらなんて嫌いや味み臭くさい言い草だと思ったが、さすがに効果覿てき面めんだった。


　微かすかな電子音がして、固く閉じられていた門が勝手に開いていく。


　開ききる前に身体からだを斜めにしてすり抜ぬけ、玄げん関かんに続く道を駆け足で一気に駆け抜ける。


「あ～あ、マジできちゃったか」


　尚哉が手をかける前にシルバーのドアが開き、中から毛布を肩かたにかけた洋人が顔を出した。


「洋人くんが心配してくれるのは嬉うれしいけどさ、ぼくには心配する権利も与あたえてくれないってのはあまりにも酷ひどくない？」


　ただでさえ自分に怒おこっていたのに、今の一件でさらに機き嫌げんを悪化させた尚哉は一気にまくしたてた。


「ん～、だってさ、尚哉一人で診しん察さつしてるんだし、風邪かぜなんかひいたら仕事に支障あんだろーが」


「おあいにくさま。ぼくは誰かさんと違って、滅めつ多たに風邪はひかないし、ひいてもそんなに悪化しない質たちなんだ。職しよく業ぎよう柄がら、インフルエンザの予防接種だってちゃんと受けてるしね。才籐さんみたいにうつったりしないよ」


「才籐さんの風邪は俺がうつしたんじゃねーぞ。俺、熱だけで咳せきも鼻もでねーもんよ」


「そう？──そこ、どいてよ！　中に入れないだろ」


「あ、ごめ……」


　尚哉の剣けん幕まくにびびったのか、洋人が慌てて後ずさる。


「で、今は熱何度あるの？」


　困ったように見下ろしてくる洋人を下から睨にらみつけて聞いたら、「三八度ジャスト」と素直な返事が返ってきた。


「うそ……。もう、なにやってんだよ！　そんな熱があるなら、おとなしく部屋で寝ねてなきゃ駄だ目めじゃないか」


「尚哉が来るって才籐さんがいうから……」


「ぼくが悪いの？」


「………違ちがいます」


　わかればよろしい、と尚哉は洋人の背中を押して自分の部屋へと追い立てる。


（なんか、美香になったみたいな気分だ）


　尚哉自身が、山下によくこんな風に追い立てられて叱しかられている。


　心配が高じての逆ギレというやつを実体験して、改めて幼なじみのありがたみを実感した。








　洋人の部屋は三階部分にあった。


　意外に片づいている。というか、散らかすのが一苦労だと思えるほどに広い部屋だった。


　基本的に長方形なのだが、外観から想像できるままに、変なところで壁かべが出っ張ったりへこんだりして、その角々にテレビやら机やら観葉植物やらがおかれている。


（なんか、落ち着かない部屋……）


　キョロキョロしながら部屋の中に侵しん入にゆうしていくと、一番奥の部分に、Ｌ字型のようにちょっとだけ飛び出しているところがある。


　どうやらベッドスペースになっているらしいその部分の、斜めに切り取られた天てん井じようには大きなスクリーンが貼られていた。


「あ、それ電動で動くんだ。で、その下っていうか、上はガラスはまってんの。天気のいい日にスクリーン開けると、青空が見えるって趣しゆ向こう」


　ポカンと口を開けて見上げる尚哉の背後から、洋人がウキウキと説明する。


「じゃあ夜はプラネタリウム？」


「ん。でも、外が明るいから小さい星は見えねーけどな。──今度寝てみる？」


「うん」


　楽しみと素直にうなずいてから、尚哉ははたと我に返った。


「……洋人くん、ベッドに入って」


「へ～い」


　首をすくめつつ洋人が毛布ごとベッドにあがっていく。


　その様を眺ながめていた尚哉は思わず盛大なため息をついてしまった。


「ねえ、洋人くん。もしかして、ずっとそれ食べてたの？」


　キングサイズらしいベッドの枕まくら元もとには、チョコやらクッキーやらの空き箱が山ほど転がっているのだ。


「ん～、だってさ、熱のせいで味わかんねーから、メシまずいんだもんよ」


「お菓か子しだって同じじゃないの？」


「大おお雑ざつ把ぱに甘いのはわかるからヘーキ」


「あきれた……」


　よくよく聞いてみると、才籐が持ってきてくれた食料にはほとんど手をつけないまま、ファンの子たちにもらったりして溜たまっていたお菓子をずっとぼりぼりやっていたらしい。


　家政婦もいてくれてたはずだと思っていたのだが、食事の支し度たくをしてくれていたのは昔の話で、今では掃そう除じと洗せん濯たくのみだとか。


　そんな調子だから薬もほとんど飲んでいないという。


「あ、でも、寝る前に歯は磨みがいてるぞ」


　そんなことをいわれてもちっとも嬉しくない。


　尚哉はベッドの上を掃除するようにと洋人に言いつけ、自分は玄関先におきっぱなしにしていたビニール袋ぶくろを取りに行った。


　洋人がいうには一階がパーティーやイベント用のスペースで、二階が客用寝しん室しつと応接室。三階が家族のスペースということになっているらしい。


　各階にキッチンやバスルームがあるのはまだいいとしても、ランドリールームまで発見した尚哉は、さすがに開いた口がふさがらない。


　尚哉が生まれ育った家も医者の家だけあって一いつ般ぱんよりは広めだし、生活レベルも上のほうだったがそれでも常識の範はん疇ちゆうだった。


　だが、この家は確実に一般家庭のレベルから逸いつ脱だつしている。


　たまに泊とまる分にはいいかもしれないが、ここはやっぱり生活したい家じゃない。


　掃除することを思うと、無む駄だに広いスペースが憎にくらしくなりそうだ。


（お粥かゆでなくてもよかったかな）


　あれだけ盛大にお菓子を食べれるんだから胃のほうに風邪の影えい響きようはないのだろう。


　こんなんじゃ腹の足しにもならないかもしれないと思いつつ、レトルトのお粥を温める準備をしていると、


「なにつくってくれんの？」


　と、洋人の声がした。


「つくるってほどじゃ……。ただのお粥と、イチゴとリンゴのヨーグルトサラダだけだし」


「ふ～ん、楽しみ」


「そう？　ただのレトルトだよ」


「尚哉も食ってくんだろ？」


「うん」


「じゃ、やっぱ楽しみ」


　妙みように低い位置から声が聞こえたような気がして振ふり向いたら、洋人は壁にもたれるようにして座り込んでいた。


「洋人くん、部屋で寝てたほうがいいよ」


　近づこうとすると、洋人は「ヘーキヘーキ」と手で制した。


「せっかく尚哉がきてんのに、離はなれてんのもったいないしさ」


「そんなこというんなら、連れん絡らくしてくれればよかったのに」


　思わず恨うらみがましい声になってしまう。


「へいへい」


　ふざけた調子で洋人は返事を返したが、やっぱりさっきより少し元気がないみたいだ。


　尚哉は、早く洋人を部屋に戻もどすために作業の手を早めた。








　夜になると熱があがるという洋人は、それでもよく食べた。


　出したものを全部食べた上に、尚哉が買ってきたデザートやアイスまで平らげて、満足げにベッドに転がっている。


「頑がん丈じようにできてるなんていった癖くせに、随ずい分ぶん酷ひどい風邪かぜひいたみたいだね」


　後片づけを終えた尚哉が枕元に腰こし掛かけて話しかけると、洋人は嬉うれしそうに片かた肘ひじをついて上半身を起こした。


「撮さつ影えいでヒデーめにあってさ」


「例のＣＭ？」


「ん、そ」


　洋人は出演しているデジカメのＣＭの中で、中世の騎き士しのような格好をさせられていた。


　今放映されているＣＭの第二弾だんとして、湖の底に隠かくされた秘宝を取るシーンを撮とったのだそうだが、それがどうやら散々だったらしい。


　尚哉にはよくわからないのだが、洋人の話では超ちよう人気のゲームソフトのキャラクターのコスプレになっていて、ゲームのストーリーとＣＭの内容がシンクロしているらしい。


　ＣＧ画面と合成するとかで撮影は潜せん水すい用のプールで行われたのだが、本物に忠実に作られた鎖くさり帷子かたびらをつけたままで素す潜もぐりさせられたのだという。


「素人しろうとに十三キロの重りをつけたままで潜れっていうんだもんよー。マジ窒ちつ息そくして死ぬかと思った」


　命いのち綱づながなかったらマジやばかったと洋人がいう。


　その疲つかれで風邪をひいたんだろうと尚哉は思ったのだが、その話にはまだ続きがあった。


　たまたま撮影を見に来ていたスポンサーのお偉えらいさんが、プールから上がった洋人に話しかけてきて放してくれなかったのだそうだ。


　冷え切ってる金属を身体からだに巻き付けたずぶぬれの格好で三十分、しかも「いやぁいい身体してるね。最近の若い子は足が長いな。ほんとにスタイルいいねぇ」と、そのお偉いさんに舐なめ回すように見つめられたのだと……。


「うすっきみ悪くてさー、もーゾクゾクしちゃったから、あれもぜってー原因の一つだよな」


　不満そうな洋人には悪いが、尚哉は思わず笑ってしまっていた。


「でも、ついつい見ちゃう気持ちもわかるなぁ。ＣＭの洋人くん、ほんとに格好いいもんね」


「尚哉に見られるんならいくらでもＯＫだぜ」


　触さわってもらえるともっと嬉しいけど、と誘さそうように囁ささやかれて、尚哉は軽く身を乗りだし洋人の唇くちびるに触ふれるだけのキスをした。


「もっと」


「だめだよ。風邪がちゃんと治ってからね」


　風邪がうつることを心配していた人のセリフだとは思えないなとちょっと呆あきれながら、洋人に体温計を手て渡わたし、計らせる。


　熱は尚哉が来たときよりもあがっていた。


　尚哉は、まだまだしゃべりたがる洋人の額に冷れい却きやく剤ざいを貼はり付けて、むりやり毛布の中に押し込んだ。


　約十分後。


　寝ねつきのいい洋人の唇から寝息が聞こえてくる。


　熱のせいで苦しいのだろうか、いつもより少しだけ呼吸が浅いような気がする。


（とりあえず、着き替がえ用意しとこうかな）


　熱があるだけにかなり汗あせをかいているようだ。夜中にでも着替えさせたほうがいいかもしれない。


　部屋をあちこち物色して、タオルやら着替えやらを勝手に引っ張り出すと、もうやることはなくなった。


　洋人の本ほん棚だなをのぞいてみたが、尚哉の興味を引かない漫まん画が本が並んでいるだけだ。


（ま、いいか）


　尚哉は大きなクッションと毛布を持って、洋人のベッドまで戻り、洋人の顔が見える場所に陣じん取どった。


　声を聞くのは五日ぶりで、顔を見たのはほぼ二週間ぶり。


（洋人くん、少しやせたかな……？）


　それが風邪のせいなのか、最近のハードワークのせいなのか、尚哉には判断がつかない。


　少し前だったら、こんなに長いこと離れていたら、不安でしかたなくなっていただろうけど、今の尚哉は自分でも不思議なほどに安定していた。


　仕事が忙いそがしくなって、世界がだんだんと広がっていく洋人を見つめ続けていくのは、やっぱり少し辛つらいし、一年後二年後の洋人にも愛されているはずだという自信がついたわけでもない。


　ただ、洋人が誰だれよりもなによりも大事だといってくれる今の自分を、もう少しだけ信じてみようと思うようになっていた。


　勝手にいじけたり怯おびえて卑ひ屈くつになったりして、洋人が慈いつくしんでくれている今の自分をおとしめるようなことだけはしちゃいけないのだと……。





「……なおや」


　ぼんやりと洋人の寝顔を見つめ続けているうちに、うたた寝してしまったらしい。


　尚哉は自分を呼ぶ洋人の声で目を覚ました。


　喉のどが渇かわいたんだろうかと立ち上がりかけたら、洋人に手首をつかまれた。


「かえるんか？」


　酷ひどく無防備な表情で見つめてくる洋人の手は、汗ばんでいて熱い。


　熱で少し潤うるんだ目が、捨てられた子犬のように見えた。


（熱のせいで、寝ぼけてるのかな……）


「帰らないよ。今日はここにいるから」


「ん」


　最初からそのつもりだった尚哉がそう囁くと、洋人は安心したように手首をはなしてくれた。


「喉かわかない？」


「へーき」


「じゃあ、着替えようか？」


　熱が随ずい分ぶんあがってしまったらしく、ぼんやりしている洋人をうながして、パジャマを着替えさせ、枕まくら用のアイスノンを交こう換かんする。


「こーいうのっていーよな」


「こういうのって？」


「病気んときに誰かがいてくれるのって、なんかスゲー安心する」


　洋人が微かすかに微笑ほほえみ、尚哉は胸が痛くなる。


（洋人くん、ずっとこの家で一人だったんだ）


　才籐に面めん倒どうを見てもらっていたのだと洋人はいっているが、才籐にだってプライベートがある以上始終一いつ緒しよにいたわけがない。


　母親にほったらかされた孤こ独どくな子供が、こんなに広い家に一人きりで夜を迎むかえる姿を想像するとたまらないものがある。


「もっと小さかった頃ころに風邪ひいたときとか、お母さん、来てくれなかったの？」


　どうしても気になって聞いたら、「かーちゃん、忙しいからなー」と当たり前のことのように洋人は呟つぶやいた。


「──ぼくはここにいるからね……」


　洋人の熱い頰ほおに手の平を当てて「朝までちゃんといるから」と囁くと、洋人は尚哉の手をつかみ、酷く嬉しそうに微笑みながらすうっと眠ねむりに落ちていった。





　洋人につかまれた手をそのままにしておきたかった尚哉は、洋人を起こさないようにそっと隣となりに潜り込んだ。


（こういうのって初めてかも……）


　洋人と過ごすようになって随分経たつけど、どんなときでも自分のほうが洋人に頼たより切ってばかりいたような気がする。


　自分でも洋人を安心させてあげられることができるんだと思うと、不思議に穏おだやかで甘い気分になっていく。


　尚哉は、飽あきもせず洋人の顔を眺ながめ続けていた。
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　目覚めたとき、洋人は一いつ瞬しゆん自分がどこにいるのかわからなかった。


　目をあけるまでは、腕うでの中にいる馴な染じんだ華きや奢しやな身体の感かん触しよくから違ちがう部屋を連想していたのだ。


「……なんだ、俺んちか」


　目をあけて現実を認にん識しきした洋人は、じゃあ腕の中の感触は夢だったんだとがっかりした。が、


「ん……」


　洋人が動いたことで眠りを覚まされかけた尚哉が、洋人の腕の中で微かすかに身じろぐ。


（あ……ほんものだ）


　尚哉の寝顔を見た途と端たん、昨夜の記き憶おくが甦よみがえってくる。


　息苦しくて何度か目を覚ましたが、その度たびに心配そうに覗のぞき込んでくる顔や、熱を確かめるかのように頰や額に触れてくる少し冷たい手の平の感触が宥なだめてくれた。


　そのお陰かげだろうか、夜半を過ぎたあたりからは目を覚ますこともなく熟じゆく睡すいできた。


　熱を出し始めた頃から、意味もなく焦あせったり重圧感に押しつぶされそうになる夢を見るようになっていたのだが、それも見なかった。


　ずっと頭の奥底をさいなんでいた鈍どん痛つうも消えて、スッキリした気分だ。


「さんきゅ」


　眠る尚哉の頰に、そっと唇くちびるで触ふれてから洋人はベッドを下りた。








　シャワーで汗を流して部屋に戻もどると、目が覚めたばかりらしい尚哉がベッドの上に座ってぼんやりしている。


「おはよ」


　洋人はタオルで髪かみを拭ふきながら声をかけた。


「あ、洋人くん。熱があるのにシャワー……な…ん…か……」


　心配そうな尚哉の顔が、一瞬放心したようになり、最後には俯うつむいて見えなくなってしまう。


「ヘーキヘーキ。もう下がった。──薬より尚哉のほうが効くみてーだな。やっぱもっと早く来てもらえばよかったよ」


「絶対に今度からそうして」


「ん。──尚哉、どーかした？」


　洋人はベッドに座ると、俯いたっきり顔を上げようとしない尚哉の顔を覗き込んだ。


「顔、あかいぜ。……もしかして、風邪かぜうつったとか」


「そんなことない。大だい丈じよう夫ぶだよ」


「んじゃ、なんで？」


　肩かたを押して自分のほうを向かせようとしたのだが、思いっきり顔を背そむけられて逃にげられる。


「もしかして、なんか怒おこってる？」


「怒ってないよ。怒ってないから……、あの…お願いだから……」


　服、着てくれないかな、と尚哉が小さく呟く。


「へ？」


　いわれて、洋人は自分の身体からだを見下ろした。


「なんで？　別にいーじゃんか」


　自分の家にいるときの洋人は、シャワーを浴びた後、汗あせがひくまで裸はだかで過ごすのがいつものパターンだった。


　尚哉相手に気を遣つかうこともないだろうと、普ふ段だん通りに行動したのだが、いけなかったのだろうか？


「熱が下がったからって油断しちゃ駄だ目めだよ。湯冷めしちゃうし……」


「ヘーキだって」


「駄目」


　服を取ってきてくれるつもりらしく、しょうがないなぁと呟きながら、尚哉がベッドを下りようとする。


　それを横目で見ていた洋人は、顔だけじゃなく、尚哉の耳までが赤くなっているのを見て、やっとピンときた。


「もしかして照れてんの？」


「っ……」


　図星だったらしい。


　尚哉はピタッと止まると、もう一度ベッドに座り込んだ。


「俺のヌードなんて見慣れてんだろ」


「……それとこれとは違うよ」


「なにがどう違うわけ？」


　洋人は、照れたまま依い然ぜんとしてこちらを向こうとしない尚哉を抱だき込んで押し倒たおし、強制的に視線をあわせる。


「なぁ、教えろよ」


「……どうだっていいじゃないか、そんなこと」


「よくねーって、気になるじゃん。……もしかしてさぁ、尚哉──」


　俺のヌード見て感じちゃったとか？


　と、わざと吐と息いきがかかるように耳元で囁ささやく。


「ちがうよ。そうじゃなくて、……っ」


　答えをいいかけたのに、尚哉は肝かん心じんなところで口を閉じてしまった。


　すねたように横を向いて、キュッと唇を尖とがらせている。


「違うのか、残念。──俺だったら、マジ感じちゃうけどな。だって、二週間ぶりなんだぜ」


　それなのに、まだキスすらちゃんとしていない。


　この尖った唇を舌先で懐かい柔じゆうして、甘く柔やわらかくなったところを深く味わいたい。


　だがそれは、さすがに風邪をうつしてしまいそうでためらわれる。


　しかたなく、洋人は赤くなっている耳たぶを甘嚙がみして舐なめ上げる。


「ちょ……駄目、だよ。洋人くん。病み上がりなんだから」


　脇わき腹ばらから手を入れて、手の平全体で久しぶりの肌はだの感触を楽しんだら、組み敷しいている身体が感じるまいとして強こわばるのを感じた。


「いいじゃんか。もうヘーキだって」


「駄目だって……。ぼく、今日仕事だし」


「今日って何曜日？」


　風邪で学校も仕事も休んでいた洋人はすっかり曜日感覚がなくなっていた。


「土曜だよ。二時で仕事終わるからさ、だから、あの……」


「良い子にしてたらご褒ほう美びくれる？」


　尚哉が言いよどんだ言葉を、自分なりに繫つなげてみる。


　正解だったらしく、尚哉はこくんとうなずいた。


　仕事だというのなら、朝から無茶はできない。


「じゃ、予約を……」


　目覚まし時計で時間を確認してから、洋人は尚哉のシャツのボタンを外し、胸むな元もとに直接唇で触れ、強く吸い上げる。


「だめ……、っあ……」


　押しのけようとする尚哉の腕の力は弱い。


　調子にのった洋人は、誘さそうように盛り上がってきた赤い実に唇を移動させた。


「……や……、だめ、お願いだから……ね？」


　甘えたような声で駄目といわれても別の意味にしか聞こえない。


「じゃ、なんで照れたのか正直に白状しなよ。そしたらやめるからさ……」


「……いや」


「んじゃ、やめねー」


　力が抜ぬけている身体から、手早くシャツをはぎ取って二の腕うでのやわらかな部分を舐め上げ、吸い上げる。


　弱い脇腹を指先でくすぐり、さらに下へ移動しようとしたら、さすがに観念したらしく、「いうよ、いうからそれ以上はだめ」と悲鳴のような声をあげる。


「ん」


　ずり上がってニンマリと笑いながら、尚哉の顔を覗のぞき込む。


「………最近の若い子はホントにいい身体してるね。足が長いなぁ。スタイルいいし、肌もつやつやだ」


　ぷいと横を向いた尚哉が、抑よく揚ようのない口調で読み上げるように聞き覚えのある台詞せりふをいう。


「なに、それ」


　洋人はキョトンとした。


「洋人くんが嫌いやがってたオヤジと同じことを思ってみとれちゃったんだよ」


「尚哉から見られんのはヘーキだっていっただろ？　むしろ大だい歓かん迎げい。なんでそれで照れるわけ？」


「だって……」


「だって、なに？」


「………」


　往おう生じよう際ぎわがわるい尚哉は、また唇くちびるを閉とざしてしまう。


「いわねーんなら、続きやるぞ」


「っ……」


　口を閉ざしたままの尚哉がいやいやと首を振ふる。


「じゃ、いえよ」


「………」


　どうあっても白状するつもりはないらしい。


　しばらく待ってみたが、唇が開く気配はない。むしろいっそう強く引き結ばれる。


「しょうがねーなー」


　洋人は尚哉の頑がん固こさにあきれたが、同時に手を出す口実を作ってもらってありがたくもある。


「──泣いちゃう前に白状しろよな」


　ちゃんと逃げ道を作ってやってから、嬉き々きとして洋人は尚哉の肌に再び触ふれる。


　洋人にとってはありがたいことに、結局、最後まで尚哉は白状しなかった。
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（洋人くんのバカ）


　気け怠だるい身体からだを引きずって、尚哉は診しん療りよう所じよへの道を急いでいた。


　一応は尚哉の身体を考えて手加減してくれたようだが、身体の奥に植えつけられた甘い感覚はシャワーじゃ流しきれなかった。


　むしろ手加減されたぶんだけ物足りなかったのか、肌にちょっと強く服がこすれるだけで、ツキンと身体の奥にうずくものを感じてしまう。


（いえるわけないじゃないか……）


　全ぜん裸らで立つ洋人を見て、本当に綺き麗れいだと感じた。


　自分と同じ人間だとは思えないほど、陳ちん腐ぷな表現だが、神話の中の登場人物のようだと思ってしまった。


　だが、それはいいのだ。


　洋人が綺麗で格好いいのは万ばん人にんが認めるところだし、今までだってそんな洋人にこっそり見とれてため息をついてきたのだから……。


　いえない肝心の理由は別のところにある。


　今までは、こんなに綺麗で素す敵てきな人が、自分なんかのところにいつまで留とどまっていてくれるんだろうと、悲しくなってため息をついていたのに、今回はそのため息がでなかった。


　むしろ、微笑ほほえんでしまいそうになったのだ。


　この綺麗な生き物は、自分だけのものだと嬉うれしく、誇ほこらしくなってしまって……。


　これは俗ぞくにいう、優ゆう越えつ感というやつなのではないだろうか？


（ああ、もう恥はずかしい）


　正直にいえば、洋人は喜んでくれたかもしれない。


　だが基本的に小心者の尚哉は、自分の中に目覚めた初めての感情に戸と惑まどうばかりだった。


「あら、センセ。朝帰りですかぁ？」


　ビルの前までたどり着いたとき、ちょうど出勤してきた山下と、ばったり顔をあわせてしまった。


「ち、ちがっ」


　焦あせって首を振り、はたと我に返る。


　山下は、尚哉が洋人の看病にいったことを知っているのだ。下手な言い訳は逆効果。


「なに赤くなってんの？」


　案の定、山下は我が意を得たりといわんばかりにニンマリと笑っている。


「看病だけしてきたわけじゃ……なさそうねぇ」


「き、着き替がえてくるから。先に入って機械の電源入れといて」


　白状しろと問いつめられるのは、一日に一回で充じゆう分ぶんだ。


　山下に迫せまられる前に、尚哉はその場を逃にげ出した。




意い地じ悪わるなまなざし





黒くろ崎さきあつし
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